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			エルフ転生からのチート建国記①

			月夜涙

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・サトモトアイ（ＲＥＶＯｄｅｓｉｇｎ）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　輪廻の魔術師

			第１話　エルフ村のシリル

			第２話　声

			第３話　２つの約束

			第４話　肉体改造

			第５話　夜営

			第６話　襲撃

			第７話　夢

			第８話　帰還

			第９話　村医者

			第10話　クイーロ

			第11話　クロスボウ

			第12話　安全圏

			第13話　弓と自由と

			第14話　村長(むらおさ)

			第15話　ガラスハウス

			第16話　反旗

			第17話　訓練

			第18話　嵐の前の静けさ

			第19話　戦い

			第20話　戦後処理

			エピローグ　建国(エルシエ)

			番外編　幼い日の約束

		

	
		
			　

			プロローグ　輪(りん)廻(ね)の魔術師

			　

			　俺は屋敷に設置した魔術用の工房で頭を抱えていた。

			　大正元年の日本に生まれて60年。死の間際に立ってようやく気付いたことがある。

			　魔術を極めるには、人生は短すぎる。ひたすら魔術に打ち込んできたが、自分は入口に足を踏み入れただけだ。まだまだやりたいことがある。

			　今持っている技術を尽くせば、10～20年程度、寿命を延ばすことは可能だろう。

			「だが、それをしてどうなるというんだ？」

			　そんなささやかな誤(ご)魔(ま)化(か)しでは、到底足りぬ。せめて、その10倍は欲しい。

			　しかし、そんな力は自分にはない。老いて、朽(く)ちていく体。鈍っていく思考。肉の器に縛(しば)られる自身が、ただただ恨めしい。

			　なら、あきらめるのか？

			　否！　断じて否！　俺の魔術に対する探究心は全力で叫んでいた。

			　もう少しで道が開ける。そんな確信があるのだ。

			「そうか、これ以上、この体で生きていくことができぬのなら、この体を捨ててしまえばいい」

			　おそらく、今まで数百人以上の魔術師たちが、この答えにたどり着いただろう。

			　自らの魂(たましい)を他の体に移すという発想。

			　だが、それを実現できたものはいない。

			　人の体を乗っ取るというのは、ことのほか難しい。魔術というのは意志の力だ。己のうちにかかる力がもっとも強い。ましてや自分を保とうとする無意識の願望は途方もない力だ。

			　さらに魂と肉体の相性の問題がある。人の体は、魂に合わせて成長する。赤子の段階ですらもう遅いのだ。この世に発生した瞬間に、その魂の器として肉体ができ上がるのだから。

			　その瞬間を狙えばいいのだが、その段階の命はひどくもろい。乗っ取って即死するなんて笑えない。

			　もっと、安全で確実な方法はないのか？

			　この天才が、凡人と同じ発想で止まるのか？

			　魔術とは魂の研究だ。故に、俺は魂について誰よりも知っているはずだ。

			　そして、その答えは出た。

			「輪(りん)廻(ね)転(てん)生(せい)」

			　そう、魂は巡(めぐ)る。

			　死んで魂は天に上り、やがて地に降り肉に宿る。この天に上り、地に降りてくる段階で魂は漂白され、記憶も意志もすべてそぎ落とされると俺は推測している。

			　だが、例外はある。強い想いはときとして、魂にしがみつき生まれ変わってなお生き続ける。まれに前世の記憶を思い出す人間が現れるのは、そういった理由からだ。

			　なら、それをすればいい。

			　意図的に、決して魂から零(こぼ)れ落ちぬように、俺の記憶と意志を深く深く刻み付ける。

			　そうすれば、やがて輪(りん)廻(ね)し新たに生まれた際に、俺は俺として生まれるだろう。

			　おそらく、やるなら今しかない。老いが思考と技術を奪う前に。

			　失敗すれば魂が砕け散り、俺はただの生きた人形になるだろう。

			　たとえ成功しても、そもそも輪(りん)廻(ね)転(てん)生(せい)が存在するかの確証すらない。

			　分が悪すぎる賭(か)け。

			　だが、

			「やるしかないだろうな」

			　俺にはその選択肢しかなかった。

			　輝かしい未来が、俺の望む道がそこにあるのだ。ならばどうして躊躇(ためら)うことがあるだろう。

			　この道を放(ほう)棄(き)したとき、魔術師としての俺は死ぬ。

			「解放、我が魂」

			　魂を操る、俺の祝詞(のりと)。

			「体に宿りし記憶よ、想いよ！　我はその叫びを魂に刻み付ける。術式開始」

			　本来、詠(えい)唱(しよう)に意味はない。

			　魔術とは魂と脳に魔術式を構築し、世界のルールを塗り替えることで発動する。

			　だが、詠(えい)唱(しよう)を口にすることで想いに指向性ができる。

			　胸の奥が焼ける感覚。脳というパーツにただ存在していただけの情報が、もっと深く刻まれる。脳の情報は脳細胞が死ねば消え去るが、魂に刻み付ければ未(み)来(らい)永(えい)劫(ごう)消えないだろう。

			　だが、これは魂を傷つけているのと一緒だ。加減を間違えば、魂が砕けて俺は消える。

			　転生すら許されない完全なる消滅だ。

			　幾千、幾万の命令式が走り続ける。青い文字列のようなもの……俺のイメージが形となって具現し、周囲をくるくると回り始める。

			　口から血がこぼれた。魂の傷が肉体へフィードバックしたようだ。

			　熱い、ただ熱い。俺という存在が、どんどん膨(ふく)れ上がっていく感覚。

			　どうして今まで肉の体にこだわっていたのだろう。

			　魂を弄(いじ)っていると、心底そう思える。

			　これこそが、魔術師としての正しい姿だったのだ。

			　毛穴という毛穴から血が噴(ふ)き出す。初めてで加減がわからない。それでも、決して失敗しないように己の存在を刻み続けた。

			　そして、ついに体が限界を迎える。

			　意志ではどうしようもない物理的な限界。

			　自分で作った血の海に沈みながら、俺はにやけた笑みを浮かべていた。

			　成功した。傷ついたが、魂は無事だ。確かに俺は己を刻み付けた。

			　このままでは確実に、今の俺は死を迎えるだろう。

			　だが構わない。これで、俺の考えが間違っていないか確証が得られるのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　結果から言うと、輪(りん)廻(ね)転(てん)生(せい)は成功した。

			　１度目の転生は、西暦１９７２年のアメリカ。中流家庭の次男として生まれた。

			　俺が前世のことを思い出したのは13歳の誕生日。どうやら、体が十分に育つまでは脳が魂の情報を受け入れないようだった。

			　１度目の転生は、元の人生をなぞるようにして研究に打ち込んだ。

			　だが、その人生でどうしようもない寂(さび)しさを覚えた。世界が魔術を捨てている。

			　科学によって世界の闇(やみ)が照らされ、神秘の潜む場所がなくなった。魔術にできて科学でできないことが消えていった。

			　たとえば、燃やすことに生(しよう)涯(がい)を捧(ささ)げて鍛(たん)錬(れん)し、様々な魔術道具を使っても、魔術師はせいぜい半径50メートルを燃やすのが精いっぱいだ。だが、科学はその１００倍も１０００倍ものことを、誰でも使える道具で実現してしまう。

			　俺はこの時点で物理現象における魔術の可能性を捨て、ただ精神と魂に注力するようになった。そこだけが魔術の聖域だと信じて。

			　そして50年生き、新たに得たものを魂に刻んで自ら命を絶った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　２度目は冗談のような世界だった。文明は中世から近代に差しかかったぐらいだ。

			　ゴブリンやオークといったモンスターが闊(かつ)歩(ぽ)し、鎧(よろい)を着た騎士が街を練り歩き、魔術が一般市民にすら使えて当たり前の世界だった。

			　そう、時間ではなく世界そのものが違った。

			　俺は王家に仕える騎士の四男として生まれ、それなりに自由で裕福な暮らしができた。

			　ここでは14歳のときに、前世の記憶が戻った。そこで気が付いたことがある。

			　地球では、何かしらの影響で魔術に制限がかけられている。

			　地球では体の外に出た瞬間、霧(む)散(さん)するはずの魔術が、ここではいくら経っても形を保つ。魔術式を頭に浮かべたときに生じるノイズがない。

			　この世界は楽しかった。魔術が発展していて知らない情報がいくらでもあった。何よりも実戦の場で魔術を使用できた。

			　この世界での俺は輝いていた。魔術は魂に宿る。劣(れつ)悪(あく)な地球の環境で鍛(きた)え続けた俺の実力は高く、地位を高め、城に取り上げられ、宮廷魔術師の筆頭になった。

			　ここの世界では個人に依存した固有魔術と、誰でも使える汎(はん)用(よう)魔術があることを知ることができた。

			　固有魔術は女神によって与えられる。ファンタジー世界だけあって、なんでもありだ。

			　汎(はん)用(よう)魔術には理屈があるが、固有魔術にはそれがない。俺自身、固有魔術は使うことができても理解はできなかった。

			　女神によれば人はそれぞれ、固有魔術に特化した魔術回路を持って生まれてくるらしい。汎(はん)用(よう)魔術は、その空き容量を利用した真似事にすぎないと。

			　そして俺の固有魔術の正体は、自分が望む過去の自分を再現すること。これを使えば、たとえ年老いても全盛期の肉体で戦えたし、前世の俺すら呼び出すことができた。

			　この世界の最期は、戦場での討ち死にだった。

			　最後の気力で、ここでも魂に記憶を刻んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それからも何度も転生した。平成になった日本、ファンタジーな世界、スチームパンクな世界、西暦２２１０年のフランス。魔術が自分のうちにしか働かない世界、どう考えてもゲームの中としか思えない世界など、合計15回。

			　毎回、記憶を取り戻すのは13～14歳。

			　魔術は極まりつつあり、独学の限界を迎え、生まれ変わった世界で初めて触れるものに頼らざるを得なくなった俺は、魔術以外の娯楽を求めるようになっていた。

			　特に面白かったのは西暦２２１０年のフランスだ。ＶＲＭＭＯというものが流行っていたのだ。

			　他にもこの世界には、ＶＲ技術を使って体感時間を引き延ばす、という技術が存在した。

			　ＶＲの世界にダイブしている間は、１秒が１０００秒になる。

			　俺はその世界で、ひたすらレトロな日本産のアニメやゲームを楽しんだ。もともとの俺は日本生まれだし、一度は平成の日本に生まれてゲームも多少は触っていたので、懐かしさがあった。それを無限に近い時間で、好きなだけ楽しめた。

			　その世界では魔術に関して得るものはないと、ひたすら娯楽を貪(むさぼ)り、老(ろう)衰(すい)で死んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　転生回数が20回を超えた頃、急にすべてが色あせて見えた。感動や熱意が消えていく。

			　そろそろ終わってもいいと思った。もう、研究は行き詰まり、時間さえかければいいというものではなくなっていたのだ。

			　これで最後にしようと決めた21回目、俺は１人の少女に出会った。

			　その少女と出会ったのは、魔王によって支配され文明が荒(こう)廃(はい)した世界だ。

			　少女は美しいハイ・エルフだった。美しい金髪と黒いローブをはためかせ、世界樹でできた弓を片手に、世界を滅ぼす存在に立ち向かっていた。

			　どれだけ傷ついても、倒れても、何度も立ち上がり戦い続けた。

			　そして、最終決戦。人間が生きていける最後の街が魔王に襲われた。

			　少女は生き残った仲間たちとともに、絶望的な戦いに挑んだ。やけくそではなく、針の先ほどの勝利を信じて最善を尽くし、足(あ)掻(が)き抜く。

			　１人、２人と、仲間が倒れていき、最後の１人になっても戦い続け、最後は致(ち)命(めい)傷(しよう)に近い傷を負いながらも魔王を打倒した。

			　戦いが終わったあと、彼女は自分の戦いを見守る民衆を振り返り、笑みを浮かべて「もう大丈夫」と言って笑った。

			　死んでもおかしくない傷を負って血を流し、仲間を失った悲しみに耐えながら。

			　その少女を見て、胸の鼓(こ)動(どう)が久しぶりに高鳴った。

			　そう、俺は知ったんだ。悠(ゆう)久(きゆう)の時で俺の魂は摩(ま)耗(もう)し、もう輝くことはない。だが、輝きを放つ人間を見ることで、俺自身が照らされる。

			　その後、ハイ・エルフの少女は二度と魔王が復活しないように旅に出た。俺は、その少女とともに旅をして、やがて寿命で死んだ。

			　この転生から俺は変わった。ただ娯楽を貪(むさぼ)りながら魔術を極めるのではなく、輝きを放つ人間を探し、そして傍(かたわ)らでその物語を見守るようになった。

			　そして、俺は必要以上にその時代に干(かん)渉(しよう)することをやめた。

			　魂は巡(めぐ)り、31回目。運命の転生が始まる。

		

	
		
			　

			第１話　エルフ村のシリル

			　

			　俺はこの村が嫌いだ。そんなことを考えながら日陰で涼んでいた。

			「サボったらダメだよ。シリル」

			　すると、１人の少女が腰に手をあてて、注意してきた。

			　背は１５０センチぐらい。光沢を放つくせのない金髪と、青色の目が特徴的な美少女。胸が手の平に収まるぐらいなことを除けば、スタイルもいい。

			　14歳という年齢を考えれば、まだ成長の余地があるだろう。

			　少女の名前はルシエ。俺が居(い)候(そうろう)させてもらっている家の娘だ。俺より生まれるのが３か月遅かったのに、おねーさん風を吹かせてくる。
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			「いいじゃん、どうせ頑張っても全部あいつらに持っていかれるんだから」

			　俺はエルフの特徴である、人間よりも若(じやつ)干(かん)長い耳を撫(な)でながら呟(つぶや)く。

			　ここは人間に支配されたエルフの村で、人口は少なく２００人程度しかない。

			　昔は自由気ままに狩りをし、森で自然の恵みを得ていた俺たちも、武力で無理やり言うことを聞かされ、人間に言われるがままに、指定された作物を育てて税を納めていた。村から逃げ出せば殺される。もはや昔の生活に戻ることはできない。

			「だから頑張るんじゃない。あいつら、不作でも決まった量を持っていくんだから、いっぱい作らないと私たちは飢(う)えて死んじゃうよ」

			「そっちのほうがましかもしれないな！　あんな死に方するぐらいなら」

			「怒るよシリル！」

			「だってそうじゃないか。生きたまま心臓を抉(えぐ)られるんだ。先週だって見ただろ！　あいつらわざと俺たちの前でやりやがった！」

			　俺たちが人間から奪われているのは、農作物だけじゃない。

			　俺たちの命すらも奪われている。

			　エルフの心臓を生きたまま取り出すと、強大な魔力の結晶になる。

			　人間たちはあえて、俺たちを皆殺しにせず、作物の徴(ちよう)収(しゆう)と同時に10人程度攫(さら)い、心臓を抉(えぐ)り取って殺す。

			　同情しているわけじゃない。その10人が俺たちを減らさずに維持できる数だからだ。

			　毎回、老人や、体が弱く労働力にならないと判断された無力なエルフが対象になる。

			　まるで家畜のような扱いだ。

			「シリル。私は怒るって言ったよ」

			　その言葉と同時に平手打ち。手加減されているのか、音の割に痛みが少ない。

			「リッカだって、ルガーナおばあちゃんだって皆、もっと生きたかった。それでも文句を言わずに犠(ぎ)牲(せい)になったんだよ！　自分が逃げれば他の誰かが犠(ぎ)牲(せい)になるからって。なのに生き残った私たちが死んだほうがましだなんて言ったら、それが無駄になるじゃない。そんなこと言うんだったら、あの場で立候補すればよかったんだよ。そしたら生きたい人が生きられた！」

			　その言葉が胸に突き刺さる。無神経だった。今回の犠(ぎ)牲(せい)者の中には、ルシエの祖母と体の弱い妹がいた。

			　生きたい人が生きられた、か……。

			「その通りだ。次は俺が立候補するさ」

			　もうまっぴらごめんだ。次の収穫期には、自分が選ばれるかもしれないという不安におびえるのも、村の皆のすすり泣きを聞かされるのも。

			「ごめん、少し言いすぎた。私もこんなことを言いたかったわけじゃないの。ただ、頑張って欲しくて。昔のシリルみたいに目を輝かせて、いつか俺がこの村を支えるって言って欲しくて」

			　投げやりな俺を見て、ルシエは悲しそうに言った。昔の俺か……。

			「無理だよ。もう、俺はあきらめたんだ」

			　かつては、偉大な村長である父の後をつぎ、もっと村を発展させようと意気込んでいた。

			　その努力もした。だけど５年前、人間の侵(しん)略(りやく)に抗(あらが)って最後まで戦った父は死んだ。……父につき従った村人たちを大勢巻き込んで。

			　その中には、俺の母親やルシエの両親も含まれていた。

			　おとなしくしていれば、死人は減らせたはずだ。それを見て俺は思ってしまった。

			　この世にはどうにもならないことがある。成り行きに任せるのが一番ましだ、と。

			　その考えは、親代わりになって俺を育ててくれたルシエの祖母と、俺によく懐いてくれたルシエの妹のリッカが殺されても、変わらなかった。

			　悲しかった。悔しかった、怒りで狂いそうになった。それでも行動を起こしてルシエまで失うほうが、ずっと怖い。

			「私はシリルを信じているよ。シリルは弓も魔術も勉強も、なんでも１番で優しくて、何より一生懸命で、私たちの憧れだった」

			「信じてるって何をだよ」

			「いつか大人になったシリルが、この村を救ってくれるって」

			　俺は苦笑いをした。そんなこと、できるはずがない。

			　確かに人より少しだけ優れている。だけど、本気で戦って兵士を４～５人殺したところで、そのあと10倍の人数が押し寄せて殺される姿しか想像できない。

			　いや、それすらも難しいだろう。

			　俺は首に巻かれた銀色の首輪を撫(な)でる。魔術を発動しようとすると妨害してくる、忌(い)まわしい呪(じゆ)術(じゆつ)具(ぐ)。これは村人全員につけられている。

			　工具を使えば外せるが２度と取り付けられず、これを外したことがばれれば殺される。

			　俺はどうしようもないほどに無力だ。

			『本当にそうか？　俺はその程度の存在か？』

			　頭に、自分とよく似た声が響いた。

			「シリル、大丈夫？」

			「なんでもない」

			　ふらついた俺を、ルシエが支える。

			　また、あの声だ。成長とともに頭の中から、声が響くようになった。

			　なぜか、その声が大きくなるごとに体の使い方がうまくなり、魔術の力が強くなる。

			「さあ、ルシエ、そろそろ仕事に戻ろう。これ以上さぼるのはさすがにまずい。ぎりぎり怒られないラインでさぼるのが、俺の信条なんだ」

			「なら、私が怒る必要もないぐらいに頑張ってよ」

			「それはできないよ。ルシエは俺に期待しすぎてる」

			「しすぎてなんかない。だって、シリルならできるから」

			　屈(くつ)託(たく)のない笑み。そこには、俺に対する信頼があった。

			　胸が痛い。この笑顔を見る度にどうにかしたいと思ってしまう。

			　そして頭を巡(めぐ)らせ、いつも絶望する。自分の無力さに。

			　この気持ちを味わいたくないから、必死であきらめた振りをしているのに。ルシエはそれを許してくれない。

			『本当にあきらめる必要があるのか？　ただ、おまえは怯(おび)えているのではないか？　弱いことを言い訳にできなくなるのが嫌で、目を閉ざしているだけだ。だが、周りは待ってくれないぞ、おまえが覚悟しようとしまいと、いずれ一番大事なものを失う』

			　うるさい！　頭の中の声がいつもより大きい。体内を流れる魔力が騒いでいる。

			　体が変わっていく感覚。違う、変わるのではない。戻っている。あるべき姿に。

			「シリル、顔真っ青だよ。本当に大丈夫？」

			「大丈夫だって言ってるだろう！　ルシエは気にしすぎだ。さあ、はやく行くぞ」

			　思わず、怒鳴ってしまった。俺はルシエの手を取り、早足で歩く。

			　どうしても彼女に触れたくなった。頭の中の声が『一番大事なものを失う』と言ったときに、真っ先に浮かべたのは、ルシエの笑顔だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　２人で麦畑にたどり着く。

			　そこでは、俺たちと同年代のエルフたちが既に作業に入っていた。

			「おそいぞ、おまえら」

			「罰(ばつ)として、お昼のおかず１つ没収よ。ルシエはいいわよ。どうせシリルのせいだから」

			　レックは悪戯(いたずら)小僧、シュティはそばかすの似合う素(そ)朴(ぼく)な少女で、２人とも俺たちの幼(おさな)馴(な)染(じみ)だ。

			「悪かった。でも飯は勘(かん)弁(べん)してくれよ。それぐらいしか楽しみがないんだからさ」

			　軽口をたたきながら俺は農具を持って畑に入る。

			　そのときだった。馬の蹄(ひづめ)の音がした。この場にいる全員が硬直する。

			　馬に乗ってくるのは、人間だけだ。

			　俺たちだけじゃなく、隣の畑にいる連中も、何事かと身を固くする。

			　この村を支配する人間たちがやってきたのだ。２頭立ての大きな馬車を引いている人間が２人、馬に乗っている人間が３人。いずれも全身に鎧(よろい)を身に着けた屈強な兵士。

			「よく聞け、家畜ども。追加で徴(ちよう)収(しゆう)を行う！　ちょっと、横流しする数を多めにしちまったから、魔石が３つばかし足りない。今回は選んでいる時間がないから適当に持っていく」

			「なっ!?」

			　そのあまりに理(り)不(ふ)尽(じん)な言葉に声が漏れた。

			　こいつらは、麦と魔石を徴(ちよう)収(しゆう)してしかるべきところに納めるのが仕事だ。

			　しかし、こいつらは、そのノルマ以上に俺たちを殺して、魔石を得て、それを売りさばいているのだ。そして、欲を出してノルマの確保に失敗した。それだけの理由で、さらに俺たちを殺して魔石を得ようと考えている。

			　なんだ、この理(り)不(ふ)尽(じん)は。こんなことに耐え続けないといけないのか。

			「隊長、めんどいから近くにいる奴らから、適当に３人攫(さら)いましょうよ」

			「そうだな。それがいい」

			　馬車を引いているうちの１人が、そう言った。

			　５人の兵士たちがこちらに向かって歩いてくる。

			　もっとも村から外れているのは、俺たちのいる畑なのだから当然だ。

			「ひぃっ」

			　幼(おさな)馴(な)染(じみ)の１人、レックが背を向けて逃げ出した。

			　銀色の光を帯びた薙(な)げナイフが飛んできて背中に突き刺さり、レックは転倒する。

			「まず、１人目は確保っと」

			　投げたのは、隊長と呼ばれた男。殺さないように、きっちりと急所は外している。

			「それで２人目はっと」

			　そう言って、シュティの腕を取った。

			　俺は、選ばれたのがルシエでないことに安(あん)堵(ど)してしまった。

			　だが、あと１人選ばれる。願わくは俺であることを……

			「おまえだ」

			　隊長と呼ばれた男が手を伸ばしたのは、俺だった。

			　良かった。ルシエが無事で。

			「待って！　私が行く」

			　安(あん)堵(ど)したのもつかの間、ルシエの手が隊長と呼ばれた男の手を遮(さえぎ)る。

			「３人でいいんでしょ？　私が行くよ」

			　ルシエは俺を背後に庇(かば)う。

			「ははは、何こいつ、女に庇(かば)われてんの」

			　下っ端らしき兵士が哄(こう)笑(しよう)をあげる。

			　俺は羞(しゆう)恥(ち)と悔しさで、顔が真っ赤になる。握りしめた拳が震える。

			「まあ、いいさ。恋人のためにわが身を捧(ささ)げるとは、泣かせるじゃないか」

			　そう言いながら隊長はわざわざ小手と兜(かぶと)を外すと、ルシエの胸をわし掴(づか)みにして、頬を舐(な)めた。

			　ルシエはそうされてもまっすぐな眼光で隊長を睨(にら)み付ける。

			　肩が震えている。足が笑っている。でも、彼女はその小さな体で必死に立ち向かっていた。

			「はやく連れて行って、私がいれば、ノルマは達成できるんでしょ？」

			　ルシエの姿が、魂の奥に刻まれたハイ・エルフの少女と重なる。

			　見たことがないはずなのに、瞼(まぶた)に焼き付いた光景。

			　胸を焦がす、少女の輝き。

			「シリルのこと、信じているから、私がいなくても頑張れるって」

			　ハイ・エルフの少女が立ち向かった敵に比べれば、こんな兵士たちなんてものの数ではないだろう。だが、ルシエが俺を守ろうと声を出すのに必要な勇気は、勝るとも劣(おと)らない。

			　ルシエの放つ輝きを守りたい、傍(かたわ)でずっと見ていたい……そう思った。

			　だから、

			「その汚い手を離せよ！」

			　俺は、震える拳を握りしめて人間たちに殴りかかった。

		

	
		
			　

			第２話　声

			　

			「アブねえじゃなえか、坊主」

			　しかし、その拳はやすやすと右手で受け止められ、先ほどまでルシエの胸を掴んでいた手がまっすぐに伸びてきて、俺のみぞおちに突き刺さった。

			「うがぁ」

			　まるで、カエルが潰れたような音が、口から漏れる。

			　思わず膝をつき、意志の力で無理やり首に力を入れて上を向くと、隊長は笑っていた。

			「エルフは貧弱だなぁ、その細い体で何をするつもりだ？　うん？」

			　にやけた面で癇(かん)に障(さわ)る言葉を吐いてくる。俺は反論ができなかった。

			　男は１８０センチ後半の巨体に、鍛(きた)え抜かれた引き締まった体。腕なんて丸太のようだ。

			　それに比べて俺は身長１６０センチ前後で、鍛(きた)えてはいるが線は細い。

			　何よりも無様に這いつくばっている現状が、すべてを物語っている。

			「それにな。慌てなくてもおまえも連れて行ってやるからよ」

			「どうしてシリルを？　ノルマは３人って言ってたじゃない。私を入れて３人でしょ」

			「この馬鹿がつっかかるし、おまえが綺(き)麗(れい)だから殺すのが惜しくなったんだよ。俺の女にすることに決めたから、やっぱ、あと１人いるんだわ」

			　ルシエの表情が絶望に染まる。

			「おいおい、そんなにこいつが大事か。おまえが代わりになる奴を選ぶなら、そいつの命を助けてやろう。もちろん、自分っていうのはなしだぜ？」

			「そんな、他の人を選ぶなんて、私、できないよ」

			「だったら仕方ないよなぁ」

			　男の笑い声が頭に響く。

			　優しいルシエは、自分を犠(ぎ)牲(せい)にはできても、他の誰かを犠(ぎ)牲(せい)にすることができない。

			　それでも俺のために必死に悩んで、苦しんで、泣いている。

			　なんとかしたい。でも肉弾戦では勝てない。

			　なら、魔術しかない。エルフの魔力は人間を凌(りよう)駕(が)する。

			　魔術式を構築しながら、体内魔力(オド)を活性化させ、自然界の魔力(マナ)に働きかける。

			「くっ」

			　強烈な頭痛、頭の中にひどいノイズが響き、組もうとしていた魔術式が霧(む)散(さん)する。

			　束ねようとした魔力が指向性を失う。

			　首につけられた魔術師殺しの機能が、十全に機能したらしい。気力を振り絞れば振り切れる。そんな甘えがまったく通用しない。

			「ばっかじゃねえの？」

			　その言葉と、奴の蹴(け)りあげた足の甲が俺の顎(あご)に直撃したのは同時だった。

			　俺は無様にひっくり返る。情けない。

			「もう寝とけよ。てめえの細腕じゃ話にならねえ。そもそも、非力なエルフは魔術を奪われた時点でただの家畜だろ？　あんまり俺の手を煩(わずら)わせるなよ」

			　力も魔力も、何もかも足りない。あまりの惨(みじ)めさに涙がこぼれる。こんな気持ちは初めてだ。

			　俺に力があれば……。

			『なら目を背(そむ)けるな。自分と向き合え。力はある。幸い、今度の体は優秀だ。いい目をしている。奴の攻撃が見えているだろ？　ならあとは魂に刻んだ動きをなぞればいい。教えてやる。これは、おまえの、俺の、力だ！』

			　頭の中の声が響き、適切な戦闘技術が、知識を飛び越えて経験として体に染みつく感覚がした。

			　俺は今まで、この感覚を拒絶していた。

			　だが、もう逆らわない。力が得られるなら、悪魔にだって魂を売ってやる。

			　自分が書き換えられていく。そこに恐怖はない。本来の自分に戻っていくのだと、そう思える。

			　俺は、仰向けの姿勢からロボットのように不自然な動作で一瞬にして起き上がる。

			「なんだてめえ、その気持ち悪い動きは。殴られすぎて頭がおかしくなったか？」

			　隊長の声を無視して手を２、３度握ると、さらに軽く飛ぶ。そして腕や足を軽く回す。思考がクリアになっていく。視界が広がる。

			　頭に無数の情報が流れてくる。

			　軽(けい)微(び)な魔術妨害発生中。ノイズパターン解(かい)析(せき)完了。小規模な魔術であれば使用に支障なし。

			　魔術により肉体情報のスキャン、記憶の中の体と誤差修正。アジャスト完了。一部、肉体性能上再現できない技を一時的に思考から凍(とう)結(けつ)。

			　その上での最適パターンを構築し、思考を介さない反射条件づけとして設定。

			　チェック工程オールクリア。敵戦力評価。非常に軽微な障害。

			　俺は笑みを浮かべて、ルシエだけを見て口を開く。

			「ルシエ、庇(かば)ってくれてありがとう。でも大丈夫。ルシエを連れてなんて行かせないし、俺も死ぬつもりはない。すぐに助けるから待ってて」

			「やめてよ。無理だよ。シリルが死んじゃう」

			「大丈夫だよ。だから泣かないで」

			　ルシエが泣いている。一刻も早く泣き止ませないと。

			　言葉では足りない。泣いている原因を取り除く必要がある。

			　そのためにはこいつが邪魔だ。

			「人間。おまえがいるとルシエが泣く、だから死んでくれ」

			　肉体的なダメージは少なくはない。軽い脳(のう)震(しん)盪(とう)に腹部へのダメージによる運動性能の低下。だが、それがどうした？　この程度の相手、たとえ両手両足が折れていても倒してみせる。

			「ほう、生意気を言ってくれるな。後悔すんなよ。この場で心臓を抜き出してやる」

			　隊長は、右手を大げさに振りかぶり殴りかかってくる。

			　見えている。視界だけではなく、音、匂い、肌に触れる空気。必要な情報すべてが、頭に入ってくる。

			　あとは体が勝手にやってくれる。

			　近接戦闘においてもっとも重要な要素となるのは、時間だ。

			　０コンマ１秒以下の世界における判断の連続、まともな思考を走らせる時間はない。

			　だからこそ、訓練により基本動作を無意識の行動……反射まで落とし込む。

			　本来なら記憶や知識では補いきれない領分。それが俺の体に魔力によって刻まれている。魔術によって設定され、最適化され続けている動き。俺の体はそれを再現するだけの機械と化す。

			　唸り声をあげながら襲いかかってくる拳が、空を切って通り過ぎる。そのお返しに、俺が突き出した拳が隊長の顔に突き刺さった。鼻の骨が砕ける感触が伝わる。

			　そして、１８０センチを超える巨体が派手に吹き飛ぶ。
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			「いっいでぇ」

			　パタポタと血が流れる鼻を押さえながら、隊長が声を漏らす。

			　俺の筋力では、これほどの威力は生まれない。だが、それを覆(くつがえ)したのは、相手の力を利用したクロスカウンター。そして、もう１つは筋(きん)線(せん)維(い)の１本１本まで完(かん)璧(ぺき)に制御し、一切のロスがない運動エネルギーの連動を、魔術によって実施していたこと。

			「手加減したか」

			　俺は鈍く痛む右の拳を、そっと撫(な)でた。本当だったら、あの一撃で再起不能に追い込めたはずだ。しかし、拳が壊れないレベルに手加減するように、プログラムが判断したみたいだ。

			　あとで修正しないと。ここは拳を壊してでも決めるべきだった。

			「てめえ、ぶち殺す！」

			　隊長は地面に落ちた兜(かぶと)と小手を身に着け、さらに肉厚の両手剣を装備した。

			　そして、その両手剣を闇(やみ)雲(くも)に振り回す。

			　俺は作業用の小さなナイフを取り出して逆手に構える。

			　兜(かぶと)の下で隊長が笑った気がした。

			　確かにそうだ。こんなちんけなナイフでは、両手剣を受け止めた瞬間に、体ごと叩き折られる。それに、全身鎧(よろい)にフルフェイスの兜(かぶと)まで着けたこの男の体に、刃が通ることはないだろう。

			　１度目の横薙ぎをバックステップで躱(かわ)し、２度目の振りおろしを体を捻(ひね)ってやり過ごす。地面に叩き付けられた刃があたりを揺らす。

			　すさまじい筋力。簡易な魔術での強化が見受けられる。

			　だが、隙だらけだ。まともな武器を持っていれば、５回ほど殺せる機会があった。

			　その後も連撃が続く、いくつか回避不能の攻撃があり、ナイフで受ける。当然、普通に受ければ終わりだ。流し、逸らし、相手の力を制する。柔らかい防御。力加減、角度、タイミング、いずれかがわずかにでも狂えば、武器だけでなく腕を粉(ふん)砕(さい)され、容(よう)赦(しや)なく斬り伏せられるだろう。

			　それを１ミリの誤差もなく、刹(せつ)那(な)のタイミングで的確にこなす。

			　恐怖はない。この程度、できて当たり前だ。

			「おいおい、逃げ惑(まど)うだけか」

			　隊長は息を切らせながら、苛(いら)立(だ)たしげにそう言った。挑発しているのに、荒い息がすべてを台無しにしている。

			「いや、そろそろ終わりだ」

			「ほざけ」

			　そして、疲れは腰の入っていない、中途半端な攻撃を生む。そう、手打ちの、力のない振りおろし。

			　俺にとって理想的な角度。これを待っていた。

			　あえてナイフの先で剣を受ける。先端が砕け、空中に刃の破片がきらめく。それを体を１回転して加速させ、ナイフの柄で弾き飛ばす。

			　目標はフルフェイスの兜(かぶと)に守られた隊長の顔。

			　ナイフの刃の先すら通さない細いスリットに、光をはじく破片が吸い込まれていき、両目を抉(えぐ)った。

			「ぎゃややややぁぁぁ、目、俺の目がぁ」

			　のたうちまわる隊長を蹴(け)り飛ばし、両手剣を奪った。

			　これで完全に無力化だ。

			「ルシエ、大丈夫か？」

			　俺はルシエの元に駆け寄った。

			「私は大丈夫……でも」

			　ルシエはそう言って、殺意を向ける兵士たちに目を向けた。

			　さきほどまでは、隊長が一方的に俺を殺すと信じていたためか観客モードだったが、今では殺気立って弓まで構えている。

			「おい糞(くそ)人間。その弓、引いてみろよ。死んでもいいなら」

			　俺が挑発をすると、兵士たちは冷静さを失い、顔を真っ赤にした。

			「このガキ！」

			「上等じゃねえか」

			　４人の兵士のうち、３人が弓を引いてきた。

			「忠告はした」

			　しかし、その矢は俺に届く前に急激に失速し、反転して小手で守りきれない兵たちの指や手の平に突き刺さり、兵たちは悲鳴をあげる。

			　使ったのは風の魔術。首輪は相変わらずノイズを発し続けている。

			　これを無力化する方法は２つ。

			　１つは、首輪が反応しない程度の小規模な魔術を使う。たとえば体術をプログラミングした魔術は、使用魔力が極度に小さい上に魔力が漏れず肉体の中で完結するので、首輪が反応しなかった。

			　２つ目は、毎回発生するノイズが決まっているので、それすらを盛り込んだ魔術式を作る。

			　今までの俺では、絶対にできない繊(せん)細(さい)な作業が、苦もなく行われる。

			「きええええええ！」

			　そんな中、弓を使えないのか、１人剣を持って突撃してきた男が斬りかかってくる。

			　俺はそれを危なげなく躱(かわ)して、隊長から奪った両手剣を下段の構えから振り上げる。

			　俺の筋力では持つだけで精いっぱいの巨大な剣も、全身の力をすべて使って回転運動で振るえば、するどい一撃となる。

			　その一撃は、先の隊長に比べれば品質の劣(おと)る兵たちの鎧(よろい)を突き破り、腹に突き刺さる。俺が剣から手を離すと男は崩れ落ちた。

			　致(ち)命(めい)傷(しよう)であることを確認したのか、男たちは深々と鎧(よろい)と肉にめり込んだ剣を引き抜くのを早々にあきらめたようだ。未だに突き刺さった矢を引き抜こうとしている男たちに向かって走る。

			　男たちはぎょっとした顔で慌てて弓を捨て、剣を構える。

			　だが、どうしようもなく遅い。

			「絶対に逃がさない。皆殺しだ」

			　１人も逃がすわけにはいかない。仲間を呼ばれたら厄(やつ)介(かい)だ。

			　皆殺しにしても、こいつらが戻ってこなければ、真っ先にこの村が疑われ、人が派遣されるだろう。だが、少しでも時間を稼(かせ)ぎたい。

			　俺は、獣(けもの)のような表情を浮かべて突進した。

		

	
		
			　

			第３話　２つの約束

			　

			　そして５分後、隊長以外の兵士たちを、俺はすべて殺した。隊長は今も顔を押さえて転げまわっている。完全な失明。もう２度と光を見ることはないだろう。

			　初めて人を殺したというのに、罪悪感はない。

			　違和感があるのは、人殺しに慣れすぎていることだ。

			　声を受け入れてから、俺の知らないはずの知識や、断片的な記憶が頭の中に流れ始めている。それが、まるで自分のもののように感じられる。

			「誰か酒を持ってきてくれ、度数がなるべく高いの！　いや、村のものを使う必要はない。兵士たちの馬車の中からきつい蒸留酒の匂いがする。それを頼む！」

			　俺は声を張り上げて叫ぶと、背中にナイフが突き刺さったレックのところに駆け寄る。

			　逃げようとしたレックは、後ろから投げナイフを食らっていた。

			「いい加減、邪魔だ！」

			　俺は首輪に魔力を流し、過負荷で刻まれた魔術式を破壊する。

			　これで、２度とノイズを発生させることはないだろう。

			　傷口を確認していると、ルシエが蒸留酒を持って駆け寄ってきた。

			　魔術を起動して成分を分析する。アルコール度数は50％強。心もとないので、魔術を発動させ水分を吹き飛ばして、無理やり度数を80％付近まで引き上げた。

			　消毒をするなら最低70％は度数が欲しい。

			「レック、痛いぞ。男なら耐えろよ」

			「おい、シリル。酒なんか持ち出して何するつもりだ？」

			　殺さないように急所を外されているだけあって、出血は少ない。話すぐらいの余裕があるようだ。

			「黙っていろ。いや、口を開けろ」

			　俺はそう言うと、ポケットから空の麻袋を取り出して、レックの口に詰める。

			　そして背中に刺さったナイフを一気に引き抜き、アルコールをぶちまける。

			「んんんんんんんんんんんんんんんん」

			　レックが声なき声で絶(ぜつ)叫(きよう)する。

			　麻袋を口に入れていなければ、舌を噛んでいただろう。

			　消毒と傷口の洗浄を同時に終わらせ、傷口に手を当てる。

			「【ヒーリング】」

			　これは、対象の自己回復力を極限まで強化する魔術だ。

			　それ故に、傷口に異物が混入していたり、消毒が不十分な状態で使えば、大(だい)惨(さん)事(じ)になる。

			　一瞬で、前準備もなく回復させるためには、自己回復の強化ではなく、数段魔力の消費量が跳ね上がる【時の巻き戻し】のような魔術が必要になる。

			「はい、終了。これでもう大丈夫だ」

			　俺はそう言うと、レックの背中を軽く叩く。

			「あれ、傷、痛くない、嘘!?　治ってる。シリル、すげえな。回復魔術なんて、使えるのは聖人様ぐらいだと思ってたぜ」

			「俺は天才だからな」

			　なんとなく、まだ夢を見てた頃、必死に努力をしていたのを隠すために使っていた口(くち)癖(ぐせ)が出てきた。

			「ねえ、どうしてあんな危ないことしたの？」

			　いつの間にか傍(かたわ)に来ていたルシエが、俺の横にへたり込んで、そう問いかけてきた。

			「ルシエを守りたいと思った」

			「私はシリルが生きてくれれば、それでよかったのに」

			「そんなの嫌だよ。ルシエが一緒にいなきゃ駄目だ。気付いたら、あいつに殴りかかっていたんだ」

			　勝算なんてなかった。あの声がなければ、死んでいただろう。

			　今、この場で笑っていられるのは、結果論に過ぎない。

			　だけど、ルシエを見殺しにして１人生き残るぐらいなら死んだほうがましだ。

			「なんだか、昔のシリルみたい」

			「昔の俺か……そっちのほうがルシエは好きか？」

			「うん、あきらめていじけてるシリルは見たくない」

			「よし、わかった。俺は俺たちの村を救う！　ここを人間の手から解放してみせる。どっちみち、そうしないと詰みだからな」

			　俺は苦笑して、俺たちを取り囲むようにしている村人たちを見回す。

			　仲間が生き残った無事を喜ぶものが３割、俺に対して怒りや軽(けい)蔑(べつ)を向けるものが３割、残りがどっちつかず、といったかたちだ。

			　そんな中、40代後半の、背が低い白髪交じりの頭をした男が飛び出してくる。現村長のニージェだ。表情にあるのは明らかな敵意。

			「やってくれたな、シリル。兵士たちを殺して……これでは村が反乱を起こしたことになってしまう」
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			　返ってきたのは、予想通りの言葉。

			　税を徴(ちよう)収(しゆう)しに来た兵士たちが帰ってこなければ、間違いなくこの村で何かあったと疑われるだろう。遠からず、俺がやったことはばれてしまう。

			　その先にあるのは、報(ほう)復(ふく)。

			　だけど、ただ怯(おび)えているつもりはない。

			「反逆者？　結構じゃないか。作物を奪われるだけならまだいい。だが、毎年仲間を奪われて黙っている今のほうが、よっぽど異常だ。俺たちは戦うべきだ。弓を取って、誇(ほこ)りを持って」

			「そう言っていたおまえの父親は、戦って死んだ。何人も道づれにしてな」

			　それは俺の刻印、逃げられない罪。

			　どこまでもついて回るだろう。だから逃げないことにした。

			「父は失敗した。だが、どうして次も失敗すると言い切れる？　俺ならできる。この村を勝利に導ける」

			「ガキが！　世迷い言を」

			「事実、俺１人で５人を殺してみせた。俺が戦い方を教えてやる。この程度、誰でもできるようにしてみせる。だから、目を覚ましてくれ」

			「目を覚ますのはお前だ。そんな夢物語を言って」

			　夢物語……確かにそうだ。

			　兵士たちは強い。鉄製の全身を包む鎧(よろい)はエルフたちの放った弓をはじくし、エルフたちは近接戦闘が不得手だ。さらに、エルフの得意とする風の魔術は、軽すぎて殺(さつ)傷(しよう)力(りよく)を持たない。

			　戦いになれば、いずれ距離を詰められて斬り殺される。

			　……今のままでは。

			「なら、俺の語った夢がただの夢じゃないことを、証明する。今から２つのことをしてみせよう。１つは食料問題の解決」

			　俺の言葉に、周りが苦い顔をする。

			　実は、これが直近の問題だ。

			「知っての通り、俺たちの村は帝国の連中により、麦以外の栽(さい)培(ばい)が許されていない。それ以外の必需品は、すべてやつらの運んでくるものに依存している」

			　これが、俺たちの村を縛(しば)る鎖(くさり)。

			　単一の作物に注力させることで生産性を上げると同時に、村単体で生きていけないようにして、帝国に縛(しば)り付ける。奴らの常(じよう)套(とう)手段。

			「村の備蓄なら、もって２か月だろう」

			　しかも、必要最小限しか奴らは村に持ってこないうえに、収穫が終わった麦もほとんどが持っていかれている。あと３か月で冬が来るのもまずい。

			　このまま手を打たなければ、早晩に餓(が)死(し)する。

			　この世界の冬は厳しい。雪が積もればまともに作物は育たないし、森に入って得られる恵みもたかが知れている。自分たちで作物を育てるしかないが、到底、冬が来るまでの３か月では収穫はできない。

			「それがわかっていて、どうしてお前はこんなことをしでかしたんだ！　たった４人死ぬだけで済んだのに」

			　その言葉が、ひどく癇(かん)に障(さわ)る。

			「たった４人だと？　目を逸らすな！　今まで何人殺された。帝国の支配がはじまって５年、毎年10人が殺されているんだぞ？　もう50人殺された。今動かないと、もっと犠(ぎ)牲(せい)者が増える。いいのか？　俺はルシエを絶対に失いたくなかった。みんなだって大事な人がいるだろう？　守りたいと思わないのか？　大事な人を奪われた奴らは、悔しくないのか!?」

			　必死に声を張り上げる。

			　何人ものエルフたちが顔を伏せ、怒りや悲しみで肩を震わせた。

			「それでも、皆殺しにされるよりはましだろう」

			「そうよ。あなたの父親のクロエッツさんでも勝てなかったし」

			「仕方ないんだ。勝てるわけないんだ」

			　嘆きとあきらめの言葉。

			　だが、これを聞いてわかったことがある。みんな、今の状況に納得しているわけじゃない。

			「俺の言葉を聞いてくれ、俺が勝利を信じさせてやる。俺は今からやつらの補給基地を襲って、食料を奪う！」

			　そう、１番簡単に食料を手に入れる方法は略(りやく)奪(だつ)。

			　そして、必要な量と質を考えるなら、奴らの兵(へい)站(たん)を狙うしかない。

			　このエルフの村から奴らの本国までは、２２０キロほどある。鉄の全身鎧(よろい)なんて重い装備では、どんなに馬を使って急いでも、１日の移動距離は20～30キロ程度だ。

			　どうしたって中継点がいる。中継点の存在自体は、父の時代の戦いで位置まで確認できている。

			　そこはある意味ターミナルとなっていて、そこを起点にエルフの村以外にも周辺にあるいくつかの村を支配している。そのため、人員も保管されている食料もかなりのものだ。

			　そこを襲う。

			　……もっとも、そこは同時に関所でもあり、この周辺の村から起こる反乱が本国に及ぶのを防ぐ砦(とりで)でもある。防衛のための人数も、装備も整っている。

			「馬鹿が、死ぬ気か！」

			「やり遂げてみせる。だから、それができたら信じて欲しい。万が一俺が戻ってこなかったら、俺１人がすべてやったと、ありのままを伝えてくれればいい。おそらく、村に追及が来るより俺が補給基地を襲うほうが早い。失敗すれば、補給基地で捕まって死んでいるさ。馬鹿が狂って暴走したと言えば済む」

			　たぶん、そう言えば村そのものがなくなることはないだろう。奴らだって、魔石を産出するこの村を滅ぼさずにうまく利用したいはずだから。多少のペナルティは受けるだろうが、致命的な傷を受けることはない。

			「それだったら、おまえを今から捕まえて差し出したほうがよっぽど早いし、怒りも買わずに済む」

			「確かにな。だが俺がいなければ、一生、人間の奴(ど)隷(れい)のままだ。それでいいのか？」

			　俺は不敵に笑う。

			　村長は鼻で笑う。だが、俺の強さを見た村人たちの一部は、若(じやつ)干(かん)の期待を込めて俺を見ていた。

			「そして、２つ目だ。俺たちが先の戦いで負けた最大の理由。それは、こいつらが着ている鎧(よろい)の存在だ。弓が通らずに傷つけられず、１人、また１人と死んでいった。だから俺は誰でも使えて、一撃でこいつらを殺せる武器を作ってみせる。それがあれば戦える」

			「そんなものがあるのか？」

			「ある！　武器ができれば、そこにある死体がつけている鎧(よろい)を、みんなの前で貫(つらぬ)いてみせよう。それも俺がやるんじゃない、ルシエに俺の作った武器を使ってもらう」

			　かつて、人間の支配を跳ね除けるために戦ったとき、帝国の製鉄技術の発展によって作られた金属鎧(よろい)によって、俺たちはなす術もなく倒された。

			　得意の弓を簡単にはじくそれは、エルフたちにとって相性が最悪だ。

			　逆に言えば、その鎧(よろい)をどうにかしてしまう武器があれば戦える。

			　それを作り、鎧(よろい)を貫(つらぬ)くところを見せて、村人たちに勝利を信じさせるのだ。

			　武器がなくても敵を殺せる俺がやっても、インパクトがない。だからルシエに使わせ、誰でも使えることをアピールする。

			「今は俺の言葉を夢物語と笑ってくれていい。だが、今言った２つのことができるかを見届けて欲しいんだ。失敗すれば抵抗はしない。俺を縛(しば)って人間に差し出してくれ。時間はかけない、５日以内に食料を奪い、村に戻って５日以内に武器を作ってみせる。俺に10日くれないか？」

			　周りを見回すと、困惑の表情で俺を見ている。

			　完全には信じきれないが、かと言ってこの場で切り捨てるのも惜しい、といった様子だ。

			　もう一手が欲しい。それさえあれば、チャンスは得られるのに……

			「私は、シリルを信じるよ」

			　ルシエの声が響く。声量も普通で、感情的でもない。それなのに、その穏やかな声はみんなの心に響いた。

			「私はシリルと一緒に夢を見たい。こんな家畜みたいな生活はもうやだよ。これ以上、大事な人を、仲間を失いたくない。家族が連れて行かれるのは嫌だ。友達が連れて行かれるのは嫌だ。好きな人がいなくなるのは嫌だ。いつか子供が生まれて、その子を連れて行かれるのは嫌だ。私は、好きな人たちとずっと笑っていられる、当たり前が欲しい」

			　村人たちの目に怒りが宿る。あきらめに覆(おお)い隠されていた感情に火がつく。犠(ぎ)牲(せい)を当たり前と思っていたまやかしに、罅(ひび)が入る。

			　少女の放った、ただの正論。それが、周りの感情を突き動かす。

			「そうだ、俺たちは家畜じゃない」

			「どうせ死ぬなら戦って死ぬわ」

			「あの子の仇(かたき)をとれるなら死んでもいい」

			　周りに熱気が帯びる。

			　しかし、険(けわ)しい目をした村長のニージェが口を開く。

			「落ち着け、皆の衆！　確かにルシエの言うとおりだ。だが、勝てる見込みのない戦いをするのは勇気じゃない、ただの無(む)謀(ぼう)だ！　いいだろう、シリル。おまえが言ったことをやってみせろ。補給基地を襲って失敗して死んだら、馬鹿が兵士を殺し調子に乗って基地を襲ったと、村全員で証言する。もし成功して帰ってきても、おまえの言う武器とやらができなければ縛(しば)って反逆者として差し出す。それでいいな？」

			「もとよりそのつもりだ。だけど、もし俺がそれをできたら、一緒に戦ってくれないか？」

			　返事はない。だが、何人かの目は語りかけてくれている。一緒に戦う、と。

			「……いいだろう。好きにしろ。だが戦うかどうかは、おまえの言う武器とやらを見て決める。まあ、どうせ失敗するだろうがな」

			　ほとんど期待はされていない。それでもチャンスは得た。

			　そうして、俺の戦いが始まった。

		

	
		
			　

			第４話　肉体改造

			　

			「行ってくるよ。期待して待っていてくれ」

			　俺は見送りに来てくれた人たちに、別れの言葉をつげる。

			　20人程度の村人が、俺とルシエの見送りに来ていた。

			　あと３か月で冬が来る。そうなるとまともな食料が手に入らず、備蓄の少ないエルフの村は干(ひ)上がるだろう。補給基地の襲(しゆう)撃(げき)に、村の命運がかかっている。

			「戻ってこなければ、おまえたちが兵士を殺して逃げたと言う。そうすれば、物資の支援は例年通り受けられるだろう。あの兵士たちが欲しかった３人のエルフは、適切な人選をしてある。そもそも本当に２人でやるつもりか？　どうせ無駄死にするんだ。余生をこの村ですごしたほうがいいんじゃないか？　村としても、自分たちで犯人を捕まえたかたちのほうが望ましい」

			　村長のニージェが、俺たちを見ながら突き放すように言う。

			　俺たちに監視をつけないのは、期待や優しさからじゃない。兵士を５人殺した俺が怖いからだ。俺を止めようとして、俺の力が自分たちに向かうのを恐れている。

			「死ぬつもりはないし、２人で十分だ。俺がたった１人で、首輪付きでも５人を瞬殺したところを見ただろ？」

			「だが、補給基地には３００人はいるんだぞ？」

			「今回の目的は戦いじゃない。食料を奪ったらすぐに逃げるさ」

			「忍び込んだとして、どうやって運ぶつもりだ？　１人では、持ち運べる量なんてたかが知れてるだろ？」

			「便利な魔術があるんだよ。それを使えば、いくらでも１人で持ち出せる。昨日、実際に使ってやつらの死体を運んである。基地の襲(しゆう)撃(げき)の際に、捨ててくるつもりだ。時間稼(かせ)ぎにはなるだろう」

			　その言葉は嘘ではない。だが、今の俺には使えない。

			　俺の固有魔術で呼べる過去の俺の中に、１人だけそういった便利な魔術を使える奴がいる。

			「そんなことが本当にできるのか？」

			　村長は半信半疑だ。この場で実演すればいいのだろうが、固有魔術は燃費が悪いうえに制約がある。無駄遣いはできない。

			「本当だ。というわけで、忍び込んでその魔術で片っ端から食料かっぱらうだけだから、そこまで危険なことはしないさ」

			「……いつのまにそんな魔術を」

			「すごい！　シリルはやる気ない顔して、みんなに秘密で魔術を特訓してたんだ」

			　ニージェの引きつった顔とルシエの尊敬の眼差しを受けて、胸が痛くなる。

			「まっ、まあね」

			「でも、問題は基地のどこに食料が保存されているかだね。あそこの基地、兵士がたくさんいるんだったら、きっと広いし、探すのは大変かも」

			　ルシエが、少しだけ不安そうな顔をした。

			「そっちも大丈夫だよ。人間の隊長から、少し強引な手で聞き出したから、必要な情報は揃っている」

			　俺は、両目を潰すだけでわざわざ生かしておいた隊長を拷(ごう)問(もん)にかけて、徹底的に情報を聞き出した。この手の拷(ごう)問(もん)は、やる機会も受ける機会も多かったから、割と手慣れたものだった。

			　もちろん、俺自身の経験じゃない。声から受け取った経験だ。

			　税の着服や横流しをするような奴だから、あっさりと情報を吐くと思っていたが、妙に強情だし、嘘やごまかしで乗り切ろうと頭を回すから、手間が増えた。拷(ごう)問(もん)慣れしていない奴なら、先に根を上げるか、嘘の情報を掴まされていただろう。

			　剣術の腕も一流、身体能力の強化なんて高等技術もでき、精神力も高く、機転も効く、いい人材だ。

			　それだけに廃人になるまで追い込む必要があり、再利用できずに殺す羽目になったのは残念だった。

			「何が……シリル、いったい何がそこまでおまえを変えた？」

			「シリルは変わってないよ。昔の一生懸命で、なんでもできたシリルが帰ってきただけだよ」

			　俺は２人の言葉に返事はせず、ただ曖(あい)昧(まい)な微笑(ほほえ)みで返す。

			　２人とも正しいし、２人とも間違っている。

			　そして、俺たちはエルフの村を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　馬車に揺られながら俺は、身体能力の強化に努めていた。俺の体は脳の処理能力も貧弱だが、何より身体能力が低い。

			　せっかく優れた目があるのに、宝の持ち腐れになっている。

			　今は魔術、近接戦闘ともに多大な制限がかかり、全力の３割も出せない状況だ。

			　体内魔力(オド)を体に通す。体内の電気信号を強化、制御し、全身に流していく。全身の筋肉が俺の作った電気信号に反応し、体が跳ねるほど痙(けい)攣(れん)する。

			　耐え難いほどの苦痛が発生し、筋肉が断裂していく。そして魔術の中断。

			　荒い息を吐きながら、新たな術式の起動。自己治(ち)癒(ゆ)能力の促(そく)進(しん)で、通常24時間～48時間かかる筋肉の復元を瞬時に行う。

			　さらに、タンパク質の補給のために、兵士たちの馬車内に大量にあった干し肉を貪(むさぼ)り食う。

			「ねえシリル、さっきから何やってるの？　急に全身びくんびくんってなって、そのあと気持ちよさそうな顔して、あとはお肉いっぱい食べての繰り返しで、正直気持ち悪い」

			　御(ぎよ)者(しや)として馬を操っているルシエが、怪(け)訝(げん)そうに荷台にいる俺に尋ねてきた。

			「強制的な超回復の発生を利用した、意図的に筋肉の破壊と再構築を行う短期間での筋力強化だ」

			「ごめん、まったくわからない」

			「魔術を使って筋トレしているだけだよ。体をたくさん動かすと、次の日、体を動かす度に痛むようになったことがルシエにもあるだろ？」

			「それ、ただの筋肉痛だよね？」

			「そう、筋肉痛。あれの痛みは筋肉が壊れたことが原因なんだ。それで壊れた筋肉は時間とともに回復していくんだけど、適度に壊れた筋肉は、回復したときに前よりも強くなる」

			　重要なのは、適度にというところ。

			　あまりに負荷をかけすぎ、必要以上に筋肉を傷つければ逆効果だ。

			　それに、回復しきっていないときに負荷をかけるのもまずい。

			　だから、短期間の特訓で体を作るのは難しいが、俺の魔術を使った方法なら、通常の数百倍の効率で筋肉をつけられるし、強化する筋肉も選べるので、無駄な個所に筋肉がつきすぎて動きを妨げることもない。

			「びくんびくんって体を震わせるだけで強くなるって、なんかずるいね」

			「そうだね。だけど、この魔術を使いこなすのは相当骨が折れるんだよ」

			　体内の電気信号の制御には、非常に繊(せん)細(さい)な魔力操作が要求される。

			　俺はこの方法を思いつき、実用するまでに30年ぐらいの修業が必要だった。普通の人間なら、素直に筋トレをしたほうが早い。

			「でも、それだと体力はつけられないよね」

			「体力っていうのが心肺機能のことを言うんだったら、そっちは24時間鍛(きた)えてるかな。こんなふうにしてね」

			　俺は周囲の風のマナに働きかけて、常に発動している魔術の効果範囲をルシエまで広げる。

			「何これ、息苦しい」

			　ルシエは苦しそうに表情を歪(ゆが)める。

			　それを確認してから、魔術の範囲を元に戻した。

			「わざとそうしているんだ。体力を鍛(きた)えるのに走るだろ？　あれって結局、酸素……空気が足りない状況を作って、空気を取り入れる機能を鍛(きた)えているんだ。だから、こうして常に一生懸命空気を取り入れないといけない状況を作って、肺と心臓を鍛(きた)えている」

			　いわゆる高所トレーニング……酸素の希(き)薄(はく)な２０００～３０００メートルの高所で行う訓練だ。持久力の強化に役立つ。

			「他にも柔(じゆう)軟(なん)性(せい)を上げる魔術や動体視力を上げる魔術なんかを、常に発動させているんだ」

			「すごい。もしかしてシリルって、昔からサボっている振りしてこんな鍛(きた)え方していたの？　だから、いつもだるそうにしてたんだね」

			「……そうだね」

			　ルシエの勘違いで評価が上がっているが、あえて否定しない。

			「でも、シリルって魔術が得意だよね。そっちを使って戦えるから、あんまり体を鍛(きた)える必要はないんじゃない？」

			「それはないよ。最後にものを言うのは、身体能力と体力。結局、戦場では最後まで走れる奴が生き残る。魔術なんて、ただの道具だ。それをうまく使える体があって初めて、活かすことができるんだ」

			「もっともらしいけど、シリルだって戦場なんて知らないくせに」

			　ルシエは、俺の言ったことは冗談だと思って、茶化した口調で言う。

			　俺は苦笑した。

			　戦場なんて何百回も経験している。

			「シリル、お願いがあるの」

			「なんだい？」

			「私にもその魔術を教えて」

			「無理だ。構成が複雑すぎる。制御に微調整が必要だし、素人(しろうと)が手を出すのは危険だ」

			　通常、魔術というのは決められた術式をなぞるだけ。制御だって、かなりアバウトだ。だから、ある程度の訓練で使えてしまう。

			　だが、これらの術式は非常に繊(せん)細(さい)だ。超一流の才能を持った魔術師が何十年もそれだけに注力して、初めて使いこなせる。

			「そう。なら、その魔術を私に使ってくれない？」

			「それは構わないけど、どうして」

			「私も強くなりたいから。シリルと一緒に戦いたい」

			　ルシエの声に込められた感情は真剣だ。ただの思い付きではない、覚悟のある言葉だった。

			「いいのか？　戦いは男に任せて女は家を守ってくれればそれでいい。補給基地の襲(しゆう)撃(げき)だって、馬を監視する担当が欲しかったから呼んだだけで、ルシエに戦わせるつもりはないよ」

			「待っているだけの女なんてやだよ。家で待っていてシリルが死んだら、絶対に、一生後悔するもん。私は２人で生き残れるように、隣で戦いたい」

			　本当にルシエは強い子だ。

			　昨日、兵士に殺されかけたばかりだというのに、もう前向きになっている。

			「わかった。ルシエを鍛(きた)えよう。だけど、今回だけは馬と一緒にお留守番だ」

			「一緒に行っちゃだめ？」

			「ダメだ。今回の襲(しゆう)撃(げき)は、お荷物を抱えて成功させられるほど、簡単じゃない。俺にルシエを守る余裕がないんだ」

			「わかった」

			「食い下がらないんだな」

			「うん、私はシリルを助けるために一緒に戦いたいんだよ。子供みたいなわがままで困らせたくないの。でも、すぐに強くなって一緒に戦えるようになるから」

			　俺は微(び)笑(しよう)する。ルシエを守ってよかった。

			「なら、さっそく魔術をかける。前もって言っておくが、死ぬほど痛いぞ？」

			「……覚悟はできているよ」

			「危ないから御(ぎよ)者(しや)を代わろう」

			　俺はルシエと御(ぎよ)者(しや)を交代する。馬の手(た)綱(づな)を預かりつつ、ルシエの隣に座る。

			「直接肌に触れる必要があるけど、大丈夫か？　それも、体の中心が好ましいから心臓の上に手を当てる」

			「いいよ。だってシリルだし」

			　俺はルシエの許可を得て、服の中に手を入れ、心臓の真上、左胸に優しく手を乗せた。魔術の根(こん)幹(かん)を司(つかさど)る魂は、心臓に宿ると信じられている。だからこそ、彼女の体を使う魔術には必須の作業だった。……実は背中でもいいけど。

			　ルシエの胸は柔らかく、自然と手が沈み込む。意外に大きい。Ｃカップはありそうだ。ルシエって着やせするんだな。てっきりＢぐらいだと思ってた。

			　ルシエの体がビクッと震えた。

			　魔術の影響ではなく、純粋な緊張。男に触れられることに慣れていないのだろう。

			　下準備として、魔術で作った電気信号を軽く流して、ルシエの体の構造を解(かい)析(せき)する。

			　伝達速度、反応速度、現在における筋肉の状態。すべてが俺の頭に流れ込んでくる。

			　それを元に自分用の術式に変更を加える。

			「いくよ。ルシエ」

			「きて、シリル」

			　俺は魔術を発動させる。

			　外部から電気信号を与えるのではなく、ルシエの脳に干(かん)渉(しよう)して、ルシエの意志で筋肉を収縮させつつ魔力を与えて、彼女が自ら生み出した信号を強化する。

			　外部からの信号で同じことをするとルシエの綺(き)麗(れい)な肌に焼け跡がつくぐらいの信号が必要になる。

			「シリル、なに、これ、変」

			　全身を震わせながら、顔を赤くしたルシエが声を漏らす。慣らしは終わったので、しだいに威力を強くしていく。ルシエの体がビクンと跳ねる。

			　なんかエロい。男がやっても気持ち悪いだけなのに、美少女だとこうも違うのか。

			　それを５分ほど、一定の間隔で続ける。

			「はい、終わったよ」

			「ん、……」

			　ルシエが放心状態で息を漏らす。

			「体を動かしてみて」

			「やってみ、痛っ」

			　ルシエが筋肉を動かそうとして、悲鳴をあげる。

			　ちゃんと、全身筋肉痛になっているようだ。筋肉の損傷具合も理想的。

			「じゃあ、次は癒(いや)すよ」

			　そう言うと同時に、ルシエの自己治(ち)癒(ゆ)力を強化して筋肉を強引に復元する。

			　独特の感覚に、ルシエは苦笑いしていた。

			「体はまだ痛むか？」

			「ううん、全然平気」

			「なら、良かった。これを１日３回、毎日やる。そうすれば、理想的な肉体に近づくから。一応言っておくけど、絶対に自分でやろうとするなよ？」

			「わかったよ。やりたくてもやれないし」

			　自己流でやられると危険だし、かりにうまくいったとしても無駄な筋肉がつく。ルシエの腹筋が割れたりしたら、俺は泣く。

			「それと、肉を食え」

			　干し肉をルシエに押し付けた。

			「なんで？　お腹すいていないよ？」

			「筋肉を回復させるのに、肉に含まれる栄養素を使うんだ。肉を食わないとこの魔術を使う意味があまりないんだよ」

			「いいのかな、貴重な食料を使っちゃって」

			「いいんだよ。強くなるために必要なことだ。それに、強くなれば作戦の成功率も上がって、村のみんなに食料を届けられる可能性が上がる」

			「わかった。食べるね」

			　ルシエは、硬い干し肉を唾(だ)液(えき)で柔らかくしながら少しずつ食べていく。

			　小動物みたいで可愛(かわい)い。

			「あと、暇(ひま)なときはあれを見ていろ。首を動かさずに、眼球だけ動かすんだ」

			　俺は、空に浮かぶ黒い球を指さす。

			　俺が、動体視力を強化するために魔術で作った球だ。

			「うっ、結構難しい」

			　ルシエが唸る。黒い球は一定の距離を保ちながら、８の字を描いてそれなりのスピードで飛び回っている。

			　ルシエの目は、それについて行ってない。

			「難しかったら強く睨(にら)み付けてみて。そしたら、黒い球が強制的に眼球に自分を追わせる呪いをかけてくれるから。『捕まえた』と言えば、呪いが解除されるよ。目が痛くなるまで続けるといい」

			「あっ、これならできる。でも、すっごく目が疲れるね」

			「訓練だしね。でも、これを毎日やれば、動体視力がかなり鍛(きた)えられるんだ。強くなりたいなら、最重要項目の１つだよ」

			「シリルって、どうしてこんなに強くなるために工夫しているの？　他の皆みたいに、森の中を走り回って、剣を素振りして、普通にしてても強くなるのに」

			「時間がないからね。当たり前の方法で強くなるには、長い時間が必要だ。俺には他にもっとやりたいことがある。だから、こうやって魔術で済ませられるものは全部済ませて、あまった時間でやりたいことをするんだよ」

			　人の一生は短い。俺はそれを、嫌というほど知っている。

			　たとえ次があっても、今の時代の俺は１度きりだ。その１度きりの俺を悔いなく終わらせるためには、こういう反則技も必要だ。

			　スポーツマンは、筋力を維持するだけで毎日３時間の訓練が必要だと言われている。そんな時間は俺にはない。

			「やりたいこと……シリルは何がしたい？」

			「そうだね、可愛(かわい)いルシエといちゃつきたいな。俺たちの家に帰ってさ、美味(おい)しいものを一緒に食べて、笑い合って」

			「もう、そんな冗談ばっかり言って。そんなのいつでもできるよ」

			　ルシエが目では黒い球を追いながら頬を膨(ふく)らます。

			「冗談じゃないよ。本気でルシエと一緒に幸せに暮らせるようになることが、ゴールだと思ってるんだ。そのためにも、村の皆が冬を越えられるだけの食料を確保して、村を襲う帝国の兵士たちを撃退して、来年からは村単体で自給自足できる基(き)盤(ばん)を整えていく。他にも、俺がいなくても、村のみんなだけで兵士の大軍を追い払えるようにしたいし、もっと村全体の生活水準も上げたい」

			　課題をあげていくとこうなる。

			　それを叶(かな)えるために細分化すると、もっとたくさんのことが必要になるだろう。

			　これが、ルシエと２人で笑って暮らしていくための最低条件。

			　だから、時間なんていくらあっても足りない。

			「当たり前が遠いね。人間に村が支配されてなかったら、今頃は普通に暮らして、結婚とかしてたのかな？」

			　エルフの村では、14歳で結婚が可能になる。俺たちは２人とも14歳。確かにそうなっていても不思議じゃない。

			　だけど、今の村で、それは許されないだろう。俺はルシエのために兵士を殺して、帝国に喧(けん)嘩(か)を売った。そんな俺が、ルシエと２人で当たり前の暮らしをすることはできない。

			「ルシエが俺のプロポーズを受け入れてくれたらね。今から言っておくけど、この問題が全部片付いたら、プロポーズするよ。答えを考えておいてね」

			「ちょっと、シリル。いきなりそんなこと言われても」

			「言ったのはいきなりだけど、考える時間はいくらでもあるだろ？」

			　照れたり、怒ったり、表情がくるくる変わるルシエを見ながら、俺はそう言って、会話を打ち切って馬の操作に集中した。

		

	
		
			　

			第５話　夜営

			　

			　馬車を止めて、舗(ほ)装(そう)路(ろ)から森に入り夜営の準備をする。

			　休みを挟みながら５時間ほど走ったので、60キロほど距離を稼(かせ)げた。

			　馬に疲労がたまっており、これ以上は進めない。

			　だが、帝国の補給基地までは、あと40キロちょっとだ。明日には着くだろう。

			　ルシエが馬に草を食べさせるために森の奥に行っている間、俺は薪(まき)を集めて、乾いた枝に火打ち石で火をつける。

			「エルフだと、やっぱり火の魔術はきついか」

			　属性を持つ魔術は、自らの体内魔力(オド)で自然界の魔力(マナ)を呼び出し発動させるが、マナそのものに属性がついており、そこに相性が存在する。

			　属性は大まかに６つに分けられるが、２つは特別な存在しか使えないので、重要なものは４つ。

			　地・火・風・水

			　個人差があるが、人間の標準だと、１００を最大の適正値と見た場合。

			　地：40　火：40　風：30　水：30

			　となる。地の魔術を使うときに相性が40だと、体内魔力(オド)でいくら地のマナを呼んでも、なかなか応えてくれないし、集まったあとの制御もひどく苦労する。

			　人間という存在自体が、属性魔術に向いていないのだ。

			　エルフである俺だと、相性は次のようになる。

			　地：30　火：10　風：90　水：70

			　風や水に愛されている分、地が苦手で、火に至っては、ほぼ使えない。

			　相性が90もある風だと、１の体内魔力(オド)を消費すれば、10のマナが集まってくる。そして制御も楽なため、集めた力をほぼそのまますべて魔術に変えることができる。

			　だが、相性10の火だと、１の体内魔力(オド)を消費してマナを呼んでも０・０５～０・１の力しか返ってこない。しかも、制御は困難なんてレベルを飛び越え、ほぼ不可能だ。俺ですら、集めた力のほとんどがロスになってしまう。

			　一流の魔術師でも、相性値が40で、ぎりぎり魔術として成立させられるラインだと言われている。

			「火と地は便利だから、使えないのは痛いよな。最悪、固有魔術でドワーフの頃の俺とか、ドラゴンのときの俺とか呼び出すか」

			　それができるのが俺の強みだ。

			　かつての自分になれば、相性もがらりと変わる。

			　それにしても、ルシエは遅い。暇(ひま)だし夕食でも確保しておこう。

			　まだ、馬車の中に兵士たちの保存食があるが、あれは温存しておいたほうがいいだろう。

			「【知覚拡張】」

			　体内魔力(オド)を活性化し、周囲の風のマナに溶け込ませる。

			　風のマナと一体になった俺の知覚は、大気が存在する区間すべてに広がる。

			　今の脳処理能力と魔力では、せいぜい半径３００メートルが限界だが、いずれはもっと知覚区間が広がるだろう。

			　さすがは相性値90。風のマナを呼び出す際に抵抗がないどころか、自ら力を貸してくれているとさえ思える。

			「シカがいるな」

			　拡張された知覚が野生のシカを捕らえた。それにイノシシも。

			　それに、近くに小川があるし、山菜、きのこもある。クランベリーなんてしゃれたものも自生している。

			　なにより……。

			「この森の木はカエデなのか!?」

			　自然と笑みがこぼれた。

			　カエデは数ある木の中でも、もっとも有用な木の一つだ。木材の特徴として、心材は硬く、肌目は緻(ち)密(みつ)で衝(しよう)撃(げき)に強い。それに、なにより美しい。

			　木材として使う以外にも、冬限定とはいえ、俺たちのいる地方のような冷帯気候では貴重な……。

			「ダメだ、考えが明後日の方向に行ってしまった。まずは食料を確保しようか」

			　俺は、１００メートルほど先にいた大きなシカに目をつける。そのシカを選んだ理由は、障害物なしで射線が通っていること、草をはむのに夢中で動かなそうなこと、の２つ。

			　魔力による身体能力の強化を実施すると同時に、懐からナイフを取り出す。

			　そして、投(とう)擲(てき)の構えを取り、弾道計算の術式を走らせる。全身の筋肉を完(かん)璧(ぺき)に制御し、一切パワーロスがない理想的なフォームで投(とう)擲(てき)。

			　ナイフには、風の加護をつけている。

			　こうすると、風がナイフを避けるため、横風の影響も空気抵抗も受けず、ほぼ初速のまま目標に到達する。

			　投(とう)擲(てき)したナイフは、シミュレートした弾道をなぞるようにしてシカの首に突き刺さり、頸(けい)動(どう)脈(みやく)を傷つけられたシカから、噴水のような勢いで血が噴(ふ)き出した。

			「さて、取りにいくか」

			　俺はそう呟(つぶや)くと歩き始める。

			　シカのところに行く途中で、あらかじめ見つけておいた山菜やきのこを確保し、さらに小川の水を水筒に入れておく。

			　その際は、水魔術で不純物を取り除くのを忘れない。時として、生水は毒になる。

			「お前の命は無駄にしない」

			　シカは、自らの生み出した血の海に沈んでいた。

			　俺は首元に刺さったナイフを引き抜き、その場で解体を開始した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　魔術を駆使したおかげで、10分もかからず解体は終わった。解体と言っても、血抜きをしたあと、下腹部に刃を入れて、内臓を抜き出しただけだ。

			　胃や腸は置き去りにするが、レバーと心臓は栄養価が高くてうまいのでカエデの樹皮で包んで持ち運べるようにした。

			　肉に付着した血を風で飛ばす。内臓が抜けて軽くなったシカを背負って、たき火の前に引き返した。

			「シリル、遅いよ。どこ行ってたの？」

			　たき火の前で俺を待っていたルシエが、頬を膨(ふく)らませて文句を言う。待ち合わせ場所から何も言わずにいなくなった俺を、心配してくれたのだろう。

			「悪い、ちょっと暇(ひま)だったから狩りに行ってたんだ。うまそうなシカだろ？」

			「……どうしたら、30分足らずでシカを狩って、血抜きと解体なんてできるの？」

			　少し呆れたような口調でルシエが聞いてきた。

			　シカは警戒心が強くて、人が近くに来れば逃げるし、体力も人間の比ではない。

			　そもそも狩(しゆ)猟(りよう)犬(けん)がいないと見つけることすら困難な上に、矢が２、３本刺さっても平気で走り回る。動きが速く、人が走れない道も平然と進むので、エルフの村では、３～４人の集団が狩(しゆ)猟(りよう)犬(けん)を連れて、１日かけて１匹狩れれば御の字。だいたい２～３日は山に籠(こも)って狙う獲物だ。

			「愛するルシエに美味(おい)しいものを食べさせたくて、頑張ったんだ」

			「気持ちでどうにかなる問題だとは思わないけど……その、ありがと」

			　ルシエは顔を赤くして目を逸らす。今までの俺は、ルシエにこういう歯の浮くような言葉を伝えるのが、照れくさくて仕方なかった。

			　だけど、これからは素直に気持ちを伝えていきたい。そうしないで後悔するようなことは、したくないから。

			「肉と皮は馬車に積んで、今日は、レバーと心臓を食べよう」

			「そんな贅(ぜい)沢(たく)、許されるのかな？　本当に食べていいの？」

			「俺が捕まえた獲物だ。遠慮することないさ」

			　レバーや心臓は、栄養価が高くて、しかもうまい。エルフの村では、村長などの重役と獲物を仕留めた狩人以外、食べることが許されていない。

			　だから、ルシエや俺は大人たちがうまいうまいと話しているのを聞くだけで、今まで口にしたことがなかった。

			「それじゃ、早速料理しようか」

			　俺はまず、シカの心臓を綺(き)麗(れい)に掃除し、筋を取り除きカットする。それに塩を擦り付けて、カエデの樹皮の上に並べる。さらにそこに採ってきた山菜を並べ、一気にくるむ。

			　それをカエデの樹皮で作った即席の紐(ひも)で縛(しば)ると、たき火の灰が溜まり白くなったところに放り込む。

			　こうすれば、燃えることなく蒸し焼きになり、カエデと山菜の香りで生臭さが消えるし、山菜のうまみを吸い込んでくれる。

			「シリルって料理できたんだ。今まで１度も台所に立っているの見たことないよ」

			「山で一生暮らしていけるぐらいには、練習してあるよ」

			「シリルの料理って、初めてだから楽しみ」

			「自画自賛になるが、かなりうまいから期待してくれ。そうだ、今まで料理当番を押し付けたお詫(わ)びに、しばらく俺が料理を担当しよう」

			「そんなの悪いよ」

			「いいからいいから。ルシエに俺の料理を食べて欲しいんだ」

			　山籠(ごも)りで自給自足の生活をした経験は、それこそ山ほどある。

			　ファンタジー世界だと、決まった拠点を持たずに野宿を繰り返すケースが多いので、自然に身につくのだ。

			「蒸し焼きは結構時間がかかるから、その間にレバーを食べようか。これをルシエに食べさせたくて頑張ったんだ」

			「私に？　それって美味(おい)しいから？」

			「それもあるけど、ルシエにはビタミンが足りてない。今はまだ軽い段階だけど、放っておけば、命に関わるよ」

			「脅(おど)かさないでよ。ビタミンって何？」

			「果物や生肉を食べれば得られる栄養だよ。冬はとくに摂(せつ)取(しゆ)が難しいから、今のうちに手を打っておかないとね」

			　エルフの村は食料が少ない。働き盛りの大人から優先的に食料が回されるせいで、ルシエは十分な食事がとれていない。

			　綺(き)麗(れい)な髪や肌が、傷んでしまっている。俺は、それがどうしても許せなかった。

			　肉体強化の術式を施(ほどこ)すときに触(しよく)診(しん)したところ、軽度のビタミン欠(けつ)乏(ぼう)症(しよう)の兆(ちよう)候(こう)が見られた。

			「シリルってなんでも知っているんだね」

			「これでも、俺は元村長の息子で、そのための教育を受けていたんだよ」

			　ルシエの指摘を誤(ご)魔(ま)化(か)して、俺はレバーの処理に戻る。

			　シカのレバーの処理には、少しコツがいる。

			　シカには胆(たん)嚢(のう)がなく、胆(たん)汁(じゆう)をレバーの中に貯(ちよ)蓄(ちく)している。この胆(たん)汁(じゆう)は、黄緑色で苦く、まずいし体に悪い。これを取り除かないといけない。

			　俺はレバーをナイフで薄く輪切りにする。レバーの中心部には、林(りん)檎(ご)の芯のような空(くう)洞(どう)があり、そこに溜まっている胆(たん)汁(じゆう)を捨て、水筒に入れていた水で洗い流す。

			　それと同時に、血抜きも完了させた。

			　そして、構造上胆(たん)汁(じゆう)にほとんど触れていない、レバーの上半分をルシエの皿に盛り、下の、少々苦味があるが食べられなくはない部分を、自分の皿に入れる。

			　念のため、風の魔術で気圧を操作し、レバーの周囲を低気圧から一気に高気圧にすることで、寄生虫や、細菌を殺す。

			　山で育っていると抵抗力が強く、ウイルスや細菌などには強いのだが、寄生虫の対策を怠(おこた)ると地獄を見ることになる。

			「あとは、残りの山菜を添えれば完成だ」

			　俺は採取しておいた、生で食べられる山菜のナズナとユリワサビを添えて、ルシエに渡す。山菜にもビタミンがあるし、味の面でも相性がいい。

			　仕上げに塩をさっと振りかける。ビネガーでもあればよかったが、贅(ぜい)沢(たく)は言っていられない。

			「シカのレバ刺しの山菜添え。村では、村長と狩人しか食えないごちそうだ。食べてみて」

			「うん、すっごく楽しみだけど、ちょっと怖いね」

			　ルシエはおそるおそるといった様子で、レバーを掴み口にする。

			　ルシエは２度、３度と咀(そ)嚼(しやく)すると目を輝かせて満面の笑みを浮かべた。

			「美味(おい)しい！　甘くて、コリコリして、ぜんぜん臭くなくて、こんなの初めて」

			「喜んでもらえてうれしいよ。俺もいただこうか」

			　ルシエに渡したほうとは違い、どうしても下半分のほうは胆(たん)汁(じゆう)に浸っているのでえぐみがあるが、それでも十分うまい。

			　肉の甘味の正体はグリコーゲンなのだが、シカのレバーは、牛のレバーの４倍以上のグリコーゲンを蓄えている。

			　シカのレバーが世界でもっともうまいと言われている一因が、これだ。

			　だが、興奮状態になると、グリコーゲンは体を動かすための糖に変わり、全身にまわってしまう。即死させないとシカの味は一気に落ちるので、狩りには細心の注意を払った。

			　一心不乱にレバ刺しを食べるルシエを見て、俺は微笑(ほほえ)ましい気持ちになった。料理が美味(おい)しいというのもあるが、何より、ビタミン不足の体がレバーを求めていたのだろう。

			　人の体は、自分に不足している栄養を、何より美味(おい)しく感じるようにできている。

			　今までは、こうして彼女のために何かをしてやれることなんてほとんどなかった。俺はいつも彼女に心配をかけて、迷惑をかけて、世話を焼いてもらっていた。

			　こうして、少しずつでも彼女に恩を返していきたい。

			「ほら、そろそろ心臓と山菜の蒸し焼きもできあがるよ」

			　俺に声をかけられてルシエは顔を赤くする。

			　がっつくように食べる姿を見られて、恥ずかしいのだろう。

			「ちょっと、我を忘れちゃった」

			「ルシエは、たまにそうなるぐらいがちょうどいいさ。いつも、周りに気を配ってばかりなんだから」

			「うう、シリルに優しくされるなんて……でも、シリル変わったね。急に大人になった気がする。私はシリルのこと、手のかかる弟みたいに思ってたのに」

			「子供じゃいられなくなったからね。いつまでもルシエに甘えてられないさ。これからは俺がルシエを守るって決めたんだ」

			「馬車の中でも言ってたけど、本気なの？」

			「もちろん、俺は自分の言ったことを曲げないさ。村を救って、帝国を倒す。それから、ルシエと幸せに暮らす」

			　そのための力が今はある。

			　頭の中に溢れてくる知識と経験が、それができると囁(ささや)いている。

			「ねえ、もしだよ？　私が２人で逃げようって言ったらどうする？」

			「それがルシエの本心だったら、そっちのほうがずっと楽だし、迷わずそうするよ。あの村は好きだけど、ルシエのほうがずっと大事なんだ」

			　それは紛れもない本音。俺はルシエを守るために、村を救おうとしている。

			「私はシリルと……ううん、私も頑張るから、２人で村を守ろう」

			「いいよ。そのために全力で戦おう」

			　ルシエは、馬鹿じゃないが甘い。

			　村の危険を理解している。でも、それを理解した上で、２人だけで幸せになることを許せない。みんなで一緒になるために努力することを選ぶ少女だ。

			「だけどね、１つだけ約束して欲しいの」

			　ルシエはそう言って、手のひらを前に突き出す。

			　こっちの世界の指切りげんまんの動作。

			　俺は手のひらをそっと合わせて、指を絡める。

			「私に後悔させないで。もし、シリルが無理して死んじゃったら、２人で逃げればよかったって一生悔やんじゃう。だから、死なないで。絶対に、何があっても生き延びて」

			　自分を助けてじゃなくて、俺に死なないで、と言うあたりがルシエらしい。

			「そのままだと約束はできない。１つだけ、修正させてくれ。何があっても２人で生き延びる。それでいいなら誓おう」

			「うん、わかった。訂正するね。何があっても２人で生きていこう」

			「世界樹の祝福のもと、俺は誓う」

			　そう言い終わると絡めた指先を離し、最後に、親指同士を押し当てる。

			　エルフの村では、今は存在しない世界樹の名を持ち出すこの約束を破るのは、最大の恥(ち)辱(じよく)とされる。

			「ねえ、シリル、お昼のプロポーズの返事、今していい？」

			「ダメ。ちゃんと全部終わってから聞くから」

			「いけず」

			「もともと俺はいけずだよ。心残りは持っておきたい」

			「そっか。じゃあ、私もそれを言うまで死ねないね」

			　それから、シカの心臓と山菜の蒸し焼き、それにデザートとして山に自生していたクランベリーを食べる。

			　クランベリーは死ぬほど酸味が強く、甘味はほんのわずかしかないが、貴重なビタミン源なので、２人で顔をしかめながら我慢して飲み込んだ。

			　食事が終わると、水で濡らした布で体を拭(ふ)いて２人で手を繋いで寝た。

			　男の横なのに、ルシエは安心して寝息を立てている。

			　それだけ俺は信頼されているんだろう。今はまだ手を出せない。だけど、いつかきっと……そんなことを考えながら、俺は眠りについた。

		

	
		
			　

			第６話　襲(しゆう)撃(げき)

			　

			　起きるとすぐに、昨日のシカを馬車に積み込んで出発した。肉は食料の足しになるし、皮をなめせばいい防寒具になる。

			　冷帯気候のエルフの村では、毛皮は貴重だ。

			　４時間ほど走り、補給基地まで残り10キロというところで、馬の限界が来た。俺は馬車を降り、ルシエには近くの森に馬車を隠すように指示をした。

			「シリル、絶対に死なないでね」

			「もちろん、ちゃんとお土産(みやげ)を持って帰ってくるさ」

			　村のみんなが冬を乗り切れるだけの食料を、必ず持ち帰る。

			「ちょっとだけ、こっちに来て」

			　ルシエがはにかみながら手招きするので、馬を引くルシエの足元に近づく。

			　すると、ルシエが腰を屈(かが)めて、俺の頬に唇を押し当てた。

			「無事に帰ってこられるように、おまじない」

		

	
		
			[image: p077.jpg]
		

	
		
			　短くそれだけを言って、ルシエは顔を背(そむ)ける。

			　人間より少し長い耳は、肌が白いこともあって、赤くなっているのがわかりやすい。

			　よほど照れくさいのだろう。

			「帰ってきたら、唇のほうに頼むよ。それを励(はげ)みに頑張るから」

			　恥ずかしがるルシエが可愛(かわい)くて、ちょっと意地悪なことを言ってみた。

			　そして、自分の仕事を果たすために、ルシエと反対方向に１歩踏み出した。

			「ちょっと、シリル、私、まだ返事してない！」

			　背中から、ルシエの慌てた声が聞こえてくる。俺は足を止めて振り返った。

			「舌とか入れるから、覚悟しとけよ」

			　俺の言葉にルシエはオーバーヒートした。

			　目が泳いで、顔は真っ赤。頭から煙が出そうなくらいにテンパってる。

			　少しだけ、声に出して笑ってしまった。そして、俺は再び歩き出す。

			「シリル、えっと、その、だから、うう……ちゃんと帰ってきてくれたらだからね」

			　後ろからぼそりと呟(つぶや)く声が聞こえ、そして遠のいていく馬の足音が響く。今度は振り返らず、背中越しに手を振る。

			　今振り向くと、気持ちが揺らぐ気がしたから。

			　しばらくすると、ルシエの気配が感じ取れなくなった。

			「死ぬわけにはいかないな」

			　ルシエの唇を知らずに死ねば、それこそ、十生くらい後悔しそうだ。

			「だから、本気で行こうか」

			　体内魔力(オド)は充実している。きちんとした栄養と、馬車で十二分に得た休息。なにより、ルシエとの約束が俺に力を与えてくれた。

			　強化した筋力で１歩踏み出すと同時に、風のマナを集めて突風を起こして、体を風に乗せる。

			　踏み出した１歩で５メートルほど進んだ。その要領で２歩目、３歩目と繰り返す。

			　最低限の魔力消費で、時速80キロを誇(ほこ)る、高速走行術。魔力効率を無視すれば、まだ速度は上げられる。

			　走りながら、自分の体の状態をチェックする。

			「固有魔術は使えるか」

			　俺の固有魔術は、過去の俺の呼び出し。

			　普通の人間なら、全盛期の肉体を呼び出すのがせいぜいの、外れ魔術。だが、俺は今まで歩んできた30回の人生の中から、選択できる。

			　ドラゴンだった俺、吸血鬼だった俺、人であって人を超えた俺、機械の体を得た俺、魔王だったころの俺、選択肢は無数にある。

			　だが、これを使うには、呼び出す存在に耐えうる最低限の魔力と肉体の強度が必要とされる。

			　過去の俺によっては、肉体の書き換えに体が耐えられない。

			　今の俺より戦闘能力にすぐれる過去の俺は９人。そのうち、今、呼び出せるのは、３人だ。残りの６人は、魔力、もしくは肉体のキャパが足りずに呼び出せない。鍛(きた)えていけばいずれすべてを使いこなせるようになるだろう。

			　俺は、３人の中で今回の作戦にもっとも適した【俺】を選択する。

			　それは、18周目の世界、かつてゲームの中としか思えない世界に、魂(たましい)を持って生まれた時の【俺】。もっとも使い勝手が良く、使用頻(ひん)度(ど)が高い【俺】だ。

			　10分ほど走り、補給基地が目視できる位置に着いた。

			「【知覚拡張】」

			　風のマナと知覚を共有する。

			　基地の大きさは、３００メートル×２００メートル。門は鉄製で、周囲が石壁に覆(おお)われている。建物は木材と石灰、それに煉(れん)瓦(が)製だ。中にいる人間は３００人程度。

			　この補給基地は関所であり、異種族から帝国の本土を守るための砦(とりで)でもあるため、これだけの規模なのだろう。

			【知覚拡張】で見た敵兵の配置と、拷(ごう)問(もん)で聞き出した内容はほぼイコールだ。

			　食料と武器の保管庫については、あいつの話を信じてよさそうだ。

			「解放、我が魂(たましい)。時の彼方(かなた)に置き去りにした軌(き)跡(せき)、今ここに」

			　属性魔術とは違い、固有魔術は１００％自身の魔力を使うため、消費する体内魔力(オド)は比較にならないほど大きい。

			　自らの内側に強く語りかけるように詠(えい)唱(しよう)を開始する。

			「我が望むは、虚(きよ)栄(えい)の世界で高(こう)潔(けつ)であり続けた騎士、その名は……」

			　かつての名。懐かしい名前を朗(ろう)々(ろう)と読み上げる。

			「ディート！　【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】！」

			　体が光に包まれる。

			　固有魔術である【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】が起動する。

			　光が収まった俺の体は、鋼の鎧(よろい)と兜(かぶと)。そして両手剣が装備された騎士の姿に変わった。

			　固有魔術は、汎(はん)用(よう)魔術と違って、使えるが理屈がわからない再現性のない魔術だ。俺自身どんな術式を組めば、これほどの奇跡が可能なのかわからない。それを、俺の魂(たましい)に備えついた機能をなぞることで実現する。

			「懐かしい体だ」

			　エルフの特徴である尖(とが)った耳は丸くなり、青い目と金髪は両方とも黒く染まる。

			　その姿は、どことなく帝国の兵士に似ていた。

			「レベル14で初心者用装備……今の魔力じゃ再現できるのはここまでか。効果時間は48分ってところだな。十分だ」

			　俺は、自分の体の状態を調べる。

			　レベル14のディートになっていた。

			　ゲームと思われる世界ではレベル99まで上げたが、そこまでは再現できていない。今の魔力量でそんなものを呼び出せば、一瞬で魔力が枯(こ)渇(かつ)し死に至る。

			　だから手ごろなレベルの【俺】が呼び出された。

			　こういう点で、ディートは使い勝手がいい。他の【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】だと、弱いときというのがあまり存在しない。

			「行くか」

			　にやりと不敵な笑みを浮かべ、走り出す。

			　その速度は、時速60キロ程度。

			　ディートは、ゲーム時代のステータスに応じた身体能力、攻撃力、防御力を得る。レベル14時点だと、常人の５倍近い身体能力だ。

			　ただし、魔術の制御については常人並みに落ち込んでいる。この姿では、満足に扱えなくなってしまうというデメリットもあった。

			　俺は走った勢いのまま、鉄の門を蹴破り中に侵入する。

			　20人がかりでないと開かない重い鉄の門も、強化された身体能力でたっぷりと助走をつけた俺の力なら、容(よう)易(い)に貫(つらぬ)ける。

			「うそっ、なんで侵入者が！　門は!?」

			　本来なら、鉄の門で足止めしている間に見張り台から弓を放つはずの兵士が、間抜けな声をあげて硬直している。

			　その間に、俺は基地の中を疾(しつ)走(そう)した。

			　数秒後、ようやく自分の仕事を思い出したのか、兵士は見張り台に設置した鐘(かね)を叩き、音を響かせる。この基地の警報だろう。

			「門が蹴破られた！」

			「侵入者だ」

			「数は？」

			「１人だ」

			「たった１人で、門を開けるわけがないだろう！　正確な報告をしろ」

			　強化された体は、容(よう)易(い)に兵士たちの声を拾う。

			【知覚拡張】を併せて使いたいが、ディートの体になったことで、風のマナとの相性が悪い。そもそも魔術の制御自体が困難になり、満足な性能を得られないのであきらめる。

			「時間がない。最短経路を行かせてもらう！」

			　俺はそう叫ぶと、食料の保管されている建物に向かってまっすぐ走る。

			　兵士の密度や、敵に見つかる危険性なんて考えない。ただ、愚(ぐ)直(ちよく)に突き進むのみ。

			「ひぃぃぃ」

			　たまたま通り道にいた兵士が、俺の速さに驚き悲鳴をあげる。

			　俺は、その兵士を腰だめに構えた剣で叩き斬った。

			　成人男性の５倍の筋力で振るわれた剣は、容易(たやす)く兵士を両断する。

			　こんな使い方をすれば、普通は剣が刃こぼれを起こし、最悪、折れる。しかし、ゲームの仕様上で傷つくことがなかった俺の愛剣は、その機能を忠実に再現し、傷どころか血の付着すら許さない。

			　兵士の死体から青い光の粒子が発生し、俺の体に吸い込まれる。

			「悪いな。今の体は魔力が少ない。足しにさせてもらう」

			　俺がディートを愛用する理由の１つが、これだ。

			　ディートだった頃の世界では、敵を倒せば経験値を得てレベルアップをした。

			　俺の固有魔術は、倒した敵の魂(たましい)を自らのものにすることで、その機能すら再現してみせる。

			　魔力とは、魂(たましい)の力だ。通常は生まれ持った資質以上に強くなることはない。特別な訓練をすれば多少は水増しできるが、たかが知れている。

			　だが、ディートの【魂喰い】は、殺した相手の魂(たましい)を吸収することで、魂(たましい)を強化し魔力を増やすことができる。

			　あいにく、この方法で得た魔力は、知識や記憶と違って次の俺に引き継ぐことはできないが、どの世界でも簡単に強くなる方法として重宝していた。

			「２つ、３つ、４つ！」

			　俺は、片っ端から邪魔立てする兵士たちを斬り殺していく。

			　それは戦いとは言えない、一方的な虐(ぎやく)殺(さつ)だ。

			　こちらの動きが速すぎて、兵士たちは俺を捕らえきれない。だが、俺はあっさりと兵士を捕らえ、一撃のもとで鎧(よろい)ごと真っ二つにする。

			　斬れば斬るほど強くなる。

			　その快感に、脳が焼けそうになる。

			　わざわざ、危険を冒(おか)してまで目立つ行動をした理由は２つ。

			　１つ目は、ここで派手に動けば、エルフの村から帰らない兵のことなんて構っていられなくなる。補給基地が壊(かい)滅(めつ)しかけるほどの襲(しゆう)撃(げき)があれば、数人の兵士が帰ってこないことなんて些(さ)細(さい)な問題だ。襲(しゆう)撃(げき)者への対策が優先される。

			　２つ目、俺は怒っている。今まで犠(ぎ)牲(せい)になったエルフの仲間たちの無念を晴らしたい。

			　特に俺とルシエを育ててくれたばあちゃん。こんな俺に懐いてくれた、ルシエの妹のリッカ。魔石を得るためだけに、彼女らの心臓を抉(えぐ)り出して殺したことが許せない。

			　なら、俺は、こいつらを【魂喰い】の餌(えさ)にするためだけに殺してやる！

			「ひいいぃ、なんだこの化け物は！」

			「こんなの勝てるはずがないじゃないか」

			「逃げろ、離れて弓で攻撃だ。この化け物を取り囲んで撃てば、躱(かわ)せまい！」

			　俺は内心で正解、と言った。

			　確かに、全方位からの包囲攻撃は避けられないだろう。

			　さきほどまで、仲間に当たることを恐れて射撃を控えていた見張り台の兵士たちも、一様に弓を引き放つ。

			　躱(かわ)せるものは躱(かわ)し、いくつかは剣で切り落とすが、それでも矢の雨はいくつか俺に突き刺さった。

			　運悪く、１本の矢が目に直撃する。目は絶対に人間が鍛(きた)えることのできない急所だ。

			「やったか！」

			　俺の正面に位置する敵の兵士が、そんなことを言った。

			　俺は笑みを浮かべて飛びかかる。

			「やってないよ」

			　体を真っ二つにし、魂(たましい)を奪う。そのまま、その場で周囲の数人を巻き込む回転切り。

			「今の俺の体は硬いんだよ」

			「そんな、ありえない、目に当たった矢がはじかれただと」

			「そんな生き物がいるはずがねえ」

			「悪魔だ、あいつは悪魔だ！」

			　俺の体は、防御力が反映され硬度を増している。さらに、鋼の鎧(よろい)の防御力が合わさっていた。そして、ディートには自らの特殊能力により、急所が存在しない。

			　普通はどれだけ体を鍛(きた)えようが、側頭部や心臓、目を撃ち抜かれると即死する。

			　だが、ディートはどこに攻撃を食らっても、それをダメージという概(がい)念(ねん)に変更するため、体には傷１つ残らない。ただ、ＨＰという架(か)空(くう)の数値が減るだけだ。

			　それがなくなれば死ぬが、死ぬ最後の瞬間まで動きが鈍らない。痛みがない。疲れない。

			　敵からすると、不死身の存在に見える。

			　相手が弱い場合、ディートは無敵だ。

			　だが、強敵が相手では、身体能力の強化だけでは対抗しきれない。ＨＰが一瞬で０になってしまう。しかも、ディートの最大の武器でもある魔術がまともに使えないという致命的な弱点を晒(さら)す。

			　なので、強敵が相手の場合は、他の自分を【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】する。

			　俺はまとわりつく兵士たちを30人ほど斬り殺し、ようやく食料の保管庫にたどり着いた。

			　壁を剣で叩き壊し、中に入る。

			「すごいな」

			　俺は思わず声をあげる。

			　食料は想像以上にあった。ざっと見て小麦が４トン程度。それに、いくつか興味深いものがある。ジャガイモや豆といった、エルフの村では育てていない穀(こく)物(もつ)に蜂蜜酒(ミード)。何より、塩が大量にあるのが嬉しい。

			　帝国は、ここの補給基地を中継として、いくつもの村から税を搾(しぼ)り取っている。

			　しかも、効率を上げるために村ごとに１つの作物に注力させ、生活に必要なものは定期的に帝国から送るようにしていた。

			　得られる税を増やしつつ、帝国からの物資がなければ生きていけないようにして、反乱を起こさせないという仕組みだ。

			　だが、それ故に大量の食料の備蓄が必要なのだ。

			「【アイテムボックス】」

			　俺は、その食料をアイテムボックスに入れていく。これもまたディートでしか使えないスキルであり、今日ディートを選んだ最大の理由だ。

			　ゲーム時代の重量制限は４０００。現実では、１が１キログラム換算なので、４トンまでを自由に収納することができる。【アイテムボックス】に入れたものはいつでも取り出せるし、中に入れた時点で時が止まるので腐らない。

			　唯一の制限が、生きているものは入れられないということ。非常に便利な技能だ。

			「さて、いただくものはいただいたな。あとは武器だな」

			　遠巻きに兵士たちが放つ弓を背中に受けながら、扉を蹴破り武器庫に急ぐ。俺は３トンほど食料をいただいたので、アイテムボックスの残り容量は１トンだ。

			　兵士たちは、わざわざ帝国から現地まで重い武器を運ばない。

			　帝国から出るときは食料も武器も最低限ですませ、この基地で補給してから辺境の村に行くため、ここには武器もかなり揃っている。

			【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使って、もう30分経っている。あと18分で元に戻る。

			　そうなれば待つのは死だ。今のシリルの体では、ここから逃げることはできない。

			　俺は敵を斬り飛ばしながら通路を行く。そしてとうとう、施(せ)錠(じよう)された武器庫を見つけ扉を蹴破り中に入る。

			「鉄製の武器がこんなに！　さすが帝国様だ」

			　下っ端の兵士たちでも、粗(そ)悪(あく)品とはいえ、鉄の鎧(よろい)を装備していたから期待はしていた。しかし、こうして武器庫にならぶ１００対の鎧(よろい)と剣を見ると、思わず感嘆の声が漏れてしまう。ワンセット30㎏程度だとしても、30対は持っていける。

			　これだけの金属が手に入れば、やれることはいくらでもある。武器にもできるし、生活を豊かにする礎(いしずえ)にもなるだろう。

			「さて、その前に荷物を軽くしておくか」

			　俺はアイテムボックスに収容していた、村を襲った兵士たちの死体を取り出して、来る途中に殺した兵士たちの死体の中に混ぜた。

			　望みは薄いが、今の襲(しゆう)撃(げき)で死んだと勘違いしてくれれば幸いだ。

			　ただ、拷(ごう)問(もん)跡が酷(ひど)すぎて、隊長の死体は持って来られなかった。

			「もらえるものはもらったし、帰るか」

			　今日、得られたものは食料が３トンと鉄が１トン。

			　３トン近い食料があれば、２００人の村人たちの１か月分の食料になる。村の備蓄、それに冬までに狩りで食料を溜めれば、ぎりぎり冬を乗り切れる。

			　それに、今日盗んだ中には面白い作物があった。これなら工夫次第で、今から３か月以内に収穫までもっていける。

			　１トンもの鉄は、鎧(よろい)を貫(つらぬ)くための武器にする分の他に、村で使っている木製の農具の補強や、あると便利な有(ゆう)刺(し)鉄(てつ)線(せん)、それに森のカエデを有効に活用するための器具にも使える。

			　他にもいろいろと作りたいものは山ほどあるので、大事に使おう。

			「気を引き締めないとな」

			　俺はそう言って、壁を蹴破って飛び出し、弓の集中砲火を受けながら数十人斬り殺して門の外に出た。

			　後ろから馬の足音が聞こえるが、無駄だ。

			　今の俺は、馬より速い。

			　ただ、ディートでいられる時間はあと４分弱。思ったより消(しよう)耗(もう)が激しい。

			　ルシエの笑顔を頭に浮かべると、少しだけ元気が出た。

			　まだだ。あの唇に触れずに、死んでたまるか。

			　体が光に包まれる。黒髪・黒目が金髪・碧(へき)眼(がん)に変わり、鎧(よろい)が消えていく。

			　ディートから、シリルに戻る。

			　それと同時に、ひどい倦(けん)怠(たい)感(かん)が全身を襲う。魔力が尽きかけている証(しよう)拠(こ)だ。それに、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】の反動もきている。

			　魂(たましい)が軋(きし)んでいる。悲鳴をあげそうになった。

			「まったくいまいち、使い勝手が悪いな。だが、限界の前に完(かん)璧(ぺき)に追手を撒(ま)けたのは幸いか」

			【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】は、根こそぎ魔力を持っていく。しかも１度使うと、最低でも12時間は使用できない。

			　魔術で誤(ご)魔(ま)化(か)そうと、いかに過去の俺が強かろうと、今の俺はシリルだ。その当たり前を歪(ゆが)めるせいで魂(たましい)と肉体のミスマッチが起こり、双方に負荷を与える。

			　この魔術は、自分という存在を傷つける諸刃の剣だ。

			　もし、連続使用、それも、複数の自分を一気に呼び出しでもしようものなら、最悪、死ぬだけでは済まず、輪(りん)廻(ね)転(てん)生(せい)ができないほどに魂(たましい)が傷つくだろう。

			「【知覚拡張】」

			　エルフの風魔術は、自分の魔力はほとんど使わない。風のマナを利用するので今の俺でもぎりぎり使えた。

			　ルシエの姿を捉(とら)える。そこに向かって、重い足を一歩ずつ確実に踏み出す。

			　永遠とも思える時間が過ぎ、ようやくルシエが待つ馬車にたどり着いた。

			　深夜２時だ。誰もが眠っている時間。

			　それなのに、ルシエは馬車の外で毛布にくるまって、俺を待っていてくれた。

			　火は、敵の追手に気付かれないためにつけていないので、相当寒いはずだ。

			「シリル！　無事だったんだね。良かった！」

			　ルシエが駆け寄ってきて、抱き付いてくる。

			　森の夜風で冷え切った、ルシエの体。

			　だけど、それが何よりも温かく感じた。

			「この通り、無傷だよ。心配をかけたね」

			「うん、いっぱい、いっぱい心配した」

			　ルシエは俺の胸に顔を押し当てる。冷たい水の感触。たぶんルシエは泣いている。

			「俺が死ぬわけないだろ。それより、食料の強(ごう)奪(だつ)がうまくいったかは聞かないのか？」

			「そんなの、シリルが無事だってわかってからでいいよ」

			　村のことより、俺のことを大事に思ってくれるのが嬉しい。

			「俺は無事だよ。それにちゃんと食料も奪ってきた。ルシエとキスするまで死んでたまるか」

			「あれ、本気だったの？」

			「うん、本気。もちろん、ルシエが嫌なら無理強いはしないけどさ」

			　ルシエとキスはしたいが、それで嫌われたら元も子もない。

			　俺はルシエと気持ちでつながっていたい。

			「いいよ。シリルなら」

			　ルシエが俺の胸に埋めていた顔を上げる。目は涙で濡れていて、頬は赤く染まっている。

			「ありがとう、ルシエ」

			　俺はそう言って、唇に触れるだけのキスをした。

			　それだけで、心が温かくなる。生きている実感が湧く。

			　ひび割れていた感情が蘇(よみがえ)っていく。

			　舌を入れるのは今度にしよう。今はこの気持ちだけで十分だ。

			「シリル、私のファーストキス。ちゃんと責任とってね」

			「喜んで、お姫さま」

			　その言葉と同時に、俺の体から力が抜けていく。

			「シリル、大丈夫!?」

			　ルシエにもたれかかってしまった。

			　心配そうにルシエが聞いてくる。

			「怪(け)我(が)とか、病気とかじゃないんだ。ただ、魔力が空だし、さっき使った魔術の反動が来ていて、正直意識が保てない」

			「それって、ぜんぜん大丈夫じゃないよ！」

			「寝れば治る。逆に言えば寝ないと治らない。８時間ほどぐっすり寝るから、俺を馬車の荷台に運んでくれ。風邪をひきたくないから、毛布とかかけといて」

			　ルシエが馬車を隠したのは深い森の中だし、一応俺は逃げるときに、カモフラージュでエルフの村と逆方向に行ってから引き返した。しばらくは安心できるだろう。

			「俺が起きるまでは、ここを動かず待機。もし、兵士が来たら俺と馬車を置いて逃げろ。逃げるだけなら、ルシエ１人でも大丈夫だ。エルフが森で捕まるわけがないしな」

			　そこまでが限界だった。

			　俺はその言葉を最後にして、意識を手放した。

		

	
		
			　

			第７話　夢

			　

			　これは夢だ。現実味のない光景が、一瞬でそうだと俺に気付かせる。

			　夢の中で、俺は俺と向き合っていた。目の前に現れた俺はディートの姿であり、ヨハンの姿であり、ショージの姿であった。今まで歩んできた過去の姿に次々と変わっていく。

			『おい、なんて様だ。俺の知識と経験があって、どうしてそこまで手際が悪い』

			　夢の中の俺が、嘲(あざけ)るような口調で話しかけてくる。

			　うるさい。

			『うるさいとはなんだ。仕方ないから理由を教えてやろう。おまえは俺のすべてを受け入れられていない。その脳も体も、魔力も何もかもが貧弱だ。せいぜい、上っ面をなぞるだけで精いっぱいだろう』

			　ああ、わかっているよ。俺は、本当はもっとできるはずだ。

			　かつて、１つの村を大国まで押し上げたことがあった。たった１人で、いくつもの国を滅ぼしたことがあった。魔王となり、世界を支配したこともあった。

			　それに比べれば、エルフの村を守ることなんて造作もない。

			『ルシエは、俺の生き方を決める原点となった少女によく似ている。彼女を守るためなら、俺は俺に手を貸そう』

			　違う。俺は、ルシエがあの少女に似ていたから、好きになったわけじゃない。シリルとして生きて、ともにいた時間の中で愛したんだ。ルシエは代用品なんかじゃない。

			『ふむ。今回の俺は、いつも以上に自分であることにこだわるのか。まあいい。そんな俺も何度か見てきた。だが、凡人よ。おのれの分をわきまえない夢を見るなら、俺に委(ゆだ)ねるしかないぞ』

			　それは理解している。他でもない、俺のことだ。俺は今の俺も、かつての俺も否定しない。だが、ルシエのことだけは譲れない。

			『わかったよ、今の俺。俺は、いつか俺がシリルをやめるまで裏方に徹するとしよう。一部を除いて知識と経験はすべてくれてやる。人格には触れない。だが忘れるな、おまえがシリルであることをあきらめたとき、そのときは、おまえもただの俺の一部に成り下がる』

			　無理強いはしないのか？

			『そんなもったいないこと、するわけがないだろ。おまえが今、当たり前に抱く、感情や衝動はすべて俺が擦り切り、失ったものだ。おまえから流れ込む感情は、俺の唯一の娯楽だ』

			　そうか、なら力を貸してもらった分、せいぜい俺の人生を楽しんでもらおう。

			　最高のハッピーエンドを見せてやる。

			『それは素晴らしい。もう悲劇には飽(あ)きたんだよ。それに、今回の世界は俺にとって特別な世界だ。願わくは、置き去りにしたあの子を……いや、いい。どうしたって、俺にあの子は救えな……』

			　俺の声が途中で途切れた。

			　そして夢が終わる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「いい朝だ」

			　意識を失う寸前の体のだるさが完全に消えて、魔力が充実している。

			　昨日吸収した魂(たましい)が、完全に自分のものになった。

			　魂(たましい)は、取り込んだだけでは、意味をなさない。昨日はまだ自分の力になっていなかった魂(たましい)も、眠っている間に馴(な)染(じ)んできた。

			　昨日、斬り殺した兵士の数は64人。64人分の魂(たましい)を取り込んだことで、俺の体内魔力(オド)総量は昨日の11倍ほどに跳ね上がっていた。

			　これで、魔力の制御が超人じみているだけの凡人から、超人にランクアップだ。できることも広がるだろう。

			　もっとも、総量が増えたところで一度に放出できる体内魔力(オド)の量や、魔術制御の技術は変わっていない。これは今後の課題だ。

			「それにしても、この寝心地の良さはなんだろう」

			　甘い匂いが漂ってくるし、手に温もりがある。

			　マイナスイオン的な何かで、体が浄化されていく感じまでする。

			「シリル、さぼらないで、あっ、だめ、そんな適当にしたらあとで怒られる」

			　ルシエの寝言が聞こえる。ルシエの夢の中の俺は、よほどのロクデナシらしい。今までやってきたことを考えれば、仕方がないか。

			　ルシエは俺に毛布をかけたあと、手を握ったまま力つきて、俺の体にもたれかかっていた。

			「そう言えば、昔は一緒に眠ることが多かったな」

			　冷帯気候のエルフの村は肌寒い夜が多く、２人で一緒に寝ることで、寒さをしのいだ。２人分の体温を毛布で逃がさないようにすれば、かなり暖かくなるのだ。

			　だが去年ぐらいから、ルシエがそれを拒(こば)むようになっていた。

			　性を意識するようになったのだろう。ルシエの体は、ついこの間まで子供だと思っていたのに、随(ずい)分(ぶん)と成長している。

			　兄妹同然に育ち、俺は今まで女性としてルシエを見ていなかったが、ルシエはそうじゃなかったのかもしれない。

			「もう少しだけいいかな」

			　村に食料を持ち帰る期限は５日。今日１日、休憩しても十分間に合う。

			　今はルシエの温もりを楽しみたい。もたれかかるルシエを毛布の中に引き入れ、抱き枕にする。

			「風よ、目を貸してくれ」

			　そうして俺は【知覚拡張】で意識を広げた。昨日と違って、魔力も体力も余裕がある。眠りつつでも、意識の一部を残して周囲を警戒することは容易(たやす)い。これは俺の数ある得意分野の１つだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おはよう。ルシエ」

			　外でかなり遅めの昼食の準備をしていると、ルシエがのっそりと馬車から出てきた。

			　俺はたき火を熾(おこ)し、串にさした肉を焚き火の周りに並べて炙っていた。

			　肉の熟成が足りないことには、目を瞑(つぶ)る。

			　あのあと１時間ほど惰(だ)眠(みん)をむさぼった俺は、暇(ひま)だったので、血と内臓だけを抜いておいたシカの皮を剥(は)ぎ、なめした。肉は食べやすいように切り分けて俺たちが食べる分以外はカエデの樹皮で包んで馬車に入れてある。

			　今は昼なので火を熾(おこ)しても目立たないし、半径３００メートル以内は俺の知覚範囲だ。

			　帝国の兵士が近づいたら、すぐに消せばいい。

			「ごめん、シリル、私、寝ちゃった」

			「無理もないさ。昨日、俺が戻ってくるまでずっと外で待ってたんだろ？」

			「うん、そうだけど、私、起きて、警戒してなきゃいけなかったのに」

			　ルシエは俺が帰ってこないという不安に押しつぶされながら、１人で寒さに震えながら外で待っていた。そうでなくても、自分たちが失敗すれば村の皆が餓(が)死(し)するという重圧がかかっている中、馬車を走らせ続けて心身ともに疲れきっている。

			　言うのは簡単だが、肉体的、精神的な負荷は計り知れない。俺と違って、ルシエは普通の女の子だ。むしろ、ここまでもってくれたことを褒(ほ)めてあげないといけない。

			「そうだね、ちゃんと見張っていて欲しかった。昨日の状態で兵士に見つかったら、２人とも死んでいたよ。だけど、こっちに捜(そう)索(さく)の手が伸びてきた時点で、それは俺が失敗して尾行されていた結果ってことになる。それはルシエのミスじゃないさ」

			「でも、私、そのためにシリルと一緒に来たのに、なんにも役に立てなかった」

			「役に立ってくれたよ。昨日は１日中ルシエが馬車を引いてくれたから、俺は体力を温存して襲(しゆう)撃(げき)ができた。もし１人だったら、緊張でおかしくなっていたかも。道中、ルシエと一緒だったから心にゆとりができた。それに、ルシエがいるから、絶対に村に帰ろうって思えたんだ」

			　すべて本当のことだ。だが、１つだけ付け加えるなら、ルシエを１人、あの村に残しておくことが怖かったのも大きい。

			　自分がいない間に、村人たちが、俺が引き起こした村の危機に対する怒りや不安をルシエに向ける恐れがあった。

			　１人１人は善人でも、集団になった途端、人の心は醜(みにく)く歪(ゆが)む。

			「シリルがそう言ってくれるのは嬉しいけど、やっぱり私は自分が許せない」

			　ルシエは素直だが頑(がん)固(こ)だ。そして他人には甘いが、自分には厳しい。彼女を納得させないといけない。

			「そう？　なら罰(ばつ)を与えよう。村に戻ったら１つだけ、俺の言うことをなんでも聞くこと。それで許す」

			「いいよ、何を私に言うつもり？」

			「さあ？　考え中。村に着くまで、俺が何を言うかを想像して怯(おび)えているがいい」

			「シリルのことだから、そんなにひどいことは言わないと思うけど、やっぱり怖いね」

			　ルシエが苦笑いした。

			　それにしても……するどい。俺はルシエが本気で嫌がることは頼まない。だから、微妙に顔を引きつらせるぐらいのことを考えている。

			「何を言われるかわからない恐怖こそが、罰(ばつ)だ」

			「ずいぶんと温(ぬる)い罰(ばつ)だね」

			「初回だからね。俺は２回目までは、どんなミスも許すことにしているんだ。それに、今日は仕方ない。ルシエは素人(しろうと)で、精神力も体力も未熟だ。むしろこの２日間、耐えてくれたことが驚きだ。才能があるよ。鍛(きた)えれば、きっとなんでもできるようになる」

			「シリルだって素人(しろうと)なのに。……私、頑張る。シリルに甘えなくてすむように、もっと強い私になるから」

			「期待しているよ」

			「でも、２回まで許すってことは、３回目になるとどうなるの？」

			「何もしないさ。こいつはできない奴だと決めて２度と信じないし、重要なことを任せない」

			「それって、ある意味怒られるより辛いね」

			　ルシエが苦笑する。

			　俺の経験上、３度同じミスする奴は、どこまで行っても使えない。

			　そういう人には、失敗してもいい仕事しか任せないことにしている。

			　ルシエはきっと大丈夫だろう。

			「それじゃ、シカが焼けたから食べてくれ」

			　俺は、焼けた肉に塩を振ったものと肉が焼けるまでに作っておいた特製のたたきを皿に盛り、ルシエに渡す。

			　そしてもう１品、骨の周りの１番うまい肉をスプーンでそぎ落とし、ナイフで徹底的にミンチにした。そこにユリワサビを刻んだものを混ぜ込んで臭みを消し、味付けに塩、そして少量のクランベリーの果汁で酸味をつけている。

			「２日連続で塩をこんなに使うなんて、もったいないよ」

			「塩はたくさん盗めたから、大丈夫だ。当面は心配しなくていい。村に帰るまでに力尽きないように塩分は、とっておかないと」

			「こんな贅(ぜい)沢(たく)を覚えちゃうと、後で苦労しそう」

			　実を言うと、今回の補給基地の襲(しゆう)撃(げき)で、塩はかなりの優先度を持っていた。

			　山間部に位置するエルフの村では、塩が採れない。帝国に支配される前には、たまに来る行商人から買ったり、岩塩が採れる火狐の村人たちから売ってもらっていたが、帝国に支配されてからは、帝国からの物資に依存しっ放しだった。

			　塩は、生きていくのに必須なこともあり、昔は相手の言い値で買っていた。帝国も必要最低限しかくれなかったので、エルフの村では塩をかなり大事に使う習慣がある。

			　間違っても、俺がやったように、塩味が効いてうまい！　なんて感想が出るような量は使わない。

			　今回の襲(しゆう)撃(げき)で、当面の塩は確保できたが、塩の補給ルートの開拓は近いうちにする必要がある。

			　今度、火狐の村に顔を出そう。火狐たちは戦闘力に優れ、帝国の支配にまだ抵抗しているし、古い友人で、元許婚(いいなずけ)もいる。友好な関係を築けるかもしれない。

			「今ぐらい、いいだろ。贅(ぜい)沢(たく)できるのは２人のときだけだからね。あと、こんなものもある」

			「蜂蜜酒(ミード)！　そんなのまであったんだ！」

			　蜂蜜酒(ミード)は、蜂(はち)蜜(みつ)でできた酒だ。

			　エルフの村はもちろん、この大陸自体が寒く、砂糖の原料となるサトウキビは育てられない。そのため、砂糖は海を跨(また)いだ輸入に頼っており、超高級品だ。

			　甘味は、果物と蜂(はち)蜜(みつ)に依存している。果物は品種改良されておらず、あまり味はよくないので、嗜(し)好(こう)品(ひん)としての甘味は蜂(はち)蜜(みつ)にかなりの人気が集中している。

			　その結果、蜂(はち)蜜(みつ)の価格まで高(こう)騰(とう)しており、それを使った酒など一般庶民にはまったく手が出ない。おそらく、補給基地に来たお偉いさんが嗜(たしな)むためのものだろう。

			「３本だけしかないんだ。こんなの渡したら、大人たちに全部飲まれて、絶対に俺たちには回ってこないだろ？　だから、１本だけここで開けちゃおう。命をかけたんだ。これぐらいの役得はあっていい」

			　エルフの村は、年(ねん)功(こう)序(じよ)列(れつ)がかなり厳しい。美味(おい)しいものは長老連中が持っていき、若者には余りものしか回ってこない。

			　俺は、ルシエが眠っている間に【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】でディートを呼び出し、【アイテムボックス】からミードを取り出しておいた。

			　ディートの【アイテムボックス】の中身は、転生をする度にリセットされるが、それ以外のときは入れっぱなしになっていて、非常に便利だ。

			「うう、でも、そんなネコババみたいなこと……」

			「そう？　ルシエは飲まないんだ。じゃあ俺が全部もらおうか」

			　これ見よがしに、黄金色の液体をコップに注ぐ。

			　ルシエの喉が鳴る。

			「ほら、匂いを嗅(か)いでみて。甘い匂いがするだろ」

			「ほんと、いい匂い」

			　ルシエは魂(たましい)がとろけそうな声を出した。

			　それほど、ルシエは甘味に飢(う)えている。

			　このあたりの山にも蜂はいるが、スズメバチやアシナガバチなどの肉食性の蜂ばかりで、蜂(はち)蜜(みつ)は採れない。最後に俺たちが蜂(はち)蜜(みつ)を見たのは、今の村長の息子の結婚式で、特別に用意されたものぐらいだ。

			　当然、口にはできていない。

			「それじゃ、俺がいただこうか」

			　喉を鳴らして蜂蜜酒(ミード)を流し込む。数年ぶりのちゃんとした甘味に、脳が痺(しび)れる。

			　疲れた体に、甘さが沁(し)み渡る。

			「甘い！　ああ、命をかけて基地を襲った甲(か)斐(い)があったよ」

			　俺はオーバーリアクションで甘い、甘いと連呼する。

			「残念だな。ルシエはこの味を楽しめないのか。蜂蜜酒(ミード)なんて今を逃せば、一生飲めないかもしれないのに」

			　ルシエの頬がぴくりと動く。

			　もうひと押し。

			「あと、コップ１杯ぶんはあるな。もうこの場で飲んじゃおう」

			「……ちょうだい」

			　蚊が鳴くような声でルシエが言った。

			「うん？　聞こえない？」

			「ミード、私も飲みたい」

			「それじゃ、ほら」

			　俺はルシエの分のコップを用意して、なみなみと注いだ。

			「意外。シリルのことだから、もっともったい付けると思った」

			「俺が意地悪してたのは、ルシエに飲ませるためだし。飲むと言ったなら、素直に渡すさ」

			　そう言いながらコップを差し出すと、おそるおそるといった様子で、ルシエがコップを受け取り、匂いを嗅(か)いでからコップに口をつけた。

			「甘～い」

			　とろけた声をルシエが出す。

			　そして、今まで見せたことがないようなふにゃっとした笑みを浮かべる。シカのレバーのときも美味(おい)しそうだったが、やはり、甘さは別格なのだろう。

			　いつの時代も、女の子は甘いものに弱い。

			「気に入ってくれてよかったよ」

			　俺はシカ肉を食べながら、自分の分のミードを口に含む。塩辛いシカの焼肉と、甘いミードの相性はなかなかだ。アルコールが入っているので体が火(ほ)照(て)る。

			「もう、私、死んでもいいかも」

			　ルシエはちょっとずつ、大事に大事に蜂蜜酒(ミード)を飲んでいる。

			「それはやめたほうがいいよ。冬になれば、蜂蜜酒(ミード)よりもっともっと甘くて美味(おい)しいものを、コップ１杯とは言わず、お腹いっぱいごちそうするからさ」

			　俺はそう言って、近くにあったカエデの木を撫(な)でた。

			　ミードは甘いけど、せいぜい砂糖を３つ入れた紅茶程度の甘さだ。もっとちゃんとしたお菓子の甘さを、ルシエに楽しんでもらいたい。

			　本当は今すぐ用意したいけど、冬にならないと材料が採れないのだ。

			「冬？　冬って果物もないし、蜂(はち)蜜(みつ)も採れないよ？　それなのに甘いものなんてあるの？」

			「ああ、甘いし、とても美味(おい)しいものがあるんだ。この蜂蜜酒(ミード)で、とろとろになってるルシエが食べると、本当に死んじゃうかもね」

			「そんな素敵なものを食べて死ねるなら、本望かも」

			　ルシエが、冗談とも本気とも取れないことを言う。

			　気が付けば、ルシエのコップは空になっていた。

			　俺は苦笑して、瓶の底に残った最後の蜂蜜酒(ミード)を、ルシエのコップに注いだ。

			　そんな俺を見て、ルシエは目を丸くする。

			「シリルは優しいね。ねえ、聞いていい？　私とキスしたい？」

			「もちろん、俺はルシエのことが好きだからね」

			「舌を入れるキスに抵抗がある？」

			「ぜんぜんないよ。むしろそっちのほうが好きだ」

			　ルシエはそれを聞くと、コップに注いだ蜂蜜酒(ミード)を口に含み、顔を近づけてくる。唇が触れ、ルシエの舌が入ってくる。

			　口の中に、ルシエの口の中で温(ぬる)められた蜂蜜酒(ミード)が流れ込んでくる。さっき飲んだ蜂蜜酒(ミード)より、ずっと甘く感じられた。

			　そして、10秒ほどしてルシエの舌が引き抜かれる。

			「２杯目は半分こだよ」

			　ルシエは照れくさそうに言って、顔を伏せる。

			　可愛(かわい)い。今すぐ押し倒したい。

			　でも、俺はそれをぐっと我慢する。

			　でも、もう少しキスはしたいな。よし、いい考えがある。

			「よし、２本目を開けよう。また半分こしようか、ルシエ」

			　蜂蜜酒(ミード)があれば、また口移しをする口実ができるじゃないか！

			　まだ、さきほど【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使った反動があるが、ごく短時間の使用だったし、しばらく魂(たましい)に後遺症が残ることを覚悟すれば、再度の【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】もできなくはないだろう。

			　今すぐ、２本目の蜂蜜酒(ミード)を取り出さないと。

			「それは駄目。残りの２本は村の皆の分だから」

			　しかし、ルシエはきっぱりと断る。

			「どうせ、偉そうにしている連中が飲むだけじゃないか」

			「それでも駄目。村の皆に届くかもしれないんだもん。開けたら怒るよ」

			「怒ってどうするんだい？」

			「１週間、シリルと口をきかない」

			「よし、それじゃあ出発の準備をしようか」

			　俺は、空になった皿とコップをテキパキと片付けると、馬の様子を見に行こうとルシエに背を向けた。

			　あの目は本気だ。ルシエに無視されたら、立ち直れなくなってしまいそうだ。

			「シリル」

			　ルシエが背中越しに声をかけてくる。調子に乗りすぎたか？

			「ありがとう、美味(おい)しかった」

			　しかし、それは予想外のお礼の言葉だった。

			　俺は振り向き、笑みを浮かべた。

			「どういたしまして」

		

	
		
			　

			第８話　帰還

			　

			　馬が限界を迎えるまで走ってから１泊し、とうとう村が見えるところまで来た。

			　ここに来るまで、兵士には一切出会わなかった。

			「ルシエ、ストップ。馬を止めてくれ」

			　俺は、村の手前で馬車を止めるように指示をした。

			「どうしたのシリル？」

			「少し荷物を整理するんだ」

			　馬車の荷台に乗って魔力を集中させると、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】の部分解放を行う。

			　これは、体の中身だけを書き換えることで今の姿のまま、過去の俺の技能を使う技だ。

			　部分解放を行っている間は、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】の３倍～５倍の体内魔力(オド)を消費するせいで、制限時間が10分程度になってしまう。しかも、再現できる能力は数段落ち、１度使えば12時間【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使えないというデメリットは、完全解放と一緒だ。

			　ルシエに姿が変わるところを見られたくない。そんなバカげた理由で、俺は効率が悪い部分解放を行(こう)使(し)した。

			「【アイテムボックス】」

			　俺は補給基地から奪った食料を片っ端から取り出して、その場に綺(き)麗(れい)に積み上げていく。

			　一般的な馬車の積載容量は４トン～５トン。俺が奪った食料は３トンなので、十分積むことができた。

			「ふう、これでよしと。ルシエ、出発してくれ……いや、ちょっと用事を思い出した。ここで待っていてくれ」

			　俺はそう言い残すと、風の魔術まで使って、丘の陰に隠れて村から死角になっているポイントに移動し、身を隠した。

			「【アイテムボックス】」

			　そして、補給基地から奪った剣や鎧(よろい)のうち半分ほどをばら撒(ま)く。

			　その作業が終了してから、部分解放を解除。こんな魔力食いの術をこれ以上、垂れ流すわけにはいかない。

			　５分ほどで切り上げたのに、急激な倦(けん)怠(たい)感(かん)が体を襲う。どうやら、魔力が増えた量に比例して、部分解放していたディートのレベルが上がったようだ。その結果、消費する魔力まで上昇したため、持続性は上がらなかったようだ。

			　疲れた顔を笑顔で隠して、ルシエの元に戻る。

			「ごめんごめん、ちょっと大事なことを忘れていてね」

			　ルシエの位置からだと、俺が鎧(よろい)を隠したのは見えていない。おそらく、トイレにでも行ったと思っているだろう。

			「それはいいけど、どうしてわざわざここで食料を出したの？　村の倉庫で出さないと、二度手間だよね？」

			「ルシエはわかってないな。村に戻ったら、村長たちが駆け寄って来るだろ？　俺たちの無事を確認してから、次に馬車の荷台を覗き込む。そのとき中身が空だったら、がっかりするじゃないか。それに、人によっては問答無用で暴言を吐いたり、殴りかかってくるだろうね」

			　人はそういう生き物だ。

			　それを理解したうえで行動しなければ足元をすくわれる。相手の感情を考(こう)慮(りよ)し、先読みすることで余計な火種は防げるのだ。

			「でも、村の倉庫に入れるの、大変だよ」

			「運ぶのは俺じゃないから、どうでもいいんだけどね」

			「便利な魔術があるよね。それを使って１度収納して、倉庫でまた出そうよ」

			「面白いことを言うな、ルシエは。こんな便利で不思議な魔術、１日にそう何度も使えるわけがないじゃないか。１度使ったら、12時間は使えないんだ」

			「……やっぱり、もったいないよ」

			　ルシエは納得がいかない様子だ。

			「それに、結局手伝わされることになると思うよ。私たちは若いし、体力あるし」

			「それはないよ。断言できる」

			「どうして？」

			「村長たちは、俺たちに倉庫の中身を見せたくないんだよ。帝国からの物資とか、しれっとした顔で目ぼしいものをネコババしているし。倉庫に入れる人は村長の息がかかった奴だけだ。たぶん、今回運んできた蜂蜜酒(ミード)とか、真っ先にとられるだろうね」

			　蜂蜜酒(ミード)などの一部の嗜好品は、倉庫に入ることなく、村長たちの懐に収まるだろう。

			「村長たちがそんなことするわけないじゃない！」

			「そうか？　毎回、帝国からの物資が届いたときにやっていることだよ。俺たちに胡(こ)椒(しよう)とか酢(す)とか、酒が渡されたこと、ないだろ？　帝国の物資にはそういうのも少しだけあるんだ」

			「嘘!?」

			「ほんと。ほら、村長とその息子のたるんだ腹を見ればわかるだろ？　この食料不足のエルフの村で太れるのは、そういうことをしている連中だけだよ」

			　もっとも、俺はこの件で村長を責めるつもりはない。

			　村長というのは責任が求められるし、一般人にはわからない重責もある。それなりの役得はあるべきだろう。

			　そもそも、こういうことをやるように、帝国の連中からそそのかされているのだ。父はその提案を断り、戦いを選んだ。

			　だが、今の村長である叔(お)父(じ)は、受け入れたのだ。

			　トップが骨抜きだと支配しやすい。

			　いくら村人たちが苦しんでいようと、それを束ねるトップにいい思いをさせていれば、そいつが民を抑えつけ、そうそう反乱なんて起きない。

			「シリルが頑張って持ってきた食料も、いいのを独り占めされちゃう。どうしよう、止めないと……」

			「絶対にやめろ。この村で生きていけなくなる。それに俺たちは蜂蜜酒(ミード)を飲んだだろ。同類だ。俺たちが今回の件で頑張ったご褒(ほう)美(び)に蜂蜜酒(ミード)を飲んだように、村長たちは日頃、頑張っている分を、たまにこうして贅(ぜい)沢(たく)していると思えばいい」

			　ルシエに蜂蜜酒(ミード)を飲ませた裏の理由はこれだ。

			　今回の件で、ルシエが村長の着服に気付く可能性があった。正義感の強いルシエはそれを正そうとする。そうすれば悲惨な未来が待っている。

			　だから、俺と一緒に共犯者になってもらった。

			　ルシエ１人なら、自分の罪を告白した上で村長の不正を指摘するかもしれないが、俺まで巻き込むとなると口をつぐむしかないはずだ。

			「村長も、ちゃんと良識の範囲内で収めるぐらいの良心は持っているさ。心配はいらない」

			「うん、納得できないけど理解はした」

			　ルシエがぶすっと頬を膨(ふく)らませる。

			「ありがとうルシエ。俺もさ、良識の範囲を踏み越えたら、そのときは止めるから安心して欲しい。だから、余計なことはしないでくれ」

			　若(じやつ)干(かん)の不安はある。

			　いつもと違って、帝国から次の物資が来る保証はない。かつ積み荷はいつもより数段魅(み)力(りよく)的だ。それに、俺がどれだけの量を盗んできたかなんて、誰も想像がついていない。

			　不正がいくらでもし放題。そんな中、村長の自制心がどれだけ働くか……。こればかりは神に祈るしかない。

			　最悪のケースを考えるなら、村長がこの馬車ごと奪って、帝国とは反対方向にある村や都市に行き、荷物を売りさばいた金で新たな人生を始める、なんて事態だ。

			　村人２００人の数か月分の食料。それだけあれば一家族なら10年ぐらいは遊んで暮らせるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　村に着くと、馬車を見た村人が大慌てで村中に声をかけて回った。

			　中でも、村長をはじめとしたお偉いさんたちが、急いで駆け寄ってくる。

			「シリル、無事、盗めたのか？」

			「もちろん、冬を乗り切れる分はあるよ。荷台を見てみるか？」

			　俺がそう言うと、村長は馬車の荷台に顔を突っ込み、積まれているものを見てほくそ笑んだ。

			「まさか、本当にやり遂げるとは……。ご苦労だった。馬車はこちらであずかろう。ゆっくり休むがいい。だが、鎧(よろい)を貫(つらぬ)ける武器のことも、忘れるんじゃないぞ」

			　そして、村長は自分の手足となる部下を呼んだ。

			　その頃には、一般の村人もぞろぞろと集まってきた。

			「シリル、先に言っとくね……ごめん」

			　御(ぎよ)者(しや)を務めていたルシエが、ぼそりと呟(つぶや)く。

			「みんな、シリルが食べ物をとってきてくれたよ！」

			　ルシエは、声を張り上げると、馬車の扉を開けて荷台の中身が見えるようにした。

			「ほら、珍しいものもいっぱいあるから、みんな見て見て、ほらミードとか、牛でできた干し肉とか。あとシリルが途中で狩ったシカとかも。ほら、こっちに来て！」

			　ルシエの言葉に、遠目に見ていた村人が集まってくる。

			「すごいよ、お姉ちゃん、こんなの見たことない」

			「酒もあるじゃないか」

			「あっ、お酢(す)と胡(こ)椒(しよう)まである。こんな贅(ぜい)沢(たく)品、帝国に支配されるようになってから初めてだ」

			「これだけの量があれば冬を越せる」

			　わいわいと周りが騒がしくなる。

			　そして、その騒ぎを見てさらに人が集まってきた。

			　俺とルシエは、馬車から１歩離れたところに移動し、その状況を見ていた。

			　こうなれば、村長も好き勝手はできない。荷台の中身を村人たちが知ってしまった。

			　きっと、村長たちは面白くないだろう。

			　俺は深いため息をついた。

			「ルシエ、どうしてこんなことをしたんだ？」

			「村の皆に、シリルが頑張った成果をちゃんと知って欲しかったから。私は、シリルの手柄を横取りされるのが嫌なの。それに、これは村の皆の分だから」

			　悪気はないみたいだ。でも、あとでちゃんと怒らないと。そういう軽はずみな行動が、どういう結果を引き起こすかを。

			「ルシエ、家に戻って話そう。少し説教するよ」

			「……うん、覚悟はしてる」

			　ルシエは最初に「ごめん」と言っていた。悪いことをした自覚はあるのだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　村長の「後は任せろ」という言葉に従い、俺たちは馬を置いてその場を去った。

			　帰る途中、何人かの知り合いによくやったと褒(ほ)められたが、気持ちがいまいち盛り上がらない。

			「ルシエ、正座」

			　俺は、ルシエと俺が２人で住んでいる家に入ると、そう言った。

			「正座？」

			　ルシエが、聞き慣れない言葉に首を傾げる。そう言えば、正座なんて文化はこっちにはなかったか。

			「こうやるんだ」

			　俺は、ルシエの膝の裏を押してバランスを崩し、無理やり正座の恰好をさせた。
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			「床、冷たいし。この座り方、痛いよ」

			「説教だから、わざとそうさせているんだ」

			　涙目で正座をするルシエを見て、俺はきつい口調で言う。

			「寝ちゃったときよりも、ひどくない？」

			「あれは不可抗力のミスだけど、今回はわざとだからね」

			「ごめんなさい。さっきも言ったけど、シリルの手柄が横取りされるみたいで嫌だったし、村の皆のものを村長たちが独占するのも、許せなかったの」

			「その気持ちはわかるけどね。そうさせることが俺の目的だったんだ」

			「村長たちにいい思いをさせたかったっていうの？」

			「そうなるな」

			　俺の言葉に、ルシエは怪(け)訝(げん)そうな顔で抗議の視線を送る。

			「これから村のために、いろいろと大きなことをするんだ。そのときに、村長たちの許可がいる。だから、今のうちにゴマをすって取り入って、ある程度自由に動けるようにしたかったんだよ。村長のお墨(すみ)付(つ)きがあれば、大抵のことはできるからね」

			　今回の荷台の件は、はじまりにすぎない。村長に気に入られるために色々と考え、準備をしているのだ。

			　ただでさえ、あの村長は俺の父親の弟で、幼い頃から優秀すぎる兄と比べられ、ひねくれている。俺のことは目の上のたんこぶのように思っているはずだ。

			　だからこそ、村長にいい思いをさせた上で、俺の手柄が減るような流れは理想的だった。

			　俺の言うことを聞いていれば、うまい餌(えさ)にありつける。そう村長が判断するようになれば、なんでもやり放題。……それを目指していた。

			「そんなの嫌だよ。シリルはみんなのために頑張るんだから、胸を張って正々堂々としてほしい。村長の陰に隠れてこそこそなんて、シリルらしくないよ」

			「俺らしくない、か。もう、今回の件で村長の心(しん)証(しよう)が最悪だから、別路線でいくしかなくなった。たぶん、そっちはルシエのいう俺らしい方法だよ」

			「そっちって？」

			「うん。村長の権力を振りかざすのではなくて、村人の１人１人に認めさせて、味方につけて、村長が俺の意見を無視できないようにする。そのために、ちょっとずつ、村の皆を幸せにしていくんだ」

			「そんなことができるんだったら、そっちのほうが絶対いいよ」

			「それはそうだけど、どうしても時間がかかる。その時間が今は惜しいんだ」

			　何かを人に認めさせることは難しい。村長に取り入る方向でまず検討したのはそのためだ。

			　ただ、この村は問題だらけなので、村人たちに恩を売って味方につけることも不可能ではないだろう。

			　さきほどからその計画を全力で練っているし、……一応だが、こうなったときの保険を馬車の荷物に仕込んでいる。

			「やっぱり、さっきの件は、怒っているんだね」

			「うん、すごく怒ってる。どうして俺が怒ってるかわかるかい？」

			「私が、シリルの言うことを聞かなかったから」

			「それもあるけど、１番は嘘をついたことだね。俺は、絶対に村長の邪魔をするなと言って、ルシエは頷(うなず)いた。その信頼をルシエは裏切った」

			「ごめんなさい」

			「今回は、別の方法でなんとかできる話だけど、状況によっては、たったそれだけのことが原因で全部が駄目になる。そのことはわかって欲しい」

			　きつい口調で言うと、ルシエが顔を伏せる。

			「だから、納得していないときはちゃんと言って欲しい。それで俺と言い合いになっても構わない。だけど、黙って行動に移すのだけはやめてくれ。フォローのしようがなくなる。そんなことを繰り返せば、俺はルシエのことを信じることができなくなる」

			「わかった。次からはちゃんと、最後まで話し合うね」

			「そうしてくれ。本当に命に関わることだから。俺はルシエを失いたくないんだ」

			「本当にごめんなさい。私、そこまで深く考えてなかった。村の皆に喜んで欲しかったし、シリルはすごいんだって、皆に言いたくて……ごめん。言い訳だ」

			　ルシエは、それっきりしゅんとなる。

			　次からは大丈夫だろう。反省しているのが表面的でないことが伝わってくる。

			　だから、俺は少しだけ優しい顔をして口を開いた。

			「ルシエ、今回の件、怒ってるけど、俺のために行動してくれた気持ちは嬉しかったよ。あと、正座はもういい。ごめんね、辛かったよね？」

			　感謝の言葉は、紛れもない本音。それだけを伝えておいた。

			　ルシエはもう一度、「ごめん」と言って立とうとするが、足がもつれてしまった。

			　慣れない正座はきつかったんだろう。よく、最後まで耐えられたものだ。

			　そんなことを考えていると、

			「痛い、足が痛いよ。それにすごく痺(しび)れる、もうだめ、私、２度と立てないかも」

			　ルシエが、本気で青ざめた顔で言った。俺は、大慌てで駆け寄る。

			　俺は、ルシエのためにあったかいお茶を用意すると、血行を良くするため足をマッサージする。

			「ごめん、ルシエ。少しやりすぎたかもしれない」

			「ううん、ちゃんと怒ってくれて嬉しかった。まだ、私を信じてくれるってことだから」

			　その言葉に、自然に笑みがこぼれる。

			　ルシエの行動は、俺を困難な道に追いやった。

			　だが、それでいい。

			　ただ、この村を救うだけじゃだめだ。俺は、ルシエがかっこいいと思える俺でい続け、なおかつ目的を達する。

			　甘いと思う。青臭い理想。子供じみた考え。でも、それを成し遂げるだけの力が俺にはある。ルシエがいるから、それができると信じられる。

			　今後は、そんな俺であるための方法を考えよう。

			　武器の作成と並行して、村の皆を味方につける。その道を選ぶことに、もう迷いはなかった。

		

	
		
			　

			第９話　村医者

			　

			　村に帰ってきた翌日。

			　畑仕事に出たルシエを見送ると、気合を入れた。

			　武器を作る期限である５日後までの間は、畑仕事が免除されている。その５日を、すべて武器作りに費やすのは芸がない。

			　村人たちの信頼も並行して築いていかなければならない。

			　そして、そのための行動をすでに俺は始めていた。

			　

			「おい、シリル。本当に怪(け)我(が)や病気を治せるんだろうな」

			　筋肉質な青年のロレウが、高圧的な感じで俺に問いかけてくる。

			「全部ってわけじゃないけど、大抵のものは治せるよ」

			　俺が始めるのは、医者の真似事だ。

			　この村には医者がいない。怪(け)我(が)や病気になっても、物知りと言われている年長のエルフが、経験則や、迷信による怪しい治療をするだけだ。

			　そのせいで、苦しんでいるエルフは多い。

			　だが、俺には知識も経験もある。すべてとは言わないが、かなりの割合の怪(け)我(が)や病気を治療できる。

			　命を救うという行為は、信頼を得るにはかなりの上策だ。

			「論より証(しよう)拠(こ)だ。ロレウさんを治せるかで、判断してもらおうか？」

			　俺はそう言って微笑(ほほえ)む。

			　家の近くに簡易的なテントを張っており、そこには老若男女、10名ほどがいた。

			　ナイフで刺された背中の傷を治療した幼(おさな)馴(な)染(じみ)のレックに言って、午前中限定で治療をすることを村人に触れ回ってもらい、患(かん)者(じや)を集めたのだ。

			　実際に治療されたレックが言うと説得力があるのか、すぐに人が集まった。

			「なら、俺の右腕を治してほしい。去年骨折して、もう骨は繋がったんだが、治ってからも腕が曲がりにくくて困っているんだ。一生、腕がこのままだと思うと……俺は」

			　深刻そうな声音で、ロレウは表情を歪(ゆが)める。

			　ロレウは村一番の力持ちで、20代後半の青年だ。腕が不自由なのは辛いだろう。幸い、この程度なら治せそうだ。

			「だいたいどうなってるか想像がつくよ。それなら治せそうだ。見せてくれ」

			　俺はそう言うと、患(かん)者(じや)第１号であるロレウの右手に触れる。

			　彼はこの村の自警団のトップなので、恩を売るにはいい相手でもある。

			　魔力を流して、肉体状況の確認。ロレウの体は、俺の予想した通りの状態だった。

			「なにかわかったか？」

			「ああ、骨が変形してくっついているから、関節を曲げると、骨が干(かん)渉(しよう)する」

			「どういうことだ？」

			「折れた骨は、元の形に繋がるわけじゃない。繋がりやすいようにくっつくんだよ。だから、骨折が治っても元の状態に戻るわけじゃない。今回は、それが生活に支障が出るほどひどい治り方をしただけだ」

			「それって、もう二度と元に戻らないってことじゃないか」

			「普通のやり方だとね。死ぬほど痛い治療をするのと、一生このままと、どっちがいい？」

			「おいおい、物騒なこと言うなよ」

			「次の患(かん)者(じや)が控えているんだ。早く選んでくれ」

			「……死ぬほど痛いほうがましだ」

			「なら、これを思いっきり噛んでてくれ。悲鳴が出るとうるさいし、舌を噛むと危ない」

			　俺が渡した布をロレウが口に含む。

			　それを確認して、水のマナを呼んだ。

			　ロレウの体内に流れる血液をイメージ。血液の主成分は水だ。

			　血液操作は水魔術に含まれる。

			「揺れろ、水の精よ」
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			　俺の言葉と同時に、ロレウの血液が激しく振動し、衝(しよう)撃(げき)だけを骨に伝える。中国拳法の透しの応用だ。

			　骨以外を一切傷つけずに、変形した箇所の骨を綺(き)麗(れい)に折り、余計な部分は砕いてしまう。

			「くぅぅぅぅぅぅぅ」

			　押し殺したロレウの悲鳴が漏れる。

			　１度変形したなら、もう１度折って、再度繋ぎ直すしかない。

			　外からの衝(しよう)撃(げき)で骨のかけらを理想的な位置に集め、さらに体内魔力(オド)で薄い膜を作り、ギプスのようにロレウの腕にまとわりつかせ固定する。

			「ロレウ、思い切り腕を動かしてくれ」

			「わかった」

			　しかし、魔力の拘(こう)束(そく)でピクリとも動かない。これなら大丈夫。

			　こうして腕を固定することで、理想的なかたちで骨を繋げるのだ。

			「【ヒーリング】」

			　そして俺は、体内魔力(オド)を使い、自己回復力を強化する魔術をロレウに使う。複雑な術式だが、俺にとっては造作もない。

			【ヒーリング】は自己回復能力を上げるだけだから、ほうっておいて治る傷以外は治せない。

			　だから、こういうふうに様々な下準備が必要になるのだ。

			「あぅ、あぅ、あ」

			　骨が急速に繋がっていく不快感と痛みの両方が、ロレウを襲っている。

			　だが、術式はうまくいっている。

			　骨が繋がったことを確認して、俺は【ヒーリング】を終える。最後にスキャンしたが、理想的なかたちで繋がっている。これなら、問題なく腕は動くだろう。

			「はい、お疲れ様。これでもう腕が曲がるようになったはずだよ。それじゃ、帰って」

			「おい！　これで終わりって、そんなにあっさり動くようになれば苦労は……曲がる！　俺の腕が曲がるよ！」

			　ひとしきり喚(わめ)くと、ロレウは心底嬉しそうな顔をこちらに向けた。

			「だから、終わったって言っただろう？」

			「シリル、疑ってすまなかった。この礼はなにがいい？　うちにある毛皮でも、肉でも、なんでも持って行っていいぞ」

			「いらないよ。ただ、俺が困ったときに力を貸してくれればそれでいいさ」

			「本当にいいのか？」

			「もちろん、村の連中からいちいち報(ほう)酬(しゆう)をもらっていたら、家が物であふれるからな」

			「悪いな。この恩は忘れない」

			　俺はロレウの言葉に笑みを返す。

			　報(ほう)酬(しゆう)をもらわない理由は、優しさではない。俺は恩を売っているのだ。ガラクタを押し付けられて、それでチャラにされては困る。

			　受けた恩というのは思いのほか重い。この恩は、しかるべきところで返してもらわないといけない。

			　ロレウは、俺に何度も礼を言ってからテントを出て行った。

			「次は誰かな？」

			「私の息子を治してください。先週から立てないほどの腹(ふく)痛(つう)を訴(うつた)えていて、秘伝の薬を飲んでも全然、治らないの」

			「母さん……苦しいよ…」

			　次の客は２軒隣に住む30代後半の女性。俺よりも少し年下の子供を連れてきた。

			　男の子は息が荒く、顔には脂(あぶら)汗(あせ)を浮かべており苦しそうだ。

			　エルフは10代後半から緩(ゆる)やかにしか歳を取らないので、母親の見た目は20代半ばの美人だった。少しだけテンションが上がる。

			「悪いものを食べた心当たりは？」

			　少年は会話も満足にできないほど苦しんでいるので、俺は母親のほうに問いかける。

			「ないわ」

			「嘔(おう)吐(と)、発熱、食欲不振、下(げ)痢(り)。この中で出ている症状を教えてくれ」

			「下(げ)痢(り)以外すべてよ」

			「坊や、痛むところを手で押さえてくれ」

			　男の子が押さえたのは、右下腹部。

			　おそらく虫(ちゆう)垂(すい)炎(えん)……いわゆる盲(もう)腸(ちよう)だろう。

			　通常、激しい腹(ふく)痛(つう)と下(げ)痢(り)はセットで起きる。それがなく長期間続くような腹(ふく)痛(つう)は、虫(ちゆう)垂(すい)炎(えん)以外には思いつかない。痛んでいる右下腹部は、虫(ちゆう)垂(すい)炎(えん)の末期に痛む場所だ。

			　念のため魔術でスキャンすると、腸の先に細長い突起が出ていた。

			「その……シリルさん、治せますか？」

			　心細そうに母親が問いかけてくる。

			「治せるよ。ただし、腹を切って、腸の先についている痛みのもとを切らないといけない。息子さんの肌を傷つけていいのなら、この場で治す」

			「お腹を切るんですか？」

			「そうだ。そうしない限り治らない。息子さんのかかっている病気は、腸に悪魔が住みついているようなものだ。その悪魔を切り離さない限り、なにをしても無駄だ」

			　母親は悩み、なかなか返事もしない。

			　この時代に外科手術という概(がい)念(ねん)はない。

			　抵抗があるのは理解できる。

			「治療をしないのなら帰ってくれ。次の患(かん)者(じや)が待っている。ただ、息子さんの病気を放っておくと、ひどいことになる。腸についた悪魔はそのうち壊(え)死(し)するんだが、そのときに、膿(うみ)や腸液が腹の中に流れ出て、内臓の至るところに炎症を起こす。そのときの痛みは今の比じゃないし、最悪、死に至る」

			　俺の言葉を聞いて、母親は顔を真っ青にする。

			「脅(おど)しで言っているわけじゃない。忠告しているだけだ。どっちみち、俺を信じられないなら、ここにいるだけ無駄だ」

			　突き放すようだが、医者をできるのが俺しかいない以上、説得にあまり時間をかけてはいられない。まだまだ、俺の助けを待っている人たちがいる。

			「母さん、僕、治したい……このまま治らないんだったら……シリル兄ちゃんに賭(か)けたい」

			　悲(ひ)壮(そう)な覚悟で男の子が言う。微妙にプライドが傷ついた。「シリル兄ちゃんに任せれば大丈夫」ぐらい言ってほしいものだ。

			「……お願いします。息子を救ってください」

			「ああ、任された」

			　俺は男の子をお姫様抱っこして、テントの中に用意した木の簡易ベッドに移す。

			　外科手術は無(む)菌(きん)室(しつ)で行いたいが、そんなものはこの世界のどこにもない。

			　家の中でやらないのは、俺とルシエの家を血で汚したくないから。

			　それに、病気の人間が多く来る。ルシエに悪い病気がうつると大変なので、こうして外のテントで患(かん)者(じや)を看ている。

			　俺は切る下腹部以外のすべてを体内魔力(オド)で作った膜で押さえつけ、まったく動けないようにした。

			　麻(ま)酔(すい)がないので、相手が起きたまま施(し)術(じゆつ)する。暴れて手元がずれると、殺しかねない。

			「怖いだろうから、目を閉じていろ。それと、君もこれを噛んでおくといい」

			　舌を噛まないように男の子にも布を噛ませる。

			　これで患(かん)者(じや)は３人目だが、男ばかりなのは残念だ。

			「準備はこれだけでいいな」

			　俺は胸ポケットからナイフ、そしてカバンからレックを治療したときに使った酒を取り出す。

			　酒を布に沁(し)み込ませてから、その布でナイフと手を拭(ふ)いて消毒する。

			　ついでに、男の子の腹も拭(ふ)いておく。

			「お母さん、今からこの子の腹を切ります。怖いのであれば、目をつむっていてください。邪魔だけはしないでくださいよ？　手元が狂えば、命に関わりますから」

			「はい、大丈夫です。目をつむらないし、邪魔もしません」

			　ずいぶん気(き)丈(じよう)な人だ。子供のためになら、母親は強くなるのかもしれない。

			　俺は、左手で男の子の服をめくり上げ、下腹部にナイフを突き刺す。そして、10センチほど深く切る。

			　麻(ま)酔(すい)を使っていないため、男の子に意識はある。激痛に耐えられないのか暴れようとするが、体内魔力(オド)の膜がそれを許さない。

			　傷ついた血管を魔力で押さえつけて血を止めると、腹に手を突っ込んで腸を探す。

			　虫(ちゆう)垂(すい)炎(えん)ができている場所は、スキャンでわかっている。

			　腸に手を這わせてすばやく虫垂の根元を掴む。そして１度手を離し、根元を完全に魔力で押さえつけた上で、細長い虫垂をナイフで切り落とす。

			　根元を押さえているため、血は噴(ふ)き出なかった。

			【ヒーリング】での自己治(ち)癒(ゆ)力の強化を、触れている部位に限定して実施、今しがた虫垂を切り落とした腸の傷を塞(ふさ)ぐ。

			　そして指を引き抜き、傷口がくっつくように魔力で押さえ、再び【ヒーリング】による自己治(ち)癒(ゆ)能力の強化を行った。

			　腹には傷一つ残らずに、見た目は治療開始前となにも変わらない。

			「終わったよ。お腹はまだ痛むかい？」

			「あれ、痛くない、痛くないよ母さん」

			　上体を起こした少年が、嬉しそうに声をあげた。

			　俺も久しぶりの外科手術だったので、安(あん)堵(ど)の息をついた。

			「ありがとうございます。息子を助けてくれて」

			「大事な村の仲間のためにやったことだ。気にしないでいいよ」

			「お礼は……」

			「さっきロレウにも言ったけど、俺は受け取らない」

			「でも、感謝の気持ちをどうしても伝えたいんです」

			「ダメだよ。１人から受け取ると、他の患(かん)者(じや)からも受け取らないといけなくなる。俺にお礼を渡す余裕があるんだったら、その子に少しでも栄養のあるものを食べさせてやってくれ。まともに食事を摂(と)れていないせいで、ずいぶん衰(すい)弱(じやく)している。病気は治ったけど、飢(う)えはこの場では治せないんだ」

			「このご恩は、一生忘れません」

			　目に涙を溜めて頭を下げると、母親が男の子と２人で帰って行った。

			　ふと見ると、周りのテンションが上がっている。

			　目の前で、どう考えても治らないはずの怪(け)我(が)や病気を治してみせたことで、俺に対する期待が跳ね上がっているのだ。

			「さて、次はだれだい？」

			　それから、昼になるまでの３時間で、８人ほど治療した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　治療予定時間が終わったのに、人が減らない。

			　今も、帰ってくれと言った患(かん)者(じや)に詰め寄られていた。

			「なんとか、俺も今日治療してくれないか？　腰が痛いんだ」

			「悪いな。午前中しか医者はやれないんだよ」

			「そこをなんとか！」

			　治療を受けたいという者が、どんどん増えていく。今までだましだましやっていた古傷や体の違和感を、治せるなら治したいのだろう。何人かが俺に頭を下げてくる。

			「明日も午前中は治療をするよ。悪いけど、俺には他にも仕事がある。あと５日以内に鎧(よろい)を貫(つらぬ)ける武器を作らないと、縛(しば)られて帝国に差し出されるんだ。すまないが、これ以上の治療は許してくれないか」

			　心底申し訳なさそうな表情で俺は言った。

			「そういえばそうだったな。悪かった。こんなときに時間を取らせて」

			「そうね、私たちも自重するべきだったわ」

			　俺の態度を見て、周りはトーンダウンしていく。

			「すまないが、また明日来てくれないか」

			「シリル、いいのか？」

			「ああ、治療するというのは俺が言い出したことだし、気分転換になるからね。村の皆のために、できることは全部やりたいんだ。病気や怪(け)我(が)を治すのもそうだけど、俺が帝国と戦える武器を作るのも、村のみんなの命を守るためなんだ。どっちも蔑(ないがし)ろにはしないよ」

			　周りの表情をうかがうと、みんな、その言葉通りに受け止めてくれているようだった。

			「シリル、頑張れよ。おまえならできるって信じてるから」

			「ええ、みんな応援しているわ。こんなすごいことができる人だもん、武器ぐらい簡単に作れちゃうわよ」

			　元が善良なエルフの民たちは、簡単に俺の味方になってくれた。

			　この分だと、武器を作り終えたあとでも、協力してくれそうだ。

			「ありがとう、俺、頑張るよ」

			　俺は、精いっぱい、好印象を与える笑顔を作った。

			　まず、第一歩は成功と言っていいだろう。

			　大きなことをやるには下地がいる。こうした積み重ねが、後で意味を持ってくるのだ。

		

	
		
			　

			第10話　クイーロ

			　

			　ルシエが畑仕事を終えて戻ってきたので、一緒に昼食を摂(と)る。今日は、少し趣向を凝らして、村から少し離れたところにある森に出かけていた。

			　収穫が終わっているのに畑に行くのは、来年の種まきを円(えん)滑(かつ)にするためだ。

			　土の中に残った根を綺(き)麗(れい)に取り除いたり、整地をしたりする。

			　春が来ればすぐ種まきをしなければいけないが、冬は雪が積もってまともな作業ができないので、この季節に終わらせなければならない。

			　よく晴れており、風も吹いていて気持ちがいい。

			　ルシエが草の上に座ると、ちょうど頭の上にカエデの葉が落ちてきた。俺は思わず笑ってしまう。

			「ルシエ、頭に葉っぱがついてる」

			「あっ、ほんとだ。カエデの葉っぱが黄色い。もう秋なんだね」

			「そうだね。そしてすぐに冬が来る」

			　ルシエは、少しだけ名残惜しそうにカエデの葉から手を離す。

			　そして、ため息をついてから口を開いた。

			「最近のシリルを見ていると、驚いてばかりだよ。まさか、本当にお医者様の仕事もできるなんて。畑で仕事をしていても、シリルの噂が聞こえてくるの。村一番の暴れ者のロレウの腕を元どおりにしたとか、不治の病にかかったレナツさんの息子を、あっという間に治したとか」

			「簡単な治療だからね。あれぐらいならどうとでもなる」

			「今のシリルだったら、どんな病気や怪(け)我(が)でも治せちゃいそう」

			　ルシエが真剣な顔で言うので、俺は苦笑した。

			　さすがに俺も、そこまで万能ではない。

			「治せない病気はいくらでもあるよ。例えば、体の免(めん)疫(えき)機能が働かない類(たぐい)のウイルス性の病気はどうあがいても無理だ。眼の治療とか、体の欠(けつ)損(そん)もどうしようもない。骨折も、複雑骨折まで行ったらお手上げだな。伸びきった筋とかも戻せない。あと、癌(がん)も絶対、治せないな。あれは細胞変異だし。それに火傷(やけど)だって、重度のものは無理だ」

			　基本的に俺の魔術でできることは、自己回復能力の強化と、自己免(めん)疫(えき)機能の強化だ。

			　簡単な傷や単純な骨折は治せるし、風邪だって体の免(めん)疫(えき)力がウイルスを駆(く)逐(ちく)してくれる類(たぐい)のものはどうにでもできるが、それ以外はできない。

			　多少、医学についての知識があるので、回復力と免(めん)疫(えき)力の強化でなんとかできるようにお膳(ぜん)立(だ)てすることで、治療可能な範囲を広げている。しかし、それだって限界がある。

			「難しくて、シリルの言ってることがわからないよ」

			「ごめん、ごめん。なんでも治せるとは思わないでくれ、ってだけだよ。だから、普段の生活に気をつけて、病気にならないようにしないとね」

			　首を傾げるルシエに、俺はそう言って朗らかに笑う。

			「それより、今日のお昼はどう？」

			　冷めないように、わざわざここまで土鍋に入れて持ってきた料理を深皿に取り分けて、ルシエに渡した。

			　思いつきで急に外で食べることにしたので、昨日のうちに仕込んでおいた鍋ごと運ぶしかなかったのだ。

			「すごく美味(おい)しいよ！　こんなの初めて。なんて料理なの？」

			「すいとん、って言うんだ。小麦粉を薄く水で弛(ゆる)めたものを鹿の骨と肉で出(だ)汁(し)を取ったスープに流し込むだけの料理だよ」

			　俺は、解体したシカ肉の一部を持ち帰っていた。

			　ルシエ曰(いわ)く、それは俺が個人的に狩った獲物だから、ぎりぎりモラル違反ではないらしい。

			　あと、ルシエには秘密だが、村長たちに見つかったら捨てられかねない作物を、木箱で２箱分だけくすねている。それは、この村の希望だ。

			「もにゅもにゅして不思議な食感。スープの味がよくしみて。うん、すいとんっていいね。美味(おい)しいし、なにより小麦の節約になりそう」

			「よくそこに気付いたな。小麦も塩も大事に使わないとね」

			　すいとんは、小麦を水でじゃばじゃばになるまで薄めるので、少ない量でお腹が膨(ふく)れる。スープにもよく馴(な)染(じ)むので、薄味でも満足感がある。

			　今日のすいとんは、小麦はもちろん、塩もだいぶケチっている。

			　骨がついていて出(だ)汁(し)がよく出る部位と山菜を煮込み、小麦を流し込んですいとんを作った。

			　味付けはかなり薄味だ。シカと山菜の出(だ)汁(し)をしっかりとったおかげで、それなりに食べられる味だが、塩気が足りないのでいまいち物足りない。

			「ルシエ、やっぱり塩を足そう」

			「駄目、次の配給までもたないよ」

			　この村の食料は、すべて１度村長の家の倉庫に行き、そこから各家庭に分配される。帝国から支援物資を受けている村は、配給型にするのが１番楽だからだ。このやり方も、いつかは見直さないといけない。

			「次の配給では、功労者の俺たちにちょっと色を付けてもらえるように、頼むから」

			「そんなのやだよ。私たちがいっぱい食べるぶん、村の誰かが我慢しなきゃいけなくなるもん。気になって、美味(おい)しく食べられない」

			「ルシエは、そういう子だったな」

			　俺は微(び)笑(しよう)する。どこまでもまっすぐで優しい子。俺と正反対だからこそ、こんなにも惹(ひ)かれるんだろう。

			「ごちそう様。午後から私はまた畑に出るけど、シリルはどうするの？」

			「そろそろ、本格的に武器を作ろうと思う」

			「どんな武器を作るつもり？」

			「弓だよ」

			　それを聞いて、ルシエが目を丸くする。

			　そして勢いよく口を開いた。

			「無理だよ！　シリルのお父さんが引いていた大弓でも、あいつらの鎧(よろい)は貫(つらぬ)けなかった！　どんな強い弓でも、鎧(よろい)を貫(つらぬ)けるはずがない。別のにしようよ」

			　ルシエの言うことは間違っていない。

			　村一番の弓の使い手だった俺の父親は、長さが１６０センチもあるような巨大な弓……ロングボウを使っていた。

			　ロングボウには、その大きさに見合った威力があった。弓力（引くのに必要な力）が45キロもあるのだ。

			　通常、競技用に使われている和弓の一般的な弓力が15キロだから、その３倍の強さを持っている。

			　弓力45キログラムは、片手で引ける実用的な範囲では、最大の強さの弓だ。

			　しかし、この父の放ったロングボウですら、当時の下っ端兵士の粗(そ)悪(あく)な鎧(よろい)を貫(つらぬ)くのが限界で、隊長格が着ていた鎧(よろい)を貫(つらぬ)くことはできなかった。

			　あれから５年経ち、帝国の製鉄技術はさらに発展している。下っ端兵士の鎧(よろい)すら、貫(つらぬ)けないだろう。

			「それでも、弓じゃないと駄目なんだ。大丈夫だよ。ちゃんと考えてある。俺はできないことを言わないさ」

			「シリル、信じていい？」

			「俺はルシエにだけは、嘘をつかなくていいように、前向きに努力してるんだ」

			「なんか、今の言葉でいっきに信じる気持ちがなくなりそう……」

			　ルシエが苦笑して、ため息をつく。

			　それでも目が笑っている。なんだかんだ言っても、信じてくれているのだろう。

			「ルシエはいつも通り笑っていてくれれば、それでいいさ。あと、ちゃんと出したものは全部食べること」

			　俺は小皿に用意したクランベリーを指さす。

			　昨日、ルシエに説教したあとに山へ入り、かなりの数を採っておいた。

			　ビタミン欠(けつ)乏(ぼう)症(しよう)のルシエには、最高の薬だ。

			「これ、本当に食べないと駄目？」

			「駄目。ルシエは自覚がないかもしれないけど、病気なんだよ。ちゃんとビタミンを摂(と)らないと。そうだ、ルシエへの罰(ばつ)が残ってた。確か俺の言うことを１つ、聞いてもらえるんだよな？　なら、これにしよう。なにを食卓に出しても、絶対に残さず食べること」

			「……これは私のためだから、罰(ばつ)にならないよ。そっちは別の機会にして。ちゃんと、食べるから。うっ、すっぱぁい」

			　ルシエは、思いっきり顔をしかめた。

			　強烈な酸味があるのだ。俺に言われて毎日食べているので、かなり苦手意識ができているようだ。

			「砂糖があれば、水で薄めてジュースにしたり、ジャムにして食べやすくしてあげるんだけどね」

			「いいよ。砂糖なんて貴族の嗜(たしな)みだし」

			「ルシエは俺のお姫様だから、甘えてもいいんだよ」

			「……お姫様の私は、王子様が連れて行かれないように祈ってるよ。だから、早く安心させて。私にできることがあるなら、なんでもするから」

			　その言葉を最後に、ルシエが畑仕事に戻るために立ち上がった。

			「そう言えば、【動体視力強化】の魔術はちゃんと機能しているか？」

			「うん、ばっちり。頭の上に浮かんでる黒い球を、たまに目で追ってるよ」

			「それはよかった。それじゃ、行ってらっしゃい」

			「行ってきます」

			　畑仕事をしながらだけではなく、夜、家に戻ってからも、１日３回の筋肉強化と動体視力の強化は続けている。毎日の積み重ねが大事だ。

			　それに夜になれば、体を柔らかくするために２人で柔軟をしている。

			　ルシエの柔らかくていい匂いのする体を合法的に触れられるその時間が、俺のなによりの楽しみだ。

			　今はあまり時間が取れないのでこのくらいが限界だが、冬になって畑仕事がなくなれば、少しずつルシエに魔術を教えていこう。

			　俺はそんなことを考えながら、ルシエを見送った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺は村から出て、ちょうど小高い丘の麓(ふもと)にある、村から死角になっている場所に向かう。

			　今回は、持てる限りの木の板を背中に担いでいた。

			　目的地には、昨日ルシエに怪しまれてまで抜け出して隠しておいた鎧(よろい)と剣があった。

			「良かった。これで全部持っていかれていたら、笑うしかなかったな」

			　思わず独り言を漏らす。

			　俺は、今からここにある剣と鎧(よろい)を材料にして、武器を作る。

			　それには火と地の属性魔術が必要不可欠だが、エルフであるシリルの適性では、満足に制御できなかった。

			　そのため、火と地の魔術が得意な過去の自分を呼び出す必要があった。

			「解放、我が魂(たましい)。時の彼方(かなた)に置き去りにした軌(き)跡(せき)、今ここに」

			【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】の詠(えい)唱(しよう)を唱える。

			　今日、俺がここに呼ぶのは……。

			「我が望むは、鋼鉄と灼(しやく)熱(ねつ)の世界で鉄を、そして何より己を鍛(きた)え上げた鍛(か)冶(じ)師(し)、その名は……」

			　当時、俺がいたのは錬金術が異様に発達した世界だった。

			　そこは常に炎と煙と鉄に彩(いろど)られた世界。

			　その世界の俺は、もっとも金属に精通した種族に生まれ、生(しよう)涯(がい)その腕を磨き続けた。

			　その時の名は……。

			「クイーロ！　【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】！」

			　その言葉と同時に、体が光に包まれる。

			　口の周りに長い無精ひげが生える。身長が１８０センチほどまでに伸び、体格がどっしりとしたものに変わる。

			　服装は魔(ま)獣(じゆう)の皮でできた、耐熱性に優れた作業着。そして手には、錬金術の粋を集めて作られた特注のハンマー。

			　そう、ドワーフとして生まれた俺、クイーロの姿だ。

			「ディートと違って負荷のかかる魔術はないし、もともと魔力自体がそこまで多いわけじゃないから、今の俺でも、クイーロなら完全再現できるのか。制限時間にも余裕があるな」

			　制限時間は１２２分。

			　ディートの【魂喰い】で64人分の魂(たましい)を食らったことを考えると、クイーロの燃費の良さがうかがえる。

			　ディートは常に、殺した相手の魂を食う【魂喰い】や、ダメージを数値化する魔術、強大な身体能力を強化する魔術を走らせているため、燃費が悪い。低レベル時の弱いディートを呼び出すことで無理やり誤(ご)魔(ま)化(か)してはいるが、限界がある。

			　それでもなお、【魂喰い】と【アイテムボックス】の圧倒的な便利さでディートを多用してしまうのだ。もっとも、ドラゴンのときの俺に比べればましだ。あの姿になれば、今の俺でも２秒で力尽きる。ドラゴンの俺は、【２秒あれば十分な俺】でもあるが……。

			「クイーロは単純でいい」

			　クイーロには、常時発動する魔術はない。

			　ただ、ドワーフの特性として鉱石に愛され、手先が異様に器用になり、なにより属性魔術の相性が書き換わるのが大きい。

			　エルフのときは、

			【地：30　火：10　風：90　水：70】

			　という相性だったが、ドワーフとなった今、

			【地：１００　火：80　風：５　水：５】

			　となり、地と火に特化した存在に変化している。

			「さっそくやるか。伝説の鍛(か)冶(じ)師(し)とまで言われたクイーロの力、存分に振るわせてもらおう」

			　俺は、地のマナに声をかけた。

			　地の反応がいい。これなら、最高の武器を作れそうだ。

		

	
		
			　

			第11話　クロスボウ

			　

			「地よ。おまえたちのことを教えてくれ」

			　俺は地のマナに働きかけ、周囲１００メートルを地中まで分析し、地質を調べた。

			「よし、上質の土だ。粘土と石(せき)英(えい)は、十分にあるな」

			　求めていたものはあるようだ。

			　２つとも、地上のどこにでも存在する物質だ。粘土なんて少し地面を掘れば出てくるし、石(せき)英(えい)はそこらの砂の中にすら、当たり前のように紛れている。

			　砂場の中にある白く濁(にご)った石が石(せき)英(えい)だ。

			「【物質操作：粘土】」

			　これは、地のマナに働きかけ、特定の物質を指定して誘(ゆう)導(どう)する魔術。

			　不純物をそぎ落とした粘土が、地面から吹き上がる。

			　それはうねりながら俺を取り囲み、半径30メートルの円を描いた。

			　粘土はさらに天に向かって伸び、５メートルほどの高さまで伸びたあとは、円の中心に倒れ込み、頂点でぶつかった。

			　今、俺は粘土でできたドームの中にいる。

			　ドームの壁に一片60センチほどの穴がいくつか開く。さらに、地面に面している部分に、高さ２メートルほどの穴が開く。

			　俺はそれを通って外に出た。

			「【物質操作：石(せき)英(えい)】」

			　そして小さいほうの穴に、穴を塞(ふさ)ぐように石(せき)英(えい)を配置する。

			　すべての工程が終わってから地のマナに呼びかけ、その場に固定するように呼びかける。

			「今度は火だな。火のマナよ。力を借りるぞ。【獄炎】」

			　続いて、火のマナに呼びかけ巨大な炎を起こす。

			　相性値は80で、地よりは落ちるが、それでも十分すぎるほどの相性の良さだ。

			　ドームを半径30メートルにしたのは、それが俺の火を操作できる限界だからだ。火のマナは扱いが非常に難しく、俺の技量と魔力でも、それ以上は無理だ。

			　俺が呼び出した炎は、粘土と石(せき)英(えい)でできたドームを完全に呑み込んだ。

			　火のマナと同調し、焼かれていくドームの様子を見ながら、俺は炎を微調整していく。

			　少しずつ粘土が赤(あか)褐(かつ)色(しよく)になっていく。石(せき)英(えい)は溶けて赤い液体になる。

			　この段階で地のマナと同調を開始する。火と同時制御になりきついが、鉱石に愛されているクイーロならなんとかなるだろう。

			　赤く燃える液体となった石(せき)英(えい)から、不純物を取り除く。粘土と違い、石(せき)英(えい)はこの状態からでないと不純物が取り除けない。

			　完全に粘土が固まり、石(せき)英(えい)から不純物がなくなり成形が完了したことを確認した俺は、魔術を切り替える。

			「【冷却】」

			　火の魔術は、燃やすことに特化した属性魔術ではない。本質は熱量操作だ。熱を奪うことにもたけている。

			　焼けた粘土から余熱を奪い、焼けて溶けた石(せき)英(えい)を冷やしていく。

			　石(せき)英(えい)は徐々に透明になっていき、見事な石(せき)英(えい)ガラスとなった。石(せき)英(えい)でできたガラスの透明度は、普通のガラスと比較にならないほど高い。

			「よし、完成だ。さすがドワーフ。煉(れん)瓦(が)造りの工房を10分で作り上げるとは」

			　我ながら、ほれぼれする腕前だ。

			　粘土を焼くことで煉(れん)瓦(が)にする。石(せき)英(えい)を集めて溶かして、ガラスにする。どれも単純な工程だが、まともにやるにはかなりの設備とコストが必要になる。

			　もっとも、それで家を作るとなると、単純な作業とは言えなくなる。粘土を焼いて煉(れん)瓦(が)にすれば大きさが変化するし、石(せき)英(えい)から不純物を取り除けば小さくなる。

			　焼く前の段階で、どう変化するかを勘と経験で読めてしまう。ドワーフの第六感こそが、クイーロの真(しん)骨(こつ)頂(ちよう)だ。

			「さて、鎧(よろい)と剣を中に入れるか」

			　俺は、地のマナの力を借りた鉱石操作で、鎧(よろい)と剣をドームの中に入れる。

			　やっぱり地の魔術は便利だ。エルフの姿ではまともに扱えないのが口惜しい。

			「今日は、組み立てまでいけるかな」

			　俺は火の魔術で鎧(よろい)をドロドロに溶かし、地の魔術で鉱石制御する。さらに、流体になった金属で入口をふさぐ。それを冷やして簡易的な扉を作り、さらに、追加の部品を張り付けて開閉可能にした。

			　これで、工房は完成だ。いよいよ武器作りのはじまりだ。

			　俺は魔術を発動させ、鎧(よろい)と剣をすべて溶かす。

			「この世界の水準では素晴らしい技術力で作られている。だが、俺から見れば未熟だな」

			　鉄鉱石は、そのままであれば使用に耐えられる代物ではない。

			　故に、不純物を取り除き鉄に変えるのだが、それには、高出力の炉(ろ)とある程度の知識と技術を要する。俺が溶かした剣や鎧(よろい)は、かなりお粗末だった。

			　様々な金属が混ざり合った鉄の塊(かたまり)を、それぞれの金属ごとによりわけ、インゴットにしていく。

			　そうしてできたインゴットをまた溶かして、今度は意図的に不純物を混ぜて鋼にする。

			　純粋な鉄は素晴らしい。だが、不純物をあえて混ぜることで、より目的に適した金属に変えられるのだ。

			　今作っているのは、弓のリム。弦を張る部分だ。

			　求めるのは、よくしなる板バネとしての性能だ。ドワーフの経験と勘で、鉄をベースに周囲の金属を加えて、リムに相応(ふさわ)しい合金に仕上げる。

			　鎧(よろい)や剣から出た不純物はもとより、周囲にある金属すら利用し、俺は最適な金属を作り上げた。

			　そして、その塊(かたまり)を今度はリムの形に成形していく。

			　サイズは50センチ程度。弓のリムにしてはかなり小さめだが、これでいい。なにせ俺が作っているのはクロスボウの部品なのだから。

			　それを予備を含めて50個ほど作る。ドワーフの技(ぎ)巧(こう)で、頭に描いたものと１ミリのずれもなく、50個のリムを完成させた。

			　次は、矢の発射台となるリール。続いて２分割されたトリガー部分、最後にクロスボウ特有の、先端につける鉄のペダルを完成させる。

			　それぞれの構造は単純なので、部品単位に作ると単一成形が可能だ。さすがに、金属を溶かして固めて、一気にクロスボウにすることは俺でも不可能だ。

			「次は矢とネジとバネか」

			　俺は、鉄を使って矢とネジとバネを作る。このあたりの部品は、他でいくらでも使えるので多めに作る。

			　クロスボウの矢は、ボルトと呼ばれる太く短い鉄の棒だ。貫通力を高めるために、理想的な形状に仕上げる。この工程で手を抜くと、命中精度が激減する。

			　クロスボウは作り慣れている。文明が中途半端に発達している国ではよく作ってきた。

			　俺の知識と魔術制御能力、それにドワーフの火・地属性の適性があれば銃も作成可能だったが、あえてクロスボウにした。

			「火薬が手に入らないからな」

			　そう、火薬を手に入れるには、硝(しよう)石(せき)が必要になる。硝(しよう)石(せき)の鉱山なんて、そうそう見つかるわけがない。

			　硝(しよう)石(せき)を排(はい)泄(せつ)物(ぶつ)から得る方法も、あるにはある。

			　だが、生成に５年かかるうえに、エルフの村の人口では１年分の排(はい)泄(せつ)物(ぶつ)をすべて使っても、数回の戦闘で使い切る量しかとれないので、現実的ではない。

			　購入するにも、硝(しよう)石(せき)は希少で高価だ。基本的に、銃は金持ちの軍隊しか維持できない。

			「しかもメンテもめんどうだし」

			　火縄銃程度の単純な構造でも、わずかな銃身のゆがみ、煤(すす)づまりなど、些(さ)細(さい)なことで、使い勝手が悪くなる。効果的な運用には、ある程度の知識を要する。

			　その点、クロスボウは少しの訓練で使えるようになるし、構造が単純だ。

			「銃を作るには、めちゃくちゃ鉄が必要なのも問題だ」

			　銃に使う鉄の使用量は、クロスボウの比ではない。弾と合わせれば、とても今の鉄の量では十分な数を用意できない。金属は貴重だ。武器以外にもさまざまな用途がある。入手法が帝国からの略(りやく)奪(だつ)しかないので、あきらめるしかないのだ。

			　クロスボウの場合、今作った部品を支える土台を、木で補えるのが大きい。

			　ただ、木の細工だけは、どうしても手作業が必要になる。

			　金属部品が一通りできたので、俺は木の加工に取りかかった。

			　昨日のうちに、木の板を適度な厚さに切ってあるので、まずはそれを適切な大きさに切り分ける。ナイフに魔力を通して切れ味を強化してあるので、まるで熱したバターのように木が切れる。

			　土台になる基礎ができれば、リムを通す穴、グリップを取り付ける穴、そしてペダルを入れる穴を彫り、土台は完成。

			　ドワーフの器用さと、図面を頭に起こす力があればこその職人芸だ。

			「よし、これで部品は揃った」

			　そして、リムを本体の前方に突き刺し、トリガーと一体になったグリップを底に取り付け、作っておいたネジで木に固定する。さらに、トリガー部の巻き戻し用に、バネを取り付ける。

			　さらにリールを上部に乗せ、鉄製のわっかを先端部に取り付けた。

			　これでクロスボウは完成。あとは弦を張れば完成だ。

			「普通の糸だと、耐え切れないし、今回もアレを作るか」

			　最後の工程に入る。

			　木の板を１枚、低温で焼いて、炭を作る。さらに、その組成を土魔術で弄(いじ)り、炭化した部分を、炭素の糸、カーボンファイバーにした。

			　カーボンファイバーは、地球上でもっとも強(きよう)靭(じん)な糸の１つ。それを幾重にもより合わせて太い糸にし、さらに強度を上げる。

			　その糸を、リムの間に張り巡(めぐ)らせた。

			　これで完成。

			　トリガーを引くと、リールの出っ張りが引っ込み、トリガーを離すと、バネによってもとの位置に戻る。

			「１度引いてみるか」

			　俺は強化した筋力で弦を引き、リールの上の出っ張りに弦をひっかける。その際に、弓力を確かめることも忘れない。

			「弓力は、79キログラムだな。父さんの長弓の２倍ってところか」

			　強(きよう)靭(じん)な板バネとカーボンファイバーにより、50センチのリムでも、木製の弓の２倍の弓力となった。

			　もちろん、こんなものを普通は手で引くことはできない。だが、それを解決する機能もクロスボウには備わっている。魔力による強化がなくても、ルシエみたいな女性でも扱うことができる。

			「バーン！」

			　口でそう言いながら引き金を弾くと、弦を留めていた出っ張りが沈み込み、弦が解き放たれ、強烈な勢いで跳ねる。

			　矢が乗っていない状態でこれをすると、クロスボウを傷めるので推(すい)奨(しよう)されない。

			「最後は試射だな」

			　魔力による肉体強化を切る。

			　そして、先端についた輪を地面に押し付け、その輪に右足を入れて固定。

			　両手を弦に這わせ、両手と背筋で引き上げる。

			　片手で引く場合、45キロの弓力が人間に扱える限界だと言われている。しかし、背筋と両手を使えば、もっといける。

			　俺はやすやすと弦を引いて、出っ張りに弦をひっかけることができた。

			　矢をリールの上に乗せる。リールの上には、矢を安定させるためにくぼみができているので矢がきれいに乗った。

			　よし、鉄で作った矢……ボルトの精度も申し分ない。

			　俺はわざと溶かさずに残していた、比較的、上質な鎧(よろい)にクロスボウを向ける。

			「さあ、貫(つらぬ)けるかな？」

			　引き金を弾く。

			　クロスボウの矢は、秒速１０２メートルで飛び出し、上質な鎧(よろい)をあっさりと貫通した。

			「さあ、これで課題はクリア。あとは５日で、どれだけ数をそろえられるかだな」

			　武器というのは、数が揃って初めて意味を成す。

			　やつらに抵抗できる武器が１つだけあっても、意味はない。

			　組織で運用することが前提の存在だ。そんなことを考えているうちに時間切れになった。

			　俺はシリルに戻った。それと同時に、全身を倦(けん)怠(たい)感(かん)が襲う。

			「ふう、ここからは時間との戦いだ」

			　部品は大量に用意したが、問題は木の削り出し作業だ。

			　鉄の消費を抑えるために、本体を木にしたが、削り出しには工程に１つ、15分ほどかかる。

			　クイーロでいられる時間は１２２分なので、頑張って８つが限界。

			　シリルに戻ったあとでも切り出しは可能だが、それで性能にばらつきが出るのが怖い。

			　ここはおとなしく、クイーロになってこつこつ作ろう。

			　そう決めて、俺は今日の作業を終了させた。

			　クロスボウをお披(ひ)露(ろ)目(め)する日も近いだろう。

		

	
		
			　

			第12話　安全圏

			　

			「最近、朝はお医者様、お昼はずっと村の外に行っているみたいだけど、武器はできたの？」

			「ああ、できているよ。今は量産中」

			「できているなら、早く見せに行こうよ！」

			　昼食に最近定番となったすいとんを食べているとルシエが、いきなり大声を出した。

			　小麦の残量が少ないので、ここのところパンを焼かずに、すいとん続きだ。

			　パンでも、酵(こう)母(ぼ)があればかなり生地が膨(ふく)らみ、少量の小麦でもそれなりに満足度の高いものが作れるが、残念ながら酵(こう)母(ぼ)の作成には時間がかかる。

			　２日前からクランベリー酵(こう)母(ぼ)を仕込んでいるが、あと２日はかかるだろう。

			「まだ４日目じゃないか、今日を含めてあと２日もある」

			「２日しかないんだよ!?」

			「十分だよ。それに、ぎりぎりまで粘っているのは、めんどくさがっているんじゃなくて、ちゃんとした理由があるからね」

			「理由？」

			「うん、武器を見せて終わりじゃない。むしろそのあとが本番だからな」

			　村長は、そもそも俺が鎧(よろい)を貫(つらぬ)ける武器を作れるわけがないと考えて、条件を了承しただけだ。帝国と戦える武器ができたからと言って、すぐに戦いを決心するわけじゃない。

			　むしろ、全力で戦いを止めようとするだろう。

			「俺が鎧(よろい)を貫(つらぬ)けば、その場でいろいろと言い合いになると思うんだ。それまでに少しでも、味方を増やしたいし、そもそも見世物自体に説得力を持たせるインパクトが必要なんだよ。そのために５日目ぎりぎりまで粘って、できる限りの村人に恩を売る。武器の数も揃えておく。ほら、１つ、２つ見せるより、武器がいっぱい並んでるほうが迫力あるじゃないか」

			　俺は、乾燥させたヨモギを煮出して作ったお茶を飲んで、まったりしながらそう言った。

			　ヨモギは多年草なのでいつでも手に入るし、食用に薬と色々な使い道がある。

			　近くの森で見つけたときは、小(こ)躍(おど)りしたものだ。

			「シリルは相変わらず、シリルだね」

			「どういう意味？」

			「目の前のことじゃなくて、すっごく遠くを見てる。凡人の私はいつも冷や冷やしてばっかりだよ」

			「慣れと経験の問題だよ。そのうちルシエも、もう少し先のことを考えるようになるさ」

			「シリルに追いつきたくて頑張ってるのに、また課題が増えてくよ」

			　ルシエは本気で俺と一緒に肩を並べる存在になりたいと考えて、いろいろと努力をしてくれている。

			　今の会話でも、俺の考えていることを予測できなかったことが悔しいみたいだ。そんなルシエを見ていると、微笑(ほほえ)ましい気持ちになる。

			　こうして朝の団(だん)欒(らん)の時間を過ごしていると、ノックの音が響く。来客だ。

			　俺は、立ち上がり扉を開ける。

			「シリル、これ、すげえな。畑仕事がずいぶん楽になったぜ。硬い木の根もいちころよ。これで、来年使う畑も増やせそうだ」

			　そう言いながら、村一番の暴れん坊ことロレウが、クワを見せつけてきた。たまにだが、ロレウみたいな筋肉質で体格のいいエルフが汗を滴(したた)らせながら男くさい笑みを浮かべると、エルフってなんだろうなと思うときがある。

			　ロレウが持ってきたのは、この村でみんなが使っている木製のクワだが、よく見ると先端部分だけが金属になっている。これだけで随(ずい)分(ぶん)と負担が減るのだ。

			　俺が昨日、サンプルとして５本ほど作り、ロレウをはじめとした村の力自慢たちに優先的に配ったものだ。

			　ルシエみたいな非力な女性や子供が、来年使う畑の整備をしたり、収穫済みの小麦を脱(だつ)穀(こく)している間、ロレウみたいな男連中は、荒地や森を耕(たがや)して畑の面積を増やしている。

			　その仕事を円(えん)滑(かつ)にするために、俺は手を貸していた。

			「皆が楽に仕事ができればなによりだ」

			「それでなんだけどな。これを見た皆が俺も俺もって聞かなくて。今日使わない予備のクワ20本。全部もってきたから、金属の刃をつけてくれないか」

			「もちろん、構わないよ」

			「ほんと、おまえなんでもできるよな」

			「なんでもじゃないさ、人より少し器用なだけだよ」

			「報(ほう)酬(しゆう)はやっぱり、受け取ってくれないのか？」

			「ああ、これは俺の善意でやっていることだ。だから値段はつけていないんだ」

			「いつも悪いな。俺は、いや俺たちはシリルのためなら、なんでもするからよ。そのときになったら言ってくれ」

			　そう言って、ロレウはクワを置いて畑に向かっていった。

			　これでまた、村での俺の株が上がる。農具を振るうたびに、しばらくは俺の顔がちらつくだろう。

			　ちなみに、刃先だけを金属にしたのは、鉄の消費を抑えるためだ。

			　鉄の残量は限られている。すべて金属製の農具なんて作ったら一瞬で在庫が尽きるだろう。

			「ねえ、シリル。そんなことにまで手を出していたんだ」

			「まあね。他にもいろいろと」

			「本当に余裕があるんだね。お人よしで自分が危ないのに、みんなを助けて回ってるわけでも、武器が作れなくて現実逃避しているわけでもないんだね？」

			　余裕があるのは本当だ。この４日は、約12時間の間を空けながら１日２回、ドワーフの姿になって突(とつ)貫(かん)で作業をした。おかげで、クロスボウの目標生産数は達成できており、他のことに手を出す余裕があった。

			「俺が死ねばルシエが悲しむだろ？　ルシエが悲しむようなことは、絶対にしないから安心して」

			「なら、せめて私にだけはできてる武器を見せて。シリルのことは信じてるけど、それでも怖いの。見せてくれたら安心できるから」

			「それは駄目、もう少しだけ待ってほしいんだ」

			　俺は苦笑する。そろそろルシエを安心させてやらないといけない。

			　そのために、クロスボウを見せてやるのが１番いいのだが、それをできない理由が１つある。

			　この村を救うには、俺の意見が通る環境を作らないといけない。だからこそ、村人から信頼されるように手を回しているが、それでは足りない。

			　もっと効果的なのは、障害となる今の支配者の失(しつ)脚(きやく)。直接的には動かないが、毒を撒(ま)いてある。もともと、村長に取り入るのに失敗したときの保険として積み荷の中にあえて、あるものを置き去りにしたのだし、今、何もできていないように見せかけているのも毒の１つ。

			　明日、村人全員の前でクロスボウを披(ひ)露(ろう)するために、ルシエには今日の深夜、みんなが寝静まったあとにクロスボウを渡して練習させる。

			　それまでは、ルシエには俺を心配する様子を、周りに見せつけて欲しいのだ。俺の一番近くにいるルシエの不安そうな様子こそが、もっとも油断を誘ってくれる。

			　ルシエには悪いと思うが、今は我慢してもらうしかない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そしてついに、期限の最終日となった。

			「それで約束の期限となったわけだが、武器はできたのか、シリル？」

			　いつものように、医者としての時間を過ごしていると来客が現れた。

			　村長であるニージェ。俺の叔(お)父(じ)だ。後ろには屈強な村長の子飼いたちが控えていた。

			　おそらく、俺を逃がさないために連れてきたのだろう。

			　ルシエが俺の服の袖(そで)をぎゅっと掴む。今日は他のエルフに頼んで仕事を休んでいるので、俺の隣にいてくれるようだ。

			「もちろん、できてるよ。村の皆を集めて実演してみせよう。ただ、患(かん)者(じや)の皆が待っているから、お昼が終わってからにしようか。俺の準備もあるしね」

			　俺の言葉を、村長は鼻で笑う。

			　どうやら、俺をまったく信じていないらしい。

			「そうやって時間を稼(かせ)いでどうなる。あがくのはやめたらどうだ？　まだ帝国の兵士が村に来とらんということは、おまえの盗みもばれてはいまい。盗んできた食料はわしがうまく隠す。おまえひとり差し出せば村は救われ、日常に戻ることができる。わかってくれ。わしも甥(おい)を見殺しにするのは辛いんだ。だが、村のためには仕方がない」

			　村長は悲しそうな声で言う。

			　村長の本音は透けて見える。俺を差し出し、兵士を殺した罪を清算する。

			　魔石の価値がある以上、兵士もやすやすとエルフの村に危害は加えられない。

			　村長は、もちろん、俺が補給基地を襲(しゆう)撃(げき)したことは隠しながら通常の物資支援を要(よう)請(せい)する。俺の盗んだ分と合わせて、その場限りの贅(ぜい)沢(たく)を楽しむのだろう。

			「日常ね……仲間が殺され続ける日常が欲しいのか？」

			　俺は嘲(あざけ)りを込めて言った。

			　当初は村長に取り入る路線だったが、今はその必要がない。もう、本音を偽(いつわ)る必要もないのだ。

			　医者として村民を救い、便利な農具をばら撒(ま)いているおかげで、俺の評判はうなぎ上りだ。多少強気に出ても、周りが味方をしてくれる。

			　実際、今、俺の家に集まっている患(かん)者(じや)は村長を睨(にら)み付けている。

			「何度も言っているだろう！　勝てない戦いで皆殺しにされるより、ましだろう！」

			「だから、武器を作ったんだ。帝国の兵士に勝てる武器を」

			「ならそれを今すぐ見せてみろ」

			「準備があると言った。それに、できるだけ観客が多いほうがいいだろ？　村の皆も見たいと思うしさ」

			　俺の言葉に、治療を受けに来ている人たちが頷(うなず)く。

			　ただ、鎧(よろい)を貫(つらぬ)くだけでは物足りない。できるだけ大勢の人の前で、派手に見せつけないといけない。

			「ふん。なら、日が昇り切ったら、村の広場に来い。それ以上は待たん！」

			「わかったよ。それでいい。皆も、できるだけ村の連中に声をかけてくれ。俺の晴れ舞台……村の命運がかかった勝負だ」

			　俺の言葉に賛同する声があがった。

			　きっと、朝のうちに村中に噂が広がるだろう。

			「村長、教えてくれ。村長は、帝国と戦える武器なんてないほうがいいのか？」

			　俺は純粋な疑問をぶつける。

			　俺の質問は、村長にはこう聞こえただろう。

			『戦わずに帝国に隷(れい)従(じゆう)する言い訳が、欲しいか？』

			　実際、村長は帝国に支配されているほうがいいのだ。

			　一般の村人と違い、帝国からの物資を割り振る立場にいる村長は、支配される前よりも豊かな生活を送っている。

			　それに、連れ去るエルフは帝国の兵士が無造作に選んでいるように見えるが、実は、村長をはじめとした一部の連中が決めて、帝国に事前に伝えているのだ。

			　村長の家に忍び込み、その証(しよう)拠(こ)も掴んだ。

			　村の支配層は、自分たちの大事な人を失う恐怖がない。

			　だから、帝国の支配をよしとする。村人たちの痛みに、目を背(そむ)けながら。

			　仕方ないことだと思う。誰だって自分の身が可愛(かわい)い。

			　安全な場所にいるのに、わざわざ戦おうとは思わないだろう。

			　だが、俺はそれを許さない。

			　こんな欺(ぎ)瞞(まん)は終わりにする。

			「そっ、そんなことはない、わしだって、帝国の言いなりになっている現状を嘆いている」

			　村長の引きつった表情が、言葉から説得力を奪っていた。

			「そうか。なら良かった。午後を楽しみにしておいてくれ」

			　俺はさわやかな笑みを浮かべる。

			　その表情が、一番、村長の癇(かん)に障(さわ)るだろうから。

			「やっぱり、おまえは兄に似ている。こんなことなら……、失敗したら情けはかけんぞ！」

			「そういう約束だ。俺は約束を守るよ」

			　俺がそう言うと、村長が取り巻きを連れて去って行った。

			　患(かん)者(じや)の１人が、心配そうに俺に声をかける。

			「本当に武器はできているの？　その、最近のシリルさん、村のために本当に色々やってくれてるから、そんな時間なかったんじゃない？」

			「もちろんできてるさ。暇(ひま)だったから、遊んでただけだよ」

			「最近のシリルを見てると、それが冗談に聞こえないぜ」

			　周りで見ていた男性がそう言うと、周囲のエルフたちも同調して笑う。あたりが笑い声に包まれた。

			　いい傾向だ。俺は、この村に必要な人間だと多数に認識されるようになっている。

			　俺は、午後のクロスボウのお披(ひ)露(ろ)目(め)をどう盛り上げるかを考えながら、村人の治療を続けた。

			　さて、ここからが本当の正念場だ。

		

	
		
			　

			第13話　弓と自由と

			　

			　約束の時間に間に合うように、ルシエと２人で家を出た。

			　村の大広場には、兵士の鎧(よろい)が１つ置かれていた。隊長が着ていた１番硬いものだ。これが選ばれたのは、偶然ではないだろう。

			「さあ、シリル。今すぐこの分厚い鎧(よろい)を貫(つらぬ)いて見せてくれ」

			　村長の尊大な声が響く。

			　広場には、村人のほとんどが集まっていた。不安と好奇心が入り混じった表情を浮かべている。

			　隣にいるルシエは、緊張で縮こまりながら肩を震わせていた。

			　そんな中、俺は傲(ごう)岸(がん)不(ふ)遜(そん)な表情を浮かべて、村人一人一人と目を合わせる。

			　大丈夫だ。やれる。その気持ちを視線で伝えた。

			　そして、ルシエの肩に優しく手を乗せる。

			　一瞬だけだが、彼女の震えが止まった。

			「やってみせよう。実演の前に、この鎧(よろい)を貫(つらぬ)く武器の紹介を。俺が用意したのは新型の弓。その名をクロスボウと言う」

			　俺は鉄と木でできたクロスボウを高く掲げる。

			　周りの村人たちの目には落(らく)胆(たん)の色が浮かび、村長とその取り巻きは、表情を緩(ゆる)めた。

			　予想通りの反応だ。

			「正気か!?　シリル。おまえの父の大弓でも貫(つらぬ)けない鎧(よろい)を、そんな、おもちゃみたいな弓で？」

			「どう見ても無理だろう、あんな小さい弓」

			「ルシエに使わせるって言ってただろ？　きっと女子供用の弓なんだよ」

			　あたりに響く村長と取り巻きの罵(ば)声(せい)。

			　俺は笑みを張り付けたまま、口を開く。

			　少しだけ場を盛り上げる余興を、今から披露する。

			「かつて、エルフの戦士は無敵だった！　風と弓の力を以(もつ)て、幾度もの侵(しん)略(りやく)を跳ね除けてきた！」

			　それは、今ではお伽(とぎ)噺(ばなし)になった過去の栄光。

			　エルフの魔石は、何百年も前から人間に目をつけられていた。侵(しん)略(りやく)を受けた回数は、数えきれない。それでも、金属の鎧(よろい)を奴らが導入するまでは勝っていた。

			「風を従えるエルフの戦士に敵の矢は届かず、我らの矢は、どこまでも届いた」

			　エルフの戦士たちは風を操る。

			　戦場では、敵の弓兵は常に逆風の中での矢を放つことを強いられ、逆にエルフの放つ矢は風よけの加護を受ける。周りの空気が矢を避けることで、空気抵抗すら受けず、信じられない射程を誇(ほこ)った。

			　それにより、長距離戦では一方的に蹂(じゆう)躪(りん)できていたのだ。

			「だが５年前、帝国の製鉄技術が向上し、金属の鎧(よろい)が出回った。我らの矢が敵を貫(つらぬ)けなくなったとき、矢と一緒に我らの誇(ほこ)りは砕かれ、エルフの屈強な戦士たちは次々と倒れ、やがて侵(しん)略(りやく)を許した」

			　そんな戦場を一変させたのが、金属鎧(よろい)の普及。製鉄技術の向上により、帝国は矢が貫(つらぬ)けない鎧(よろい)を作った。

			　遠くから矢を当てても、鎧(よろい)にはじかれる。いずれは接近を許し、１人、２人と熟(じゆく)練(れん)の弓兵たちは殺されていき、エルフは抵抗する力を失った。

			「我らの栄光は、常に弓とともにあった。誇(ほこ)りを取り戻すことを願うのであれば、強き弓を作り、帝国の威信である鉄の鎧(よろい)を貫(つらぬ)くほかない！　それができて初めて、我らは次の一歩を踏み出せる」

			　声を張り上げ、情感を込め、高らかに歌い上げるように叫ぶ。

			「では、我らの誇(ほこ)りを取り戻す一矢を、これよりご覧にいれましょう」

			　俺は恭(うやうや)しく礼をし、弦を引き、矢をセットしたクロスボウをルシエに手渡す。

			　しかし、直前になってそれをやめた。

			　彼女の手が震えていたからだ。

			　よく見ると、表情もガチガチで青ざめている。

			　こんな調子では、うまくいくものもうまくいかない。

			　俺は、ルシエにだけ聞こえる声でつぶやいた。

			「緊張してるからおまじないをかけよう。ほら、手を合わせてみて」

			「うっ、うん」

			「それじゃ、少し痛いから我慢してね」

			「えっ？」

			　ルシエの顔を見ながら、そのルシエの合わせた手を挟むようにして、俺は拍手をする。

			　パンッ、といい音が鳴った。

			「痛いよ。シリル」

			　ルシエは突然のことにびっくりして目を丸くした。しかしその表情は、さきほどより柔らかくなっている。

			「でも、震えは止まっただろ。難しく考える必要はないよ。昨日練習した通りやればいいさ。10メートルもない。この距離なら、目を閉じても当たるだろう？」

			「でも、でも、私、ここで失敗したら」

			「そのときは、おしりぺんぺんでもしようか？　もちろん生で」

			「こんなときに冗談を言って」

			「こんなときだからだよ。ほら、みんなの度(ど)胆(ぎも)を抜いてやれ」

			「シリルはいつも通りなんだね。緊張してる私が馬鹿らしくなってきた」

			　ルシエは薄らと微笑(ほほえ)んだ。これなら大丈夫だろう。

			　ルシエの細い手に握られたクロスボウが鎧(よろい)に向けられ、無造作に引き金が引かれた。

			　パンッと、乾いた音を鳴らしながら、矢はやすやすと鎧(よろい)を貫(つらぬ)いた。

			　俺はルシエの頭に手を置き、乱暴に撫(な)でた。

			「うそだ！」

			「信じられない」

			「ルシエみたいな女の子が放った矢が鎧(よろい)を貫(つらぬ)いた？」

			「あんな小さい弓で？」

			　周りがどよめく、興奮が収まらない。

			　俺が作ったクロスボウの弓力は、大弓の２倍近い79キロあり、初速は秒速１０２メートルを誇(ほこ)る。時速にすれば約３６０キロメートル。これくらいの鎧(よろい)は、貫(つらぬ)いて当然だ。

			「みんな、見てくれたか。この弓は非力な女性でも使えて、どんなものでも貫(つらぬ)く。これさえあれば、だれでも帝国と戦える弓兵となるんだ！」

			　その興奮をさらに盛り上げる。

			　しかし――。

			「騙(だま)されるな、確かに鎧(よろい)を貫(つらぬ)いたが、あらかじめ弦は引かれていた。こんな強力な弓の弦が、ルシエに引けるわけがない！」

			　村長は必死の表情で言う。俺は余裕の笑みで口を開いた。

			「ルシエ、昨日教えたとおりやってみて」

			「うん、わかった」

			　無事、鎧(よろい)に矢が当たって安(あん)堵(ど)していたルシエは、クロスボウの先端についている輪を地面に押し当てると、その中につま先を通して踏みつけた。

			　さらに、昨日渡した弦にひっかけるＳ字の道具を２つ取り付けて、両手と背筋で弦を引き、出っ張りにひっかけて固定する。

			　片手では到底79キロの弓力の弦なんて引けないが、両手と背筋を使えば、女の子でも引けてしまう。

			「それじゃ、もう１発撃つね」

			「頼むよルシエ」

			　俺がそう言うと、ルシエは矢をレールのくぼみにセットし、トリガーを弾く。

			　再び矢が鎧(よろい)を貫(つらぬ)いた。

			「見ての通り、ルシエでもこの弓は引ける。しかも、普通の弓と違って、弦を引いたまま動ける」

			「確かにルシエでも引けたな。だが、普通の弓と違って、毎回地面に先端をつけていれば連射ができないだろう」

			　村長は勝ち誇(ほこ)ったように言う。

			「そんなもの、少しの訓練と運用次第でどうにでもなる。それに、俺たちエルフに連射の必要があるのか？　一撃で仕留めればいいだけだ」

			　俺はそう言うと、ルシエに渡したものとは別のクロスボウを手に取った。鎧(よろい)からどんどん離れていき、２００メートルほど離れたところで足を止める。

			「俺たちエルフは目がいいし、距離感に優れ、風に愛されている」

			　それこそが、エルフが弓兵として優れている所以(ゆえん)だ。

			　遠くまで物が見え、動体視力が優れ、抜群の距離感を持つ。すべて、弓の扱いに必要なものだ。

			「魂を込めて放つ矢は、外れない」

			　俺は風よけの魔術を矢にかけて、放つ。

			　風の影響を受けない矢は、重力以外で狂わない。

			　それに、何度か試したが、この世界ではコリオリ力……地球の自転による影響がない。

			　だから、自由落下の計算だけをすれば、狙った通りの軌(き)道(どう)で矢は飛んでいく。

			　本来、クロスボウの弱点として、構造上、矢を短くしないといけない上に、長い矢羽がつけられないせいで、慣(かん)性(せい)の力と揚(よう)力(りよく)を受けにくく直進性が劣(おと)る。そのため、矢がぶれたり射程が落ちたりするが、エルフはその弱点を無視できる。

			「ほら、見てのとおりだ」

			　秒速１０２メートルの矢は、１・９秒後に的に届く。そこから計算した自由落下距離は、18・１メートル。俺はその距離の分だけ、鎧(よろい)の中心から上を狙って矢を放った。

			　矢は、吸い込まれるように鎧(よろい)に命中し、貫通する。

			　風の加護のおかげで空気抵抗がないので、矢の威力が減(げん)衰(すい)しないのだ。

			　風の加護は、エルフなら真っ先に習得し、誰でも使える簡易的な魔術でもある。

			　そう。この場にいる全員が２００メートル先から致命的な威力を持つ矢を放てるのだ。

			　俺の長距離射撃を見て、さらに会場が沸(わ)く。

			　俺は再び鎧(よろい)の近くに移動した。

			「今みたいな長距離射撃まではできなくても、俺たちエルフなら、ちょっとした訓練で１００メートル以下での必中射撃はできるだろう。帝国の兵士が斬りかかってくるまでに、皆殺しにできる」

			「馬鹿な！　弓の訓練なんて、年単位でかかるだろう。５年前の戦いで、一流の弓使いはみんな死んだ。弓なんて論外だ」

			　村長の悪あがきは続く。

			　実際、弓は扱いが難しい。構え、引き手の角度、離すタイミング。どれも熟(じゆく)練(れん)の技を要する。一流の弓兵になるまでは、数年が必要だ。

			「普通の弓ならな。だけど、クロスボウは引き金を引くだけだ。なら試してみよう。誰でもいい、この弓を引いてみたい奴は出てこい」

			　そう言うと、我先にと何人かが広場に進み出た。２人の村人にクロスボウを渡した。

			　２人の村人は、先ほどルシエがやったように弦を引き、矢をつがえ、次々と20メートル先の鎧(よろい)に矢を当てて貫通させてみせた。

			　これもまた、クロスボウの魅(み)力(りよく)だ。たとえ弓兵に必要な資質を持ったエルフでも訓練なしに弓は扱えない。村長の言うとおり、弓の名手のほとんどが先の戦いで死に、今では猟に行ったことがある数人しか、まともに弓を扱えない。

			　今回武器を作るにあたって、数日で誰もが使えるようにすることは最低条件だと俺は考えていた。

			　エルフの村では、戦いの専門家を作る余裕がない。農業の片手間に一般人が戦えて初めて、意味がある。

			「これでもまだ文句があるのか？」

			「ある！　たった２本の弓で何ができるんだ！　兵士は、一度に何人攻めてくると思っている」

			　予定通りの反論。その言葉を待っていた。

			「誰が２本だけと言った？」

			　俺は【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】の部分解放を行い、ディートの【アイテムボックス】を起動。昨日までに作った50丁のクロスボウをすべて取り出した。

			　圧倒的な破壊力を持つクロスボウが並ぶその光景には、魂が魅(み)入(い)られてしまうほどの異様な雰囲気があった。

			「足りなければ、まだまだ用意しよう。見ての通り、弓はたくさんある。撃ちたい奴は、どんどん撃ってくれ」

			　その言葉に、遠巻きに見ていた村人が集まってくる。

			　村人たちは次々に矢を放ち、鎧(よろい)は穴だらけになっていた。

			　それは、ただの村人が一瞬にして、屈強な兵士の鎧(よろい)を貫(つらぬ)く弓兵に変わった瞬間だった。

			「これでわかっただろう？　もはや、帝国の鎧(よろい)なぞ恐れる必要はない。ただの鈍重な的だ！」

			　帝国兵士の基本戦術。遠距離戦を捨て、無敵の鎧(よろい)を以(もつ)て突撃し斬り伏せる。

			　それを根(こん)幹(かん)から破壊する。

			「俺たちは勝てる！　もう、誰も死なせない。自由を取り戻すんだ！」

			　今までは誰も信じなかった甘い言葉。それを、クロスボウの威力が村人に信じさせる。

			　クロスボウを撃てばわかる。自分たちは帝国の兵士を殺せる。実際に、自らの手で憎い帝国の鎧(よろい)を貫(つらぬ)いてしまえば、感情に歯止めが効くはずなんてない。

			「うおおおおおおおおおおおおおおおお」

			「勝てる！　勝てる！」

			「母ちゃんの仇(かたき)をとってやる！」

			　恐怖による抑(よく)圧(あつ)や大事な人を奪われた怒りが、はじけ飛ぶ。

			　こうなれば、あとは成り行きに任せればいい。

			「落ち着け、落ち着くんだ。確かに、シリルは帝国に勝てるかもしれない武器を作った。だが、負けるかもしれん！　戦えば大勢死ぬ！　いいじゃないか、今のままで、おとなしく帝国に従えば、死ぬのは毎年たった10人で済むんだぞ」

			「村長、俺は10人をたったとは思わない」

			　俺は村長を睨(にら)み付けた。

			「だが、戦えばきっと、もっと死ぬ」

			「俺がそうはさせない。クロスボウなんて、数ある武器の１つだ。俺がこの村の皆を死なせない方法を、いくつも用意してみせる」

			　堂々と言い切る。今までの俺の行動が、その言葉に説得力を持たせていた。

			「だっ、だが」

			「逆に聞こう。どうして、そこまで戦いたくないんだ？」

			「何度も言っているだう。少しでも犠(ぎ)牲(せい)を減らすためだ！」

			「本当に？」

			　村長の目をまっすぐ見て、俺は問いかける。

			「村長は、今の生活に満足しているから、そう言っているだけじゃないのか？」

			「なっ、何を言っているんだ!?　そんなこと、あるわけないじゃないか！」

			「そうか、なら良かった。俺は思うんだ。この村の未来を決めるのは、村人自身だって。だから、みんなの声を聞かせて欲しい」

			　そう言って、周りにいる村人たち１人１人を、見回す。

			「このまま、自由と尊(そん)厳(げん)を奪われ搾(さく)取(しゆ)されながら、怯(おび)えて暮らすのがいいか？　自由と誇(ほこ)り、そして何よりも大事な人たちの命を守るために戦うのがいいか？　この場で選んでくれ」

			　俺の言葉を聞いて、あたりに緊張感が生まれる。

			「まず、今の暮らしを望むものは拍手をしてくれ！」

			　俺がそう言うと、村長と、その子飼いの連中が思い切り拍手をする。全体の１割にも満たない人数だ。

			「次に、戦い、自由を取り戻すことを選ぶものは、拍手をしてくれ」

			　拍手喝(かつ)采(さい)。ほとんどのエルフたちが、力いっぱいの拍手をする。そう、誰もが現実を変えたいと思っているんだ。

			「見ての通りだ、村長。村人たちは、戦うことを選んでいる。この想いを無視するのか！」

			「うるさい！　みんな熱気に当てられただけだ！　こんな重要なことを、この場で決められるか！　わしは帰らせてもらう」

			　そう言い捨てると、村長は皆の前から消えた。

			　村のエルフたちが、俺のところに集まってきた。

			「シリル、すごいな。本当に鎧(よろい)を貫(つらぬ)く武器を作るなんて！　こんな材料どこにあったんだ？」

			「食料を盗むときに、鎧(よろい)とか剣も一緒にちょろまかしてね。それを溶かして使ったんだ。あとはカエデの木だね。木の部分のほうが大きいから、数を揃えられたんだ」

			「この弓の他にも、用意があるって本当？」

			「ああ、もちろん。俺は、皆を死なせないためにいろいろ準備をしてるし、もし怪(け)我(が)しても俺が治す。だから、一緒に戦って欲しい」

			　俺はそう言って頭を下げる。

			　一緒に戦うと、みんなが言ってくれた。

			　村人たちの気持ちは固まった。あとは村長をどうにかするだけだ。

		

	
		
			　

			第14話　村(むら)長(おさ)

			　

			「シリル、良かった！　無事に終わって」

			　家に戻るなり、ルシエが感極まったような声をあげて、抱き付いてきた。

			　俺よりもずっと、俺のことを心配してくれていたようだ。

			「ルシエ、まだ無事に終わったわけじゃないよ。本番は帝国との戦いだ。こんなのまだ、前(ぜん)哨(しよう)戦(せん)だ」

			「でも、シリルが急にいなくなることは、なくなったよ」

			　ルシエは涙声になっている。俺はそんなルシエが愛おしくなり、頭をぽんぽんと優しく叩いた。

			「シリルがいなくなったら私、１人になっちゃうよ」

			「大丈夫、１人にしないさ。……先月までは、この家も、もっとにぎやかだったのにな」

			　前回の徴(ちよう)収(しゆう)で、俺たちの親代わりだったルシエの祖母と、４つ年下のルシエの妹が連れて行かれた。

			　４人の仲(なか)睦(むつ)まじかった家族も、今や俺たち２人きり。寂(さび)しくないわけがない。それなのにルシエは、俺のために気(き)丈(じよう)に振る舞ってくれている。

			「本当にいなくならない？」

			「約束する。それにもし俺がいなくなっても、ルシエだったら、嫁に欲しがる男はいくらでもいるだろ」

			　ルシエは14歳。この村では、結婚できる年齢だ。

			　そして、ルシエは美形が比較的多いエルフ族の中でも、飛び抜けて美人だ。独身の男のエルフで、ルシエにプロポーズしていないエルフはたぶんいない。

			「嫌だよ。私はシリル以外の人と、そういう関係になりたくない」

			「俺とならいいんだ」

			「ノーコメント」

			　はぐらかされてしまったが、それでもいいだろう。

			　言葉にしなくても、伝わるものがある。

			　俺はルシエの脇に手を入れて持ち上げた。あまりの軽さに驚く。

			「ルシエは軽いな。もっと肉をつけないと。狩りに行ってうまい獲物を狩ってこないとね」

			　続いて、密着状態をいいことに日課となった健康状態のチェックを行った。

			　ビタミン欠(けつ)乏(ぼう)症(しよう)はだいぶ良くなった。ただ、やはり少々痩(や)せすぎだ。粗(そ)食(しよく)で畑仕事をしているから、しょうがない部分もあるが。

			　山にはイノシシがいる。シカ肉もいいが、栄養を摂(と)るなら、脂肪がたっぷり乗ったイノシシのほうがいいだろう。

			「私たちだけで食べちゃダメだよ。ちゃんと皆で分けようね。今のうちに、干し肉をいっぱい作らないと」

			　雪が積もる冬の間は作物も育てられないし、狩りも天候のいい日しかできない。それも、山の天気が変わる前には戻ってこないといけないので、大物は滅多に取れない。

			　だからエルフの村では、麦の収穫が終わり税を払い終えると、女子供は来年に向けた畑の準備をする。男たちは畑の作業と並行して、山でシカやイノシシ、ウサギを狩る。

			　それを日干しにすることで、貴重な冬の食料とする。

			　もっとも、この時代の原始的な弓とナイフでは、そうそう獲物は捕らえられない。４～５人で狩(しゆ)猟(りよう)犬(けん)を連れて２、３日山に籠(こも)り、シカを１匹捕れればラッキー、ぐらいの感覚だ。

			　狩りの名人が、先の戦いで軒並み死んでしまったのも痛い。

			　それでも俺なら、生態系への影響を無視すれば１度に10匹ぐらいは狩れてしまうだろう。

			「ちゃんと、皆の分も捕るさ。でも、１番美味(おい)しいところを、１番初めにルシエに食べて欲しいんだ。それぐらいの役得があってもいいだろ？」

			「どうして、シリルはそこまで私にしてくれるの？　なんでも教えてくれて、鍛(きた)えてくれて、いっぱい素敵なものをくれて」

			「ルシエが好きだからだよ」

			　そんなこと、決まりきっている。

			　俺はありのままの気持ちを、ルシエに伝えた。

			「ずるい。私はそんなに素直に言えないのに、簡単に言葉にできて」

			　俺に体を持ち上げられたまま、ルシエは頬を膨(ふく)らませた。俺は優しくルシエを地面に下ろす。

			「あのときこうしていれば良かった。そんなのは、もうたくさんだからね。俺は、自分の気持ちに遠慮はしないことにしてるし、やれることは全部やることにしているんだよ」

			「やれることは全部やる……いい言葉だね。私も、見習わないと」

			「まずは、俺への気持ちを素直に言葉にするところから始めたらどうだ？」

			「そういうこと言うから、言えなくなるの！」

			　どうやら、お姫様の癇(かん)に障(さわ)ってしまったらしい。ルシエはそっぽを向いた。

			「気長に待ってるよ。いろいろと、今できることをしながらね」

			「悪そうな顔してる。また、何かたくらんでるの？」

			「うん、いろいろとね。うまくいけば、この村でもっと動きやすくなるよ」

			　迅(じん)速(そく)に、だが焦らずに、俺は環境を整えるための布(ふ)石(せき)を打っていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺がクロスボウを披(ひ)露(ろう)してから、２日が経った。

			　その間に、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】でドワーフのクイーロとなり、井戸を掘った。

			「毎朝、水を汲むためだけに森に行くのも馬鹿らしかったしな」

			　今までは重い水瓶を背負って、湧水を汲みに山に入っていたが、どう考えても効率が悪い。

			　俺は、昼のうちにシリルの水魔術で地下水の流れを掴み、水質を調査した。飲料水にでき、地(じ)盤(ばん)沈(ちん)下(か)の恐れもないと確認した上で、ドワーフのクイーロになって穴を掘り、掘った穴を焼き固めて井戸を作った。

			　ポンプも作ろうかと思ったが、村の皆も水魔術で簡単に水を汲み上げられるので、そのままにしてある。

			　簡単な日曜大工だったが、かなり好評だった。

			　そんな些(さ)細(さい)なことを繰り返しながら、クロスボウの増産と、人間との戦闘時に使う【特別な矢】の用意を進めた。

			　だが、肝(かん)心(じん)の村の方針が決まらなかった。村長が帝国と戦うことに首を振らないせいだ。

			　村人たちの不満は日に日にたまっていった。村長を代えろ、という意見まで出てきた。

			　俺は、そんな声を広げるために、いろいろと地道に動いていた。

			　患(かん)者(じや)を治療しながら、

			『村長を代えろって話が出ているらしいよ』

			『噂で聞いたけど、俺が奪った食料に入ってた蜂蜜酒(ミード)、もう全部村長１人で飲んだらしいんだ。こういうの今回だけかな？』

			　などと、何気なく言ってみたりした。

			　他にも、

			『今まで、魔石にされたエルフって、村長に嫌われている連中が多かったよな』

			　と、誰となく話している。

			　平時なら、誰もが聞き流して終わりだ。

			　しかし、今の村の状態はそれを許さなかった。噂は広がり、それはエルフたちの中で明確な意志となり、村長を精神的に追い詰めていた。

			　直接的な行動がなくても、自分に対する悪感情は伝わってくるものだ。それに、今、村人を刺激すればどうなるかは、容(よう)易(い)に想像がついてしまう。

			　村長は「帝国と戦おう」なんて、口が裂けても言えなかった。今のエルフの村で一番贅(ぜい)沢(たく)で、安全が確保された生活を捨てられなかった。

			　かといって、これからも帝国に従う、なんて言ってしまえば、村人たちが何をしでかすかわからない。

			　何も言えないでいるうちに、状況はどんどん悪くなった。

			　村長にとって、今の状況は袋(ふくろ)小路(こうじ)に迷い込んだ状態だった。

			　だから、そこに俺は毒餌を撒(ま)いた。安易な第３の選択肢を目の前にぶらさげる。しかし、その先には破(は)滅(めつ)が待っているのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それは深夜だった。

			　俺は眠っている間も常に、意識の一部を起こしておき、風のマナとリンクさせている。

			　戦場にいた頃のくせだ。寝込みを襲われるのが一番危ない。しかも、今の俺は恨まれる立場にいる。

			　そして、罠(わな)も仕掛けていた。

			　風のマナが警(けい)鐘(しよう)を鳴らす。ついに獲物が罠(わな)にかかった。

			「もう少しもつと思ったんだけど、意外に気が短かったな」

			　俺は目を開けて、風のマナとの同調を高め、視覚情報を取得する。

			　深夜だというのに、１台の馬車が村から出ようとしていた。

			　あらかじめ村の周囲に、薄い金属の箱に鉄の球を入れた、風を強く吹き入れれば騒がしい音がする装置を設置しておいた。

			　それに、風を思い切り吹き込む。

			　村中に音が鳴り響く。村中のエルフたちが起き上がり、何事かと家から飛び出た。

			　俺も急いで外に出て、大地を蹴(け)る。もちろん、風のマナの力を借りた高速移動だ。

			　一瞬で村の入口に到着した。音に驚いた馬を必死に落ち着かせるために御(ぎよ)者(しや)が右往左往する馬車の前に、仁(に)王(おう)立ちする。

			「こんな夜更けにどうしたんですか？　村長」

			　必死に笑みを堪(こら)えながら、俺は柔らかい口調で問いかける。

			「シリル、なぜ!?　そこをどけ！」

			　御(ぎよ)者(しや)を務めているのは村長。荷台にいるのは、彼の妻と息子夫婦だ。

			「どけ？　なにか急ぎのようでもあるんですか？　それこそ、俺の質問に答えられないような」

			「うるさい！　どかなければ轢(ひ)き殺す！」

			　ようやく落ち着いた馬に鞭を入れ、村長は前進しようとする。

			　たかが馬で、俺をどうにかできると思っているのが滑(こつ)稽(けい)だ。

			　風で馬に足払いをかける。馬には罪がないので、なるべく足を痛めないように腹から転倒させた。

			　狙い通り荷台が倒れ、中身が周囲にぶちまけられた。

			　貴重な蜂蜜酒(ミード)、胡(こ)椒(しよう)、塩、それに干し肉や小麦だ。さらに、重い音がする皮袋があった……俺が仕掛けた罠(わな)だ。

			「おい、どうしたんだ！」

			　そこに村人たちが集まってきた。

			　さあ、状況は整った。

			「いや、帝国の兵士が村に侵入したときのための罠(わな)が作動したと思って来てみたら、村長がこんな深夜に馬車で外に出ようとしていたんだ。声をかけたら、轢(ひ)き殺されかけた。思わず、俺も抵抗してしまったよ」

			「ただ事じゃないな」

			　野次馬が増えていく。さあ、火種を撒(ま)こうか。

			「それで、村長、どうしてこんな時間に外出を？」

			　俺の質問に、村長は脂(あぶら)汗(あせ)を流すだけで返事はかえってこない。

			　なら、状況証(しよう)拠(こ)を集めていこうか。

			「荷台には、酒とか、胡(こ)椒(しよう)とか、貴重品ばかり、干し肉と小麦もかなりあるな。４人だと、２週間分、といったところか」

			　俺の言葉に、勘のいい村人たちが勘づいたようだ。

			「それにこの皮袋の中身は、補給基地から俺が奪った現金じゃないか」

			　補給基地には、食料や武器もあれば、硬貨もあった。

			　優先順位は低いので最小限しか持ち出せなかったが、それでも金貨50枚に、銀貨２００枚はあった。

			　それによくよく見ると、もう１つ皮袋があった。これは俺の知らないものだ。

			　中を覗くと、銀貨と銅貨ばかりがぎっしり詰まっている。エルフの村では滅多に金は使わないが、もしものために最低限は用意してある。それを持ち出したのだ。

			「さて、村長、わざわざ深夜に、家族を連れて、貴重品と金を持って逃げるように馬車で村から出たのは、なぜだ？」

			「わしは、そう、わしは、昔のようにエリンに食料を買いに行こうとしたんだ。シリルが盗ってきた食料と、村の備蓄だけだと不安があるのでな。酒や胡(こ)椒(しよう)は、売って購入資金の足しにしようとしたんじゃ」

			「そうなのか？　てっきり、俺は帝国と戦いが始まる前に、村の財産から持ち出せる金目のものは全部持って、エリンに逃げ出そうとしたのかと思ったよ」

			　帝国に支配される前は、帝国とは逆方向にあるコリーネ王国に属する大都市エリンに年に数度行って、作物や干し肉、獣(けもの)の皮で作った加工品を売っていた。また、その金で塩以外の必要な物資を買った。塩は隣の火狐の村で採れる岩塩を、様々なものと交換して得ていた。

			　村長は、そのことを言っているのだ。

			「そんなわけないだろ、わしは村長じゃからな」

			「なるほど、村長はそう言っているが、皆はどう思う？　俺はこんな下手な言い訳が通じると本気で思われていることに、腹が立つんだが」

			　周りを取り囲む村人の目は険(けわ)しい。殺意すら込めた目で、村長を見ている。

			　どこの世界に、買い出しに嫁と息子夫婦を連れて行く馬鹿がいる。

			　わざわざ深夜に出発する理由が、どこにある。

			　２週間分もの食料が必要な理由もわからない。

			　そもそも村長は、自ら買い出しになんて行かない。

			　怪しい点がありすぎて、信じられるわけがないのだ。

			「わしは、わしは！」

			「村長、あきらめろ。どれだけ言いつくろっても無駄だ。おまえは村長でありながら、村の皆を裏切った。村の財産を持ち出し、自分だけが助かろうとした。俺たちが、おまえを許せるわけがないだろう」

			　怒りを込めて、静かに言う。そして、内心では村長を嘲(あざ)笑(わら)っていた。あまりにも俺の思い通りに動いてくれた、この男を。

			　この男に、村長の器はない。ただ、俺の父親が死んだから、その後(あと)釜(がま)に座っただけ。村長になってからは、帝国の言いなりに動くだけの道具だった。その間、何も考えず、ただ、帝国によって餌(えさ)を与えられた。恐怖を知らず、肥え太ってきた。それだけじゃない。殺されるエルフを選ぶという立場は、さぞ心地よかっただろう。自分一人だけが、安全圏から高みの見物ができる。

			　そんな者が、戦うことなんてできるわけがない。他の村人と違って、帝国に対する恨みがないのだ。

			　この男に、村人たちが自分を責めることを、我慢できるはずがない。この男は村人の不満を受け止めることすらできないのだ。

			　そんなとき、突如、手元に舞い降りた大金と食料。これだけあれば、新天地で暮らしていける。そんな夢を見てしまう。それこそが、俺の撒(ま)いた毒だ。

			　エリンに逃げることは村長が自分で決めたことじゃない。俺が、そうしたいと思わせるように情報を操作したせいだ。すべては、邪魔な村長を平和的に排除し、この村を動かしやすくするために。

			「そうじゃよ。わしは逃げるんだ。悪いか！　わしは村長だ。この村のものはわしのものだ！　わしの自由にして何が悪い！　今までわしのおかげで、この村は滅びずに済んだんだ！　これくらいの役得はあってもいいだろう！　わしは死にたくない。帝国と戦うなんて真っ平じゃ」

			　村長の一言一言が村人の神経を逆なでした。

			　わざと言っているのではないかと疑いたくなるが、血走った眼、真っ赤に上気した顔が、村長が本気なのだと伝えてくる。

			「戦いたくない気持ちは、わかるよ。いいよ。逃げていい」

			　そろそろ、落としどころを用意しよう。

			　俺の言葉に、ほっとした顔をする村長。

			「ただし、馬車は村の財産だから持っていくことを許さない。蜂蜜酒(ミード)と胡(こ)椒(しよう)も。麦と干し肉は、どっちみち冬に入る前に各家庭に分配する予定だったから、その分は持っていってもいい。運ぶための鞄(かばん)ぐらいは、用意してやろう」

			「なっ、なにを言ってるんだ。なんの権限があって、そんなことを言っているんだ！」

			「逆に聞くけど、村から逃げようとしてるあんたが、どうして村長面してるんだ？　もうあんたは、村人ですらないんだ。食料を恵んでやるのは施(ほどこ)しだよ」

			　村長は、ハトが豆鉄砲を食らったような顔をしている。

			「皆もそれでいいだろう？　たとえ他人となっても、元村人を殺すのは忍びないからな」

			「待て、待ってくれ。それは、わしに死ねと言ってるのと同じじゃないか！　馬もなしに、どうやってエリンまで行けばいいんだ」

			「そんなこと俺が知るわけがないだろ」

			　俺は冷たく言い放つ。

			　この場で村長を庇(かば)う人間なんて、誰もいない。村の金と貴重な食料を盗んで逃げようとした。それを許せるような奴は、聖人だ。

			「戻る、戻るから許してくれ！　そうだ、わしがいないと誰が村を運営していくんだ！　指導者がいないと困るだろ？」

			　村長の態度が一転、懇(こん)願(がん)に変わった。

			　村からエリンまでは１５０キロ。帝国に行くよりは近いが、帝国まで伸びる舗(ほ)装(そう)された道と違い、エリンに向かう道は未舗(ほ)装(そう)だ。さらに、険(けわ)しい山を１つ越える必要がある。

			　馬があっても、かなりきつい。徒歩で行くなんて到底不可能だ。

			　だからこそ、コリーネ王国はエルフの村を支配しようとはしなかった。なんとか馬車があれば山を越えることができても、大軍を率いて村を襲(しゆう)撃(げき)するなんて、不可能だからだ。

			「大丈夫。あんたがいなくなっても、なんとかなるさ。忘れたのか？　俺は父から村長になるための教育を受けている。俺が次の村長の補佐をしてやる。それで足りない分は、村の皆が支えてくれる」

			　流石(さすが)に、まだ14歳の俺が村長に立候補しても受け入れられないだろうが、新しい村長を俺の言いなりに動かすぐらいなら容(よう)易(い)だ。

			　物事をスムーズに進めるために、俺は地道なポイント稼(かせ)ぎをしてきたのだ。

			　これで、この村を俺の思うように動かせる。

			「いや、もうシリルが村長でいいんじゃないか」

			　村１番の力自慢のロレウの言葉が響く。

			「そうね。シリルなら何でも知ってるし」

			「そうだ。俺たちを導いてくれるのは、シリルしかいない」

			「シリルのお父さんも、すごくいい村長だったし」

			　次々に、俺を村長に推(お)す声があがる。

			　意外だ。さすがに、すぐに村長になるのは無理だと考えていたのに。

			　少しむず痒(がゆ)い気持ちになる。小さな頃の夢は、父親のような立派な村長になることだった。それがこんなかたちで叶(かな)うなんて。

			「待て！　正気か！　兄のせいで、どれだけの仲間が死んだか、忘れたのか！　シリルは、その兄の息子じゃぞ！」

			　村長は俺を指さして喚(わめ)く。

			　俺の父親に対する劣(れつ)等(とう)感(かん)が、村長の気持ちに火をつけた。

			　ずっと比べられていた反動。それによって歪(ゆが)んだ男の末路。

			「父は負けた。だけど、俺は負けない」

			「口だけなら、なんとでも言えるわ」

			　確かにそうだ。俺の父だって、勝つつもりで戦っただろう。

			「実際に武器も作った」

			「そうやって希望を見せて、おまえの父のように周りを煽(あお)って、巻き添えにして殺すんじゃ。その口ぶり、考え方、何もかも兄そっくりじゃ。おまえも同じことを繰り返すぞ！」

			　言い返せない。俺の思考は鈍り、霞(かす)んでいく。俺自身が父のことを負い目に思っているせいかもしれない。舌がもつれる。

			　理論的には、村長の言葉をいくらでも否定できる。だけど、感情が邪魔をした。

			　シリルである俺に、引っ張られすぎている。

			　ここで引いては駄目だ。そうなれば、村人からの信頼が薄れてしまう。頭ではわかっているのに、１歩が踏み出せない。その勇気が足りない。

			　しかし……。

			「シリルは口だけじゃない！」

			　ルシエの怒鳴るような声が、あたりに響き渡った。

			　その言葉で、頭の中のもやが晴れた。

			「シリルは、結果を出してきた。食料を手に入れてくれた。武器も用意してくれた。怪(け)我(が)や病気を治して、みんなを救った、他にも、私たちの仕事を楽にしてくれた。そのシリルが勝てると言った！　だから、私は信じる」

			　相変わらず、どうしようもないほどまっすぐなルシエの言葉。それが、俺だけじゃなく周りに伝(でん)播(ぱ)する。

			　俺に足りなかった最後の一押しを、ルシエがくれた。

			　そう言えば、いつも立ち止まった俺の背中を押してくれたのは、ルシエだったな。守ってるつもりで、いつも守られてる。

			　笑みがこぼれる。もう、何も怖くない。

			「俺はできないことは言わない。やると言ったことはやってみせた。そしてこれからもそうする。俺は、俺たちは勝つよ」

			　声を張り上げることなく、当然のことを言うように、静かに、けれどもよく通る声で言った。

			　本当の最後の最後に重要になるのは感情だ。そして、この場の空気はルシエによって俺の味方になった。

			　周りから歓声があがる。１人１人が勝利を信じた。自分たちの明るい未来を、頭に描いた。

			　もう、村長の声は響かない。

			「わしは……どこで間違えたんだ……」

			　村長はそう言って崩れ落ちる。

			　俺は、村長に背を向け、集まっているエルフたちのほうに向き直った。

			『間違っちゃいない』

			　村長の立場なら、そうするしかなかっただろう。ほとんどの人が同じ道を辿(たど)る。強いて言うなら、人を導く立場でありながら凡人であったこと。それが村長の罪だ。

			　そして、俺は口元に笑みを浮かべた。

			　成り行きではなく、自分の意志で明言しないといけないことがある。

			「エルフの民よ。ここで俺、シリルは風の精霊、そして我らが偉大なる始(し)祖(そ)、シュラノ様の御名において誓う。新たな長となり、皆を導き繁(はん)栄(えい)をもたらすことを」

			　エルフの一族において、もっとも重い誓い。

			　世界樹に誓うのが個人間での約束なら、ハイ・エルフの始(し)祖(そ)であるシュラノ様に誓うのは、公式の場での宣(せん)誓(せい)だ。

			　これをやるには、相応の覚悟がいる。エルフの一族が誕生して以来、幾度となく続けられたこの宣(せん)誓(せい)は、想いが幾重にも重なり、ただの言葉ではなく、１つの呪いとなっている。

			　破れば、魂が深く傷ついてしまうのだ。

			　俺の想いを伝えるために、あえてこれをやった。

			　周りのエルフたちが片膝をつき、右手で拳を作り、左胸に押し当てる。エルフにおける最上位の敬礼。

			　俺が村長となることを認めた証(あかし)。

			　これで、名実ともに俺が村長になる。

			　それは、エルフ２００人の命を背負うことを意味する。それがトップに立つ者の責任というものだ。

			　だが、その重みが心地よかった。

			　必ず、この村を守る。いや、もっといい村に変えてみせる。

			「だから、俺についてきてくれ。親愛なるエルフの民よ！」
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			「「「おう！」」」

			　力強い声が重なった。

			　そして、今ここで、村長シリルが誕生する。

			　それは、幼い頃に夢見ていた自分の姿だった。

		

	
		
			　

			第15話　ガラスハウス

			　

			　村長になってから１週間が経った。帝国に動きはない。補給基地を襲った犯人探しに必死なのだろう。

			　たった１人で数十人を斬り殺した化け物のせいで、防御を固める必要が出てきた。他に兵士を割(さ)く余裕がないのだろう。

			　だが、そう遠くないうちに、村に兵士たちが来る。

			　あいつらは、俺が奪った物資の補(ほ)填(てん)をしないといけない。追加の税を取ることで補おうとするはずだ。

			　それに、あの隊長がネコババして足りない分の魔石だってある。そちらのほうが他で補(ほ)填(てん)がきかない分、重要だろう。

			　今は、村人に帝国に続く道を常に監視するように指示している。

			　もちろん、帝国への警戒だけではなく、冬を乗り切るためにいろいろと指示を出していた。

			　男連中には、クロスボウの訓練も兼ねて、山にシカやイノシシ狩りに行かせた。女性たちには、クランベリーとカエデの葉を収穫させた。それに保存できる山菜やキノコを採ってきてもらったり、肉を干し肉にしてもらっている。

			　クロスボウのおかげで、狩りの成果は例年より上がっており、食料にはいつもより余裕がある。

			　とくに力を入れているのは、クランベリーの収穫だ。これは用途が多く、いくらあっても足りない。秋の終わりには採れなくなるので、必死に備蓄を溜める。

			　俺自身も医者としての仕事の他に、村長として、いろいろと動いていた。

			　今日は、その一環で作ったものをルシエ相手に披(ひ)露(ろう)していた。

			「シリル、この透明な壁でできた建物はなに？」

			　ルシエが呆れた顔で聞いてくる。

			　今日は、ルシエを村の外に連れ出して、工房の隣に作ったとっておきを見せていた。

			「これはね、ガラスハウス。この透明な天井を通すと太陽の光はさらに強くなるし、熱を逃がさないから中は暖かい。逆に言えば冷気も逃がさないんだけど。そのあたりは、内貼り構造になっているから大丈夫」

			「シリルって、毎回、わかりにくい説明をするよね」

			「この建物の中は、外より暖かい。それだけわかってくれれば十分かな」

			　これは俺が作った温室だ。例によって、ドワーフの力を使って作ってある。

			「それじゃ、あの赤い球はなに？」

			「あれは、暖房代わりに使っている火の魔術だね。周りの火のマナを吸収して、燃えているんだ。ガラスハウスが暖かいといっても、限界があるから便利だよ。魔術の構造が緩(ゆる)んで自壊するまでもつからね。一流の魔術師が使うと、１週間はもつ」

			　もちろん、俺は超がつく一流魔術師。その俺が火のマナとの相性のいいドワーフの時に発動した魔術だ。２週間は維持できる。

			　昨日１日で、地面を耕(たがや)し、粘土を焼いて煉(れん)瓦(が)にしたものを支柱にし、石(せき)英(えい)ガラスを張り巡(めぐ)らせてガラスハウスを作った。火の球の魔術を、ガラスハウスの中に３つ配置している。

			　火の球の大きさは縦50メートル、横８メートル、高さ２メートルの一般的なものだ。このぐらいのサイズが一番扱いやすいし、俺の魔力で作れる限界でもある。

			　外の気温は10℃なのに、ガラスハウスの中は20℃以上に保たれており、暖かい。

			　そして、このガラスハウスには、とっておきのギミックがあった。

			　水のマナを込めれば、地下から吸い上げた水を鉄で作ったパイプを経由し、天上からシャワーのように撒(ま)ける装置が設置してあるのだ。

			　火の魔術で作った球はこれぐらいでは消えたりしない。

			「シリル、なんのためにこれを作ったの？」

			「当然、作物を育てるためだよ。寒いとよく育たないだろ？　今はちょっと寒くなってきたけど、この中なら、春と同じぐらいに作物が育つ」

			「そっか、寒くなってきても、この中だったら育てられるんだ。でも、さすがに雪が降り始めたら無理だよね。たぶん初雪まで３か月ちょっとだよ。それまでに収穫できる作物なんてあるの？」

			「もちろん。補給基地を襲ったときに見つけたこれなら、３か月で収穫できる」

			　俺はそう言って、大事に運んできた木箱を開ける。

			　そこには、ぎっしりとジャガイモが詰まっていた。木箱は２箱あり、重さは１つにつき20キロぐらいはある。

			　ジャガイモを育てる際にもっとも良いとされる気温は、15℃から25℃。これからどんどん寒くなっていく。適温なら３か月で収穫できるジャガイモも、気温が低いと生育が遅れて半年ほどかかる。それを避けるために、ガラスハウスを作ったのだ。

			　このガラスハウスは、やりようによっては冬でも一部の作物を育てられる村の希望だ。

			「シリル、それは悪魔の実だよね」

			「そうだよ。よくわかったね」

			　ジャガイモはこの時代、悪魔の実と呼ばれ避けられていた。帝国の補給基地で見つけられたのは、かなり運がよかったと言える。

			「それ、おばあちゃんが絶対に食べちゃ駄目って言ってたよ」

			「まあ、毒があるし、下手したら死ぬからね」

			　それこそがジャガイモが悪魔の実と呼ばれ、広まらなかった理由だ。

			「そんなの育てちゃだめだよ！」

			「下手をしなければ、優秀な作物だからいいんだよ」

			　俺はそう言って微笑(ほほえ)む。

			「この実自体には、毒がないんだ。ただ生えてきた芽は猛毒だし、ほら、これなんて緑色になっているだろ？　こういうのも毒だな。悪魔の実をよく知らない人は、平気でこういうのを食べて腹(ふく)痛(つう)や下(げ)痢(り)に悩まされて、ときには死ぬ」

			　この世界には文字を読める人が少なかった。人づてに話を聞く、というかたちでは正確な情報が伝わらない。そのせいで、何人もがジャガイモの芽を口にして体調を崩した。

			　芽が危険という情報と比べて、食べればひどい目にあう、そういう痛みを伴う話のほうは広まりやすかった。なので、なかなかジャガイモの人気が出ないのだ。

			「やっぱり、そんな危ない食べ物、駄目だよ」

			　ルシエが心配そうに言う。その気持ちはわかるが、エルフの村はせいぜい２００人、きちんと情報を行き渡らせることはできるだろう。

			　それに、どうしても育てないといけない理由がある。

			「それでも、悪魔の実はたった３か月で収穫可能だ。栄養があって、何より美味(おい)しいんだよ。そんな作物は他にはない。この村を冬までに豊かにするには、これに頼るしかない。正直、今の備蓄だと、余裕がなさすぎる。俺の読みでは、この村のエルフが乗り切れる備蓄しかないと、後で困ったことになる。論より証(しよう)拠(こ)、食べてみればよさがわかるから。ほら、１つ料理してきたんだ」

			「食べないと駄目？」

			「駄目ではないけど、俺はルシエに食べて欲しいな」

			「ううっ、わかったよ」

			　俺は出かける間際まで蒸かしていた、まだ温かいジャガイモをルシエに渡す。味付けは塩だけ。

			　それを受け取ったルシエは、えいっと掛け声を出して頬張った。

			「あっ、ほくほくして、優しい味。これ好きかも」

			「だろ？　それに収穫量も麦と段違いだ。だいたい、植えた分の20倍くらいに増える。それに、小麦と比べればすごく作るのが楽で、本当に優秀な作物だよ」

			　この時代、麦は植えた量の５倍程度にしか増えないうえに、かなりの手間がかかった。それに比べるとジャガイモは圧倒的に優秀だ。

			「それはすごいね。このおっきなガラスハウスにいっぱい植えたら、それだけで冬を乗り切れそう。もう、来年から麦の畑を潰して全部、悪魔の実を育てたらいいかも。麦なんて、半年以上も収穫までにかかるし、脱(だつ)穀(こく)したら、ほとんどなくなっちゃうもん、悪魔の実のほうがずっといいよ。木箱２つ分じゃ、この建物の中全部も厳しいけど、収穫できれば、次から村の畑全部に撒(ま)くだけの量が確保できるかも」

			「それはやめたほうがいいな」

			　俺は苦笑して言った。

			「この悪魔の実は、ジャガイモって言うんだけどね。基本的に１つが病気になると全部同じ病気になる場合が多いんだ。ジャガイモしか育ててないと、そうなったとき、村中で食べるものがなくなる。だからね、これを育てるときは、たとえジャガイモが全滅してもいい状況で育てるのが鉄則だ」

			　地球では、ジャイガイモを主食にしている村や町が、それが原因で滅んだ例がいくらでもあった。有名なのは、19世紀のアイルランドだ。

			　さまざまな要素が絡んではいるが、大規模なジャガイモの病気が広がったことで、たった４年で主食をジャガイモにしていたアイルランド人の30％近い、１５０万人が餓(が)死(し)、それを超える２００万人が国外逃亡し難民になったという。

			　ジャガイモはその優秀さから、爆発的に普及して何千万人も救ったが、同時に何千万人も殺している。

			　代表的な病気は、茎が空(くう)洞(どう)になる病気。これは、どうあがいても完全に防ぐことはできず、なるときにはなるし、１度かかれば畑のジャガイモがほぼ全滅する。ジャガイモに食を依存しすぎていると、あっという間に村全体が飢(き)饉(きん)になる。

			　便利だからこそ、そのデメリットから目を逸らしてはいけない。村全員の命を預かっている以上、失敗は許されない。

			「なんにでも、落とし穴があるんだね」

			「他にもまだあるよ。土から栄養を吸いすぎるから、同じ場所に続けて植えれば収穫量が半分になる。それに、ジャガイモにつく寄生虫が厄(やつ)介(かい)で、その対策のために一般的には１度ジャガイモを植えたら、２年はその土地でジャガイモを育てるな、って言われているね」

			　この世界にいるかはわからないが、ジャガイモを含むナス科には、ジャガイモシストセンチュウという厄(やつ)介(かい)な寄生虫が発生する。こいつはジャガイモの根にとりつき、卵を無数に産む。

			　人体には影響がないが、ひとたびその発生を許すと収穫量が激減し、増えすぎるとまったくジャガイモが育たなくなる。

			　さらにこいつは、寄生先がなくても、10年以上卵の状態で生き延びる。

			　なので、一度ジャガイモを収穫すると２年はナス科の植物を植えない。そうすることで、栄養を吸いすぎた土地を回復させると同時に、寄生虫の大量発生を防ぐのだ。

			　それでも、地面に残った卵は10年以上生きるので、少しずつ奴らは増えていき、いずれその畑ではまともに芋が取れなくなる。

			　絶対にこいつらが存在しないとわかっている土地で、こいつらが寄生していない芋を育てることができれば対策は必要ないが、今の世界では不可能だろう。

			「３か月で取れても、２年使えないんじゃ辛いね」

			「その間に、普通は別の作物を育てるんだけどね。ジャガイモと同じ種類の作物にしか奴らは寄生しないし」

			「普通ってことは、何か普通じゃない方法があるの？」

			「逆転の発想でね。１度ジャガイモを育てた土地は捨てる。なに、土地は余ってるんだ。ガラスハウスをもう１つ立てればいい。俺なら、ガラスハウスの構築から土を耕(たがや)すところまで１日で可能だ」

			　そう。汚染されていない土地で育てれば、まったく問題ない。

			　ただ、土を伝って奴らの生息域が拡大すると、どこに植えても同じだ。だからこのガラスハウスは地下３メートルに煉(れん)瓦(が)でできた底を作り、外から隔(かく)離(り)している。

			　また、この措(そ)置(ち)は土を冷やさずに、保温効果を高める狙いもある。

			　このガラスハウス内でどれだけ奴らが繁(はん)殖(しよく)しようが、このガラスハウスからは出られないので、安心して新たな畑でジャガイモを育てられる。

			「そんなことできるのシリルだけだよ……あと、さすがに毎回ガラスハウスを立てると、いつかは土地がなくなるし、もったいないよ」

			「もちろん、再利用はするさ。やつらは水に弱いからな。別の場所で芋を育てている間に、水を張って皆殺しにする」

			　わざわざ苦労してまで地下を煉(れん)瓦(が)で覆(おお)ったのは、水を張れるようにするためでもある。

			「それで死ぬんだったら、水を張って、乾かして、それから使えばいいと思うけど」

			「それが奴ら、水に弱いと言っても、３か月は生き続ける。それに、春や夏の高い水温じゃないとあまり効果がないんだ。それ以下だと死なない」

			　この方法は、地球では２０１３年にやっと発見された。

			　それまでは、明確な駆除方法が発見されていなかったのだ。

			　１４００年から対策を考え続け、２０１３年にやっと有効な策が発見されたことを考えると、奴らの恐ろしさがよくわかる。

			「怖いぐらいにしつこい寄生虫だね。あっ、そっか。そのためのガラスハウスなんだね。ここなら暖かいから、いつでも駆除できる」

			「よくわかったね。その通りだよ。ここまでしつこい奴らはなかなかいないな」

			　性質の悪さでは、俺の知る限り、３本の指に入るとは言わないが、ワースト１００の端っこぐらいには引っかかる。

			「長い前置きも済んだことだし、芋を植えておこう。２人でやれば１日で終わるはずだ」

			　俺はそう言うと、木箱の中身をぶちまける。芽の生えたジャガイモが、あたりに散らばった。

			「ねえ、この木箱に入ってるの、全部芽が出ていない？」

			「わざとそうしたんだ。植えるにはそっちのほうがいいんだよ。ルシエに食べさせた奴以外は、日光に当てて芽を出させて、いつでも植えられるようにしておいた」

			　ちなみにこの作業は村のはずれにある俺の工房でやっていた。

			　昼に外で日に当て、発芽をさせていたのだ。

			　ついでに、少しでも収穫を増やすために、大きなイモは生えてきた芽を傷つけないように四等分して種芋を増やすなど、涙ぐましい努力をしている。

			　おかげで、できた種芋は合計で４０２個。

			　きのう土魔術で整地した、土が盛り上がってできたうねが70センチ間隔で７列できている。右端のうねから、40センチ間隔で種芋を植えていく。

			　２人で黙(もく)々(もく)とやったおかげでか、なんとか日が完全に暮れる前に終わった。

			　７列のうち３列目で種芋が尽きた。土地がもったいない。もっと芋があれば、７列すべてに植えられたのに……。

			　だが、植えるものがないのであればどうしようもない。今回の収穫で次の機会にはガラスハウスいっぱいに植えられるだろう。

			　何はともあれ、これで今日の作業は終わりだ。

			　笑顔で汗をぬぐっているルシエと、目が合った。

			「終わったね、シリル」

			「ありがとう。とても１人じゃ終わらなかったよ」

			　さすがに、芽を傷つけずに、40センチメートル間隔で植えていく作業は、魔術では難しかった。４００個の種芋を１人で植えるのは骨が折れる。

			「あとは何をすればいいの？」

			「雑草が生えてきたら抜いて、虫が寄ってきたら取り除く。ある程度育ってきたら、肥料を撒(ま)くぐらいだな。あとは放置しとけばいい。そのうち茎が黄色くなるから、そうなれば根を引っこ抜いて収穫。地中に芋が大量にできている」

			　ちなみに、肥料のほうも現在製作中だ。

			　リン酸・窒(ちつ)素(そ)・カリウムのバランスを考えた上で、土を酸性に保たないといけないので、素人(しろうと)には任せられない。下手に作った肥料は、毒になる。

			　追(つい)肥(ひ)が必要となる１か月後には、ぎりぎり間に合うだろう。

			「たったそれだけ？」

			「そうだよ」

			「しかも、３か月で収穫？」

			「春並みの気温だと３か月で収穫だな。寒いともっとかかるけどね」

			「危険を冒(おか)してでも、麦畑を潰してジャガイモ畑にしたくなってきた。楽すぎるよ、これ」

			　日ごろ、麦に苦しめられているルシエは心底恨めしそうに言った。

			　その気持ちはわからなくない。麦は結構手間がかかる。それでも、米よりマシだが。

			「シリル、皆には言わないの？」

			「ジャガイモを作るのは初めてだからね。期待させてダメだったら、がっかりさせちゃうだろ。基本的には、俺１人でなんとか面倒を見るよ」

			　しんどいことはしんどいが、ジャガイモならなんとかできるだろう。

			「１人じゃないよ。私がいる。２人で頑張って作ってみんなを驚かせようよ」

			「悪いな」

			「ううん、シリルが頼ってくれて嬉しい」

			　２人で、ジャガイモが無事育つことを祈りながら家に帰る。

			　これができれば、村の食事情もだいぶよくなるだろう。

		

	
		
			　

			第16話　反(はん)旗(き)

			　

			　今日は、たい肥のできを見にきていた。

			　ジャガイモを植えた次の日から、たい肥を作り始めた。

			　下準備として肥溜めはすでに作ってあったので、それを使っている。

			　エルフの村では、各家庭で出た糞(ふん)尿(によう)は、１日に１度、村の外に捨てる。

			　俺は肥溜めを作り、そこに糞(ふん)尿(によう)を捨てるようにさせた。

			　肥溜め自体は好評だった。今までは、村の近くに捨てていたので異臭が漂っていたが、ふた付きで、かつ深い肥溜めに捨てると、臭いは気にならなくなった。

			　肥溜めは非常に衛生的な装置だ。糞(ふん)尿(によう)の発(はつ)酵(こう)が始まると、温度が70度まで上がり、病気の元となる病原菌・寄生虫などを死滅させる。何よりそれを肥料に使える。

			　発(はつ)酵(こう)させるというプロセスを踏まずに糞(ふん)尿(によう)を直接肥料にすると、窒(ちつ)素(そ)飢餓が起こる。根腐れしたり、作物が病気になったりしてしまうのだ。そもそも糞(ふん)が分解するときのメタンガスや熱で、作物にダメージを与えてしまうことも多い。

			「まあ、人糞自体、好んで使いたいものじゃないんだけどな」

			　巨大な土かめに、肥溜めで発(はつ)酵(こう)させた人糞、村の女性に拾わせたカエデの葉、麦を脱(だつ)穀(こく)したときの殻(から)を大量に放り込んで１週間放置しておいた。

			　発(はつ)酵(こう)途中はこの世の終わりのような臭いを発するので、風を流して臭いを取り除くのを忘れない。

			　人糞だけだと、リン酸・窒(ちつ)素(そ)・カリウムどれも不足しているので、それをモミジと麦で補っている。バランスの悪いたい肥は毒にもなるので、気を使って調合した。

			「よし、順調に発(はつ)酵(こう)しているな」

			　白いカビのようなものが表面に生えてきている。たい肥が順調にできている証(しよう)拠(こ)だ。

			　肥溜めには、新しい糞(ふん)尿(によう)が日々投入されているので、発(はつ)酵(こう)が完全ではない。こうして栄養になるものを足して、さらに発(はつ)酵(こう)を進ませるのだ。

			「あとは10日に１回、かき回して酸素を送り込んでバクテリアを活性化させれば、１か月かからずに使える状態になるな」

			　ジャガイモに肥料を追加する時期は、植えてから１か月後、ちょうど土の栄養を吸いきったタイミングを狙う。それにぎりぎり間に合いそうだ。

			　俺は臭いを風で吹き飛ばしながら、空気を入れるためにかめの中身をかき混ぜていく。それでも、完全には臭いが防ぎきれない。吐き気を必死に堪える。

			　たい肥が完成すれば、黒(くろ)褐(かつ)色(しよく)になる。悪臭もなくなり、土の匂いがするようになる。その光景を思い浮かべて、一心腐乱にかき混ぜていく。

			「シリル、いや、村長！　帝国兵が村に向かっている。あと30分ほどで到着する！」

			　見張り役にしていたエルフの若者、ロレウが、鼻をつまみながら、たい肥をかき混ぜている俺のところに来た。

			　補給基地を襲(しゆう)撃(げき)してから10日後か。意外に遅かったな。

			「ああ、出迎えの準備をする。クロスボウを扱えるのは、何人いる？」

			「30人だ」

			「全員に声をかけておいてくれ」

			「わかった。出迎えはどこで？」

			「村の中央で良いだろう、あそこは狙いやすいしな」

			「クロスボウを使うことになると思うか？」

			「まず、間違いないだろう。そのつもりで心構えをしろと、皆には伝えておいてくれるか？」

			「りょーかい。またあとでな」

			　そう言うと、ロレウは走って引き返した。

			　急いでいるのもあるが、この臭いが辛かったんだろう。今回のたい肥作りが成功したら、詳細なレシピを作って、この仕事はあいつに押し付けてやろうと決め、村に戻った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「これはこれは、よくお越しいただきました。帝国の方々。今日は何のご用でしょうか？」

			　帝国兵は、２台の馬車に分乗して10名でやってきた。全員が完全武装しており、警戒心をあらわにしている。

			　補給基地の襲(しゆう)撃(げき)犯がエルフの村にいるとは思っていないのだろう。ただ、先日、税と新たなエルフを徴(ちよう)収(しゆう)に来た兵士が村から帰ってきていないことを踏まえて用心はしているようだ。

			「俺は、ヨセフ。税の取り立てに来た。村長のニージェを出してもらおうか」

			　兵士の中で１番偉そうにしている人間が、兜(かぶと)を取って言った。

			　周りを見下すような表情から、性格の悪さが滲(にじ)み出ている。

			　鎧(よろい)には家紋が彫られているので、貴族様なのだろう。

			「ニージェは村を出ました。今の村長は私、シリルが担当させていただいております」

			　俺は、下手に対応した。

			「まだ子供じゃないか。冗談はよしてくれないか？」

			「いえ、エルフの村では14で成人となります。私はこの村では、大人として扱われているのです。村の皆も納得した上で、私が村長となりました」

			　ヨセフは俺の言葉には納得していないようだが、俺以外のエルフたちの様子を見て、嘘ではないと判断したみたいだ。

			「なら、おまえでいい。その紙に書いてある量の小麦と、３人の同(どう)胞(ほう)を差し出してもらおうか」

			　単刀直入に用件だけを突きつけてくる。声や仕草に余裕がない。

			　何かに焦っているのか？

			「今年の税は納めたはずです。どうしてこのタイミングで追加を？」

			　せっかくなので探りを入れておこう。こいつらの意図を確認しておきたい。

			「基地が賊(ぞく)に襲われて、本国に送る分が……どうでもいい！　早く持ってこい」

			　なるほど、これはここに来た連中を殺した報(ほう)復(ふく)ではなく、純粋に俺が補給基地を襲(しゆう)撃(げき)したことが原因だ。

			　この様子だと、補給基地を襲ったのが俺だとはばれていないな。

			「お断りします」

			「なんだと！」

			「お断りすると言いました。既に税に加えて、預け麦まで渡しております。これ以上持っていかれると、冬を乗り切れません。むしろ、そろそろ預け麦を返していただけないでしょうか？」

			　預け麦というのは、その名の通り帝国に貸している麦だ。

			　帝国は反乱を防ぐため、最低限の食料を除いた備蓄をさせないようにしている。帝国に逆らえば、預けた麦が返ってこなくなり飢(う)え死にする、という仕組みだ。税とは他に、村にある麦のほとんどを持っていかれている。

			「預け麦？　知らんな。今年は預かっていないはずだが」

			　ヨセフは平然と言った。

			　俺たちを下に見ている帝国の連中は、たとえ従っていたとしても、こうして都合が悪くなれば平気で約束を反故にする。

			「証書を持ってきましょうか？」

			「ほう、偽造した証書を持ってくるつもりか？　そんなことをすれば、この場で首を斬り落としてやろう。おまえは物わかりが悪いみたいだし、さっさと殺して、次の村長を用意してやろうか！」

			　この男は気付いていない。兵士たちを取り囲んでいるエルフたちを覆(おお)う空気が、どんどんと険悪なものになっていることを、そして背中に隠してあるクロスボウに、指をかけ始めていることも……。

			「なるほど、帝国はそういう態度に出るわけですね。いいでしょう。預け麦はあきらめます。ですが、これ以上、小麦を納めることも、村人を差し出すこともできません。私たちが飢(う)え死にしてしまいますし、仲間をこれ以上、失うわけにはいきません」

			「なぁ、てめえ！　勘違いしてんじゃねえぞ！　俺たちは頼みに来てるわけじゃないんだよ！　命令してんだ！　飢(う)え死ぬだ？　だったら、俺たちが片っ端からおまえら殺して、魔石に変えてやるよ！　そしたら食い扶(ぶ)持(ち)が減って、税を納めても冬を越えられるだろ！　俺たちは魔石がたんまり手に入ってハッピー、おまえらは村が全滅せずにハッピーで、みんながハッピーだ」

			　ヨセフは剣を抜き、俺の首元に突き付ける。さらに顔を近づけ、睨(にら)み付けてくる。

			　昔の俺だと、これだけで怯(おび)えただろう。だが、今の俺はまったく恐怖を感じない。こんなチンピラなんて比ではない恐怖と、何度も立ち向かってきたのだから。

			「面白い案ですね。ですが、もっといい案がありますよ。あなたたちを皆殺しにして、追加の徴(ちよう)収(しゆう)をなかったことにします」

			「ほう、言ってくれるね。村長になり立てで、ちょっと調子に乗ってるんじゃないか？　非力なエルフに何ができるって言うんだ？」

			「何ができるかですか？　口で言うより見てもらったほうが早いですね。早速やってみせましょうか。撃て！」

			　俺が叫ぶと同時に、20メートルほど離れた場所で兵士を取り囲むように布(ふ)陣(じん)していたエルフたちが背中に隠していたクロスボウを取り出して、引き金を引いた。

			　弦は既に引き絞られており、無数の矢が殺到する。

			　矢は、あっさりと兵士たちの鎧(よろい)を貫(つらぬ)き、その肉に突き刺さる。

			「ぎゃああああああああ」

			「痛ぇぇぇぇぇぇぇ」

			「なんで、なんで、帝国の無敵の鎧(よろい)がぁ!?」

			　さきほどまでにやけていた兵士たちの顔が、引きつる。

			　当たり所が悪かった５人は即死、４人は生きてはいるが、地面に倒れのた打ち回っている。

			　矢には、俺が山で採ってきたトリカブトをベースに、いくつかの山菜と糞(ふん)を調合した毒が塗ってある。即効性のある神経毒で、体内に入れば激痛が走り、半日はのたうちまわり立っていることすらできなくなる。

			　クロスボウは貫通性にすぐれるが、ストッピングパワーが足りない。それを補うためのささやかな工夫だ。

			　そのおかげで、矢が刺さりさえすれば戦闘不能になる。

			　ふと見ると、あまりの苦痛に２人ほど自殺していた。少しやりすぎたか。もう少し毒は改良しないと。

			「さて、見ての通り非力なエルフでも、ここまでのことができます」

			　ヨセフは尻(しり)餅(もち)をつき、立ち上がらずに後ずさる。

			　今まで一方的に殺してきたのだ。殺される覚悟などあるはずがない。

			　周りの死体と、激痛にのた打ち回る仲間の声が、恐怖を何重にも倍増させているはずだ。

			「問題です。どうして、あなただけが生かされているのでしょうか」

			　ヨセフは何も答えない。

			　恐怖で固まっていて、それどころではないのだろう。

			「時間切れです。情報が欲しいので、拷(ごう)問(もん)できる人間が１人は欲しかったんですよ。急所を外して撃っても良かったんですけど、ちょっと毒に気合を入れすぎたので、あれを使うと壊れかねないんですよね。だから、貴方(あなた)には特別のものを用意しています」

			　俺が言い終わるのと同時に、矢が、ヨセフの太ももを貫(つらぬ)く。

			　１００メートルほど離れたところから、ルシエが撃った弓だ。彼女は筋がいい。１００メートル以下の距離であれば、ほぼ誤差なしで狙ったところに当てられる。

			「ひいいいい、おっ、俺の足に、矢が、矢が、抜いてぇ、抜いてぇ」

			　ヨセフはみっともなく喚(わめ)くが、血はそれほど出ていない。矢に塗ってあるのは、ただの筋肉弛(し)緩(かん)剤(ざい)だ。力が入りにくくなるだけで、痛みは感じないはずだ。

			「だから、今は殺さないですけど、死んだほうがましなくらいの目にあわせます」

			「やめろ！　こんなことをしてただで済むと思っているのか!?」

			「思ってないですよ。だからね。いろいろとお話を聞きたいんですよ。あなたも、ああなりたいですか？」

			　俺が兵士の死体を指さすと、ヨセフの表情が引きつった。即死を免(まぬか)れていた兵士たちも、エルフたちによってとどめを刺されている。

			　いや、そんな綺(き)麗(れい)なものじゃない。全身に無数の矢。殺すためだけなら、あそこまで必要ない。ただ恨みを晴らすために、無残に、容(よう)赦(しや)なく、苛(か)烈(れつ)に、怒りを叩きつけられている。

			　古来、戦場に出て人を殺せない兵士というのは、問題になっていた。統計では、新兵の70％が引き金を引けないとある。銃ですらそれだ。剣や槍だと、手に感触が伝わる分その傾向が強くなるらしい。

			　俺の最大の懸(け)念(ねん)はそこだった。戦場を知らないエルフたちが、本当に人を殺せるのか。

			　だが、その心配は杞(き)憂(ゆう)だった。今まで虐(しいた)げられた痛みが、大事な人を奪われた悲しみが、今隣にいる仲間を守ろうとする気持ちが、引き金を引かせている。

			「俺たちは、もう逃げない。何も奪わせない。立ち向かう勇気と覚悟がある。そして、勝つための武器がある」

			　周りのエルフたちが頷(うなず)く。俯(うつむ)いて涙を流す日々は、もう終わりだ。

			　たとえ傷ついても、前を向き必死に足(あ)掻(が)く。その気持ちを全員で共有できている。

			「お、落ち着こう。そうだ、前に来た連中が帰ってこなかったから、この村は反乱の疑いを持たれている。俺たちが戻らないと、疑いは確信に変わる。完全武装した兵士５００人が、この村を襲う手はずになっているんだ！」

			「それで？　もう俺たちはおまえ以外を殺した、あとは、どう戦うかだけの話だ」

			「俺を逃がしてくれたら、村を襲わないように手配するから。そうだ、ちゃんと小麦と、３人のエルフを差し出してくれたら、死んだ部下は全員、野盗に殺されたことにしてやる！　だから殺さないでくれ！　あんただってわかるだろ？　５００人の兵士だぞ？　そんなのが来たら、こんな村は一瞬で終わりだ。なぁ、頼むよ」

			「たった５００人だろ。それくらいなら何とでもなるな」

			　５００人程度でどうにかなるとは、舐(な)められたものだ。

			　帝国からこの村は遠く、道は険(けわ)しい。距離は２００キロ以上あり、しかも道が舗(ほ)装(そう)されているとはいっても村は山の中腹にある。組織的な進軍は難しいし、莫(ばく)大(だい)な金がかかってしまう。

			　５００人以上で攻めれば、費用がかかりすぎて、魔石を得られても割に合わないのだろう。

			「まあ、つもる話は２人きりでゆっくりしようか。大丈夫、殺しはしないさ。さっき言ったように、聞きたいことがたくさんある。それに、もう１つ殺さない理由があるんだ。あんたの鎧(よろい)、立派な家紋が彫られているよな？　良い細工だ。それ、貴族の証(あかし)だろ？　貴族は金になるんだよ」

			　ヨセフの鎧(よろい)の中央の目立つ位置には、ライオンをかたどった紋(もん)章(しよう)が刻まれている。

			　帝国では、こういった飾り付けは貴族の特権だ。平民には許されていない。

			「５００人の部隊との戦いが終われば、まとめて身代金を請求するから、それまでちゃんと生きていてもらう」

			　この時代、捕(ほ)虜(りよ)の身代金の要求は極めて一般的だ。

			　もちろん、そこらの雑(ざ)魚(こ)兵でやったところで無視されるだけだが、貴族は金になる。身内は金を持っているし、体面を気にしてくれる。どこどこの家は、亭主のために金を払ったのに、どこどこの家は金惜しさに見捨てた、なんて噂が立つとまずいのだ。

			　金は少しでも多めにほしい。この村での自給自足には限界がある。他の村や街から商品を仕入れるには、金がいくらあってもたりない。

			「嫌だ、嫌だ、こんなの嘘だ」

			　俺は、子供みたいに駄々をこねるヨセフを引き摺(ず)って、村長宅の倉庫に入った。

			　鎧(よろい)を脱がす。さきほどいろいろと情報を得られたが、やはりちゃんとした手段で聞き出さないと、イマイチ信(しん)憑(ぴよう)性(せい)に欠ける。

			　ヨセフは、必死に逃げようとしているが、毒のせいで体は自由に動かないようだ。

			「これにしようかなっと」

			　俺は焼けた鉄パイプを握り、ヨセフに近づいた。

			　まずは、５００人の兵士というのが、どこまで信(しん)憑(ぴよう)性(せい)のある話かを確認しないと。貴族様だから、他にもいろいろと話を聞けるだろう。

		

	
		
			　

			第17話　訓練

			　

			　ヨセフを拷(ごう)問(もん)して聞き出した情報によると、どうやら５００人の兵士が攻めてくるというのは、かなり信(しん)憑(ぴよう)性(せい)が高いようだ。

			　ただ、村に来た兵士が戻ってこないことを疑問に思うまでには時間がかかるうえ、補給基地にいる連中だけでは、５００人も兵を用意できないので、都から招集する必要があるようだ。

			　つまり、最低でも10日は余裕がある。

			　この時間を、決して無駄にはしない。

			「戦場だと、１人１人が弓を放つよりも、全員で一斉に放ったほうが弾幕が形成されて効果が高い。だから、俺の合図に合わせてクロスボウを撃つ練習をしよう」

			　俺は、村の外に設置した射撃の練習場に、１００人のエルフたちと来ていた。

			　毎朝、仕事を始める前の２時間を訓練の時間に当てている。それぞれの生活があり、それ以上の時間は訓練にさけない。もっとも、クロスボウの訓練はそれだけあれば十分だ。

			　集まった皆は、性別も年齢もバラバラだ。弦を引けること、そして風避けの魔術を使えることを最低限の条件にして希望者を募(つの)った結果、１００人程度集まった。

			　クロスボウは補給基地から奪った金属を使って、予備を含めて１２０丁を作ってある。

			　手持ちの金属はほぼすべて使いきったが、先日、10人分の鎧(よろい)と剣が手に入ったので助かった。これは、敵の進軍を阻(はば)む道具に変えよう。

			「目標は50メートル先の的だ！　50人ずつ隊列を組め！」

			　俺の言葉に従い、１００人のエルフが50人ずつに分かれて、２列になる。

			「全員、矢をセット。目標は15秒以内だ！　では、はじめ！」

			　俺は秒数を数えながら、エルフたちの様子を見る。

			　訓練を始めたばかりの頃はぎこちない動きだったが、今ではずいぶん手慣れてきている。人によっては、10秒足らずで矢をセットしている。

			「よし、全員目標はクリアだ。次は10秒で狙いをつけろ。前列、構え！」

			　俺の言葉で、前列の50人がクロスボウを構える。凛(りん)とした空気が場に流れる。

			「放て！」

			　きっちり10秒後、矢が放たれた。矢は的に向かって一直線に進む。

			　的は、地面に刺さった木の棒に、兵士たちの兜(かぶと)をかぶせたものだ。人間の腹にあたる部分に◎が書かれており、そこを狙っている。

			　兜(かぶと)も溶かして素材にしたいが、的を帝国の兵士に見立てることでやる気を出させ、さらに本番で矢を撃つのを躊(ちゆう)躇(ちよ)しないようにするためにそうしている。

			　実際の戦いでも、人間を的と認識して矢を放ってくれるようになればベストだ。

			　即死を狙える頭や心臓ではなく、腹を狙わせるのには理由がある。

			　特別製の毒矢は、刺さりさえすれば敵を戦闘不能に追い込める。的が広く、なおかつ動きが少ない個所を狙うのが、もっとも効率がいい。

			　それに、敵は殺さないほうが都合がいい。人質にもできるし、傷ついた仲間を助けようとして、他の兵士の動きが鈍ることもある。１人を殺すよりも怪(け)我(が)人を抱え込ませるほうがいいのだ。

			「着弾確認！　前列後退、後列前へ」

			　俺の言葉で前列の50人が素早く後ろに下がり、後列の50人が１歩前に出る。

			「構え！」

			　その言葉で、前列はクロスボウを構え、さきほどクロスボウを放った50人がクロスボウの先端を地面に押し当て、弦を引く。

			「撃て！」

			　そして、再びの一斉射。矢が木の棒に吸い込まれていく。

			「着弾確認！　前列後退、後列前へ」

			　さきほどのリプレイでまた前列、後列が入れ替わる。新たに前に出た50人のクロスボウには、既に矢がセットされている。

			　俺は、それを20回ほど繰り返させた。

			「全員、休め。うん！　的中率が９割を超えてきた。みんな、いい腕だ」

			　そう言いながら、村人たちのほうを向き、笑顔で褒(ほ)める。

			「前列と後列の入れ替えも、かなりスムーズになってきた。最終目標の30秒間隔での一斉射も、かたちになってきたよ。ここまで短期間でできるとは思っていなかったから、びっくりしている」

			　今練習している陣形は、クロスボウの弱点、普通の弓に比べ連射ができず、弾幕形成能力が欠ける点を補うための小細工だ。

			　前列、後列を入れ替えることで攻撃の間を減らす。

			　それでも、連射能力は普通の弓に劣(おと)ってはいる。しかし俺たちの矢は、弾幕でありながら１発１発が致命的な威力を持った精密射撃だ。従来の、矢を適当にばら撒(ま)くだけの戦術とは破壊力がまったく違う。

			「シリル村長、これなら、帝国の連中なんていちころだな」

			「だな、見ろよ。これが実戦なら、皆、腹ぶち抜いてやってるぜ」

			「本当、これなら帝国兵なんて楽勝よ。弓と違って、このクロスボウは簡単で良いわ」

			　みんな、順調に腕が上がってきていることに、気を良くしている。

			　実際、エルフの矢の技術上達の速さは異常だ。

			　その秘密は目にある。

			　エルフの優れた動体視力は、時速３６０キロの矢の軌(き)道(どう)を目で追える。人間は、着弾位置から矢の軌(き)道(どう)を推測するしかないので、矢がどういうふうに飛んでいるかはわからない。しかし、エルフたちは、きちんと見て覚えることができる。これはかなり大きい。

			　さらに、生まれつき距離感が抜群に優れている。矢を的中させるのに、彼我の距離を掴むのは最重要なのだが、その訓練が必要ないのだ。

			「確実に30秒以内での連射が可能になり、命中率を維持できれば、次は１００メートルの距離でやってみよう」

			　集団精密射撃のレンジが50メートルだと、さすがに５００人を迎え撃つのは厳しい。だが、１００メートル先から狙って当てられるようになれば、対応できる。

			「うへえ、できんのか？」

			「ちょっと自信ないかも」

			「俺ならできるぜ！」

			　後ろ向きなことを言っている連中も、目が笑っている。数日の訓練で、自信がついてきたのだろう。

			「村長は命令しているばかりだけど、練習しなくていいのか？」

			「俺には練習なんて必要ないよ。極めているからな」

			「ほう、なら見本を見せてくれよ」

			　気を大きくして余計なことを言ってしまった俺に、村一番の力持ちを自負するロレウが突っかかってくる。

			「だね。私もシリルのカッコイイところ見たいな」

			　悪戯(いたずら)っぽい表情を浮かべたルシエが、乗っかってきた。ルシエの発言に悪意はなく、純粋に俺の活躍が見たいのだろう。

			　ロレウはともかく、ルシエの期待は裏切れない。俺は苦笑しながら口を開いた。

			「わかった。見本を見せよう。まず、１００メートル先だな」

			　俺はそう言うと、クロスボウの弦を引き、矢をセットする。

			　そして３つの魔術を起動させる。

			　１つは他のエルフたちも使っている【風避け】の魔術。矢にかければ風が矢を避けてくれるので弾道がずれなくなるし、空気抵抗も受けないので威力の減(げん)衰(すい)がなくなる。

			　エルフの村では、風を起こす魔術と風避けの魔術を、ある程度の年齢になれば大人たちから教わる。逆に言えば、普通のエルフはそれ以外の魔術を使えない。

			　次に使ったのは【知覚拡張】。風のマナと一体になり、様々な情報を広範囲から得る、俺の十八番(おはこ)。他のみんなも使えると便利なのだが、脳の情報処理に過大な負担をかける上に、術式が複雑なので難しいだろう。

			　そして、最後に体内魔力だけで完結するオリジナル魔術、【プログラム】を発動させる。これは、【知覚拡張】で得た情報を元に、物理現象を演算し、その結果を俺の感覚としてフィードバックする魔術。これにより、完(かん)璧(ぺき)な弾道計算が可能になる。

			「的中」

			　俺が無造作に放った矢は、的に吸い込まれる。

			　不規則な風の変化を考(こう)慮(りよ)しないでいいので、かなり狙いやすい。

			「次は、３００メートルだ」

			　俺は、そう言いながら後ろに下がる。

			　３００メートルは俺の【知覚拡張】の限界距離だ。

			　３００メートルも離れると、重力落下も馬鹿にならない。俺は、的の42メートルほど上空を狙って矢を放つ。

			「これも的中」

			　俺が放った矢は、かなり山なりの軌(き)道(どう)を描きながら的に命中した。

			　一応、ここまでが、周りの参考になる射撃だ。

			　村人たちにこの距離の精密射撃は求めないが、【風除け】を使えば、この距離でも致命的な威力を持った状態で矢を飛ばすことはできる。

			　50人が一斉に放てば、狙いをつけなくても、かなりの敵に当てることができるだろう。

			「最後に５００メートル」

			　既に【知覚拡張】の限界を超えた。

			　俺は、全方位に広がった【知覚拡張】を前面に限定することで、無理やり的を対象に入れた。

			　狙いは、的の１２０メートル上方。重力により落ちる距離は、滞(たい)空(くう)時間が増えれば指数関数的に増えてしまうのだ。ここまで来ると、ただの曲芸だ。

			　空気抵抗がない以上、どこまでも矢は飛んでいくが、それでもこれだけ山なりだと武器として失格だ。

			　俺が放った矢は、５秒ほど空を切り裂いて、的に吸い込まれた。

			「クロスボウでの俺の限界は、ここだな」

			　俺はため息をつきながら、村の仲間がいるところに戻る。みな、俺の矢を見て呆けた顔をしている。完全に予想外だったのだろう。

			「見ての通り、使い慣れればこれぐらいのことはできる。みんな精進するように」

			　意図的にドヤ顔を作って言うと、驚きから我に返った村人たちが騒ぎ出す。

			「シリル、それ、すごすぎて参考にならないよ」

			「おまえ、本当にエルフか？　伝説のハイ・エルフじゃないのか？」

			「もう、どこからでも指揮官狙(そ)撃(げき)できるんじゃない？」

			「シリルみたいに５００メートルは無理でも、２００ぐらいなら、練習すればできる気がしてきた」

			　ワイワイと盛り上がるエルフたち。

			「まずは１００メートルからかな。というわけで、今日の練習は終了だ。矢を回収したら各自解散。おっと、その前に、みんなにご褒(ほう)美(び)があるんだ」

			　俺がそう言うと、弦を引けない子供たちや老人たちが、木の籠(かご)に赤(あか)褐(かつ)色(しよく)でしわしわの木の実を持ってきて配った。

			「シリル、これは何？」

			　ルシエが不思議そうに聞いてくる。

			「クランベリーを干したものだよ」

			「ううう、またクランベリー。酸っぱくて苦手なのに」

			　毎日、俺に無理やり生のクランベリーを食わされているルシエが、嫌そうな声をあげる。

			　他のエルフの反応も似たり寄ったりだ。野生のクランベリーはひどくすっぱく、甘みは微かにしかないので、好んで食べるものは少ない。

			「まあまあ、騙(だま)されたと思って食べてみて、ちゃんと甘いから」

			「クランベリーが甘い？」

			「なに言ってるんだ？」

			「そうだ、ほら、これやるぞ」

			　驚きの声や疑問の声をあげたり、干しクランベリーを配った子供に返したり、エルフたちはさまざまな反応をする。

			　そんな中、干しクランベリーを受け取った子供は、目を輝かせて、

			「ありがとう！」

			　と言って、むしゃむしゃと食べた。

			「美味(おい)しい！」

			　無邪気な顔で言う子供たち。

			　さきほどまで俺の言葉を疑っていた連中も、手元のクランベリーを見て、首を傾げながらも口に入れた。

			「ほんとだ。甘い」

			「うめえ」

			「あっ、くそ、やるんじゃなかった」

			　ただでさえ甘味は貴重なのに、今は訓練で疲れている。夢中になって食べるのも仕方ないだろう。

			　干しクランベリーの作り方は簡単だ。クランベリーを１００℃に熱した石作りのオーブンで、片面１時間ずつ焼くだけだ。まじめに天日干しをやろうとすると、毎朝取り出して夕方に取り込むという作業を２週間続けなければいけない。

			　熱を通すことで酸味がまろやかになり、甘味が凝縮されるので、ずいぶんと食べやすくなる。

			「シリル、こっちなら毎日食べたいかも」

			「それは駄目、もうしばらくルシエには生のほうを食べてもらうから」

			「いけず」

			「別に意地悪で言っているわけじゃないんだよ。ただ、熱を通すとどうしてもビタミンが壊れちゃうからね。薬としてみると、生のほうが優秀なんだ」

			　俺も、ルシエには美味(おい)しいものを食べて欲しい。だが、だいぶ改善されたとはいえ、ビタミン欠(けつ)乏(ぼう)症(しよう)になりかけていたのだ。もうしばらくは、たっぷりビタミンを摂(と)らせないといけない。

			「本当にうめえな。これを作るために、シリル村長は、女子供にクランベリーを摘みに行かせてんのか？」

			　自分の分を食べ終えたロレウが、手を舐(な)めながら聞いてきた。

			「確かにそれもあるよ。干しクランベリーは１年ぐらい持つから、冬の間の貴重なビタミン源になる。でも、それだけじゃない」

			　冬は生のクランベリーはもちろん、山菜もまともに採れなくなり、ビタミン源が生肉ぐらいしかなくなってしまう。健康を考えると、干しクランベリーはかなり蓄えておきたい。

			「他にも何かに使えるのか？」

			「冬になったら、酒を大量に作ろうかと思ってるんだ。その材料に必要なんだ」

			「酒!?　そんなもんがこの村で作れんのか！」

			「ああ、うまくいけば酢(す)も作れるようになる」

			「マジかよ！　すげえな。けど、今から作るってわけにはいかないのか？　すぐにでも飲みたいぜ」

			「それは無理だね。冬にしか手に入らない材料を使うんだ。それに、俺も知識があるだけで作ったことがない。失敗するかもしれないから、あまり期待はしないでくれ、駄目だったときは全部、干しクランベリーにするから」

			　俺は苦笑しながらそう言った。

			　酒と酢(す)は、エルフの村ではなかなかの贅(ぜい)沢(たく)品だ。それが自前で作れるとなると、生活は豊かになるだろう。両方ともなくても死ぬわけではない。だが、生きる楽しみにはつながる。

			　作ろうと思えば、今でも麦を原料にしたエールを作ることはできるだろう。だが、小麦の備蓄を減らしたくないし、あれは工程が多く手間がかかるので、手がける気にはなれない。

			「さあ、今日の訓練は終了だ。今からは、狩りと採取だ。冬に備えて、たっぷり準備をしよう。今年の冬は全員で乗り切るんだ」

			　俺の声に、皆が答える。気持ちが前向きになっているのが伝わってきた。この勢いで、帝国の兵を退(しりぞ)け、冬を越す。今の俺たちなら、決して難しいことではないだろう。

		

	
		
			　

			第18話　嵐(あらし)の前の静けさ

			　

			「お酒、楽しみだな！　この前、２人で飲んだミード美味(おい)しかったね」

			　家に帰ってくるなり、上機嫌でルシエが話しかけてくる。

			　今まで、モミジやクランベリーを言われるがままに集めていたが、目的がわかってやる気が出たのだろう。

			　エルフはみんなアルコールが好きだ。帝国に支配される前は、余分な食料を売り払って酒を買い込んでいた。

			　ミードやワインは高いので、もっぱら麦でできたエールを買って、収穫祭のときに飲んでいた。

			「俺が作る酒は、ミードよりずっと甘くて美味(おい)しいよ」

			「クランベリーをお酒にするんだよね？　甘酸っぱいのかな」

			「クランベリーは材料の１つで、メインは別だよ。どうやって作るのかは冬のお楽しみ」

			「冬のお楽しみか。冬が待ち遠しいなんて、初めてかも」

			　ルシエが楽しそうに笑っている。それだけでこっちの気分も晴れやかになる。

			　やっぱりルシエには笑顔が似合う。

			「でも……シリル、お酒とか作る余裕があるなら、もっとお腹に溜まるものを作らないといけないかも。今は村が大変だし」

			　浮かれていたルシエが一転して、深刻そうな顔をする。

			　ルシエは俺の仕事を見ていて、おぼろげながらでも村の状況をわかっているのだろう。

			「ルシエの言うことも一理あるけど、それじゃダメなんだ」

			　俺はルシエに優しく微笑(ほほえ)みかける。

			「どういうこと？」

			「ルシエの言うとおり、生きるために食料を集めるのは大事だよ。でもね、それだけだと人は頑張れなくなるんだ」

			「そうなのかな？」

			「そうだよ。生きるためだけに頑張るのは、疲れちゃう。楽しい明日、希望があるから、辛い今を頑張れる。村長の仕事は、大きく分けて２つしかないと思うんだ」

			　それは、村長だった父を見てきたときに感じた憧れであり、また、今までの様々に転生してきた俺の経験を通して得た実感でもある。

			「１つは、村の皆の生活を守ること。村人全員の力を正しく使って、皆が生きていけるようにすることだね」

			　だから、俺は食料問題に取り組んだり、村の環境をよくしたりしている。

			「そして、もう１つは村の皆に夢を見せること。明日は今日よりずっといい日が来るって、そんな夢を信じさせること。その２つができて初めて、俺は村長だ、って胸を張って言えるんだ」

			　村人たちに前を向かせる。

			　それがいい村長の条件だと、俺は信じている。

			　父が村長だった頃、村人たちは皆、笑っていた。明日を信じて努力していた。そんな村に俺はしたい。

			　青臭いことを語る俺を、ルシエはきらきらした目で見ている。

			　それがすごく嬉しくて、照れてしまう。

			「今のシリル、ちょっとかっこよかった。そっか、そうだね。ただ生きてるなんてつまらないもんね。冬になったら、戦いが終わってて、食料が十分あって、それで、シリルと２人で暇(ひま)だねって言いながら、暖炉の前で、お酒をちょっとずつ飲む。そんな明日を夢見てもいいのかな」

			「うん、いいよ。俺もルシエとそんな時間を過ごしたい。１つ追加するなら、また口移しして欲しいな」

			「……やだ」

			　顔を赤くしてルシエは目を逸らす。

			　きっと、そのときに本気で頼めば、やってくれそうだ。

			　そんなことを話していると、昼食の時間がやってきた。

			　午後からまた仕事があるので、きっちりとしたものを作らないと。

			「今日はパンを焼こうか」

			「珍しいね。シリルって、すいとんとか麺(めん)類ばっかり作って、パンは滅多に焼かないのに」

			「重要な材料が、なかったからね」

			　俺はそう言いながら、棚から瓶を取り出す。その瓶の中には、水とクランベリーが入っている。

			　水面には白い泡がびっしり浮いている。

			「うわぁ、シリル、なんかしゅわしゅわしてるし、白くて気持ち悪い。これ駄目だよ。捨てないと」

			「これを捨てるなんてとんでもない。わざわざ１週間もかけて完成させたのに」

			　そう。俺が作ったのはクランベリーを水に１週間つけて作った、酵(こう)母(ぼ)液だ。様々な用途に利用できる。

			「見ていて、ルシエ。パンと小麦と水を、こうやっていつも通り大鉢に入れてこねるだろ。それに、クランベリーの酵(こう)母(ぼ)液を入れる」

			　俺はそう言いながら、小麦を練り上げていく、それがやがて、俺の拳よりもひと回りほど大きなパンのたねに変わった。

			「あっ、大事な小麦が……。本当に食べて大丈夫なんだよね？」

			「ああ、俺を信じろ。で、これに布をかぶせて、しばらくおいて置く」

			　俺は発(はつ)酵(こう)がはじまり空気が漏れる音を聞きながら、タイミングを計る。

			　よし、１次発(はつ)酵(こう)は十分だ。

			「よし、もういいだろう。ほら見て」

			「さっきよりずっと大きくなってる。３倍ぐらいに膨(ふく)れてるよ」

			「これが、クランベリーを使って作った酵(こう)母(ぼ)液の力だよ。糖類を分解したときのガスでパンを膨(ふく)らませるんだ。それでこれを、こうしてやる！」

			　俺は巨大に膨(ふく)らんだパンをまな板に何度か叩きつける。

			「シリル、食べ物で遊んじゃダメだよ」

			「違う、違う。これも立派な調理だ。一度生地のガスを抜いて、新しい空気を入れるんだ。そうすると、酵(こう)母(ぼ)が再活動して、生地がきめ細かくなる。それを小さくして成形して、２次発(はつ)酵(こう)させる」

			「ごめん、シリル。さっきから酵(こう)母(ぼ)とか、発(はつ)酵(こう)とかよくわからないよ」

			「簡単に言えば、パンがすっごくふんわりになって、もともと麦にある栄養が吸収しやすく、しかも美味(おい)しく感じられるように変化するんだ」

			「すごいね。それにあんな量の小麦で、こんな大きなパンのたねができるなんて、素敵だよ」

			　最近になって俺が料理を始めるまでは台所を預かっていたルシエは、少ない小麦でたくさん食べられる、というところに注目したようだ。

			　いつか、そんな心配をしないようにさせてあげたい。

			「驚くのは早いよ。焼くときに、もっと膨(ふく)らむからね」

			　俺は、小さくちぎったパンのたねを、職(しよつ)権(けん)濫(らん)用(よう)で作った鉄板に並べて石(いし)竈(かまど)に入れ、火をつける。

			　あとは、しばらく待てばでき上がりだ。

			「うわぁ、楽しみ。シリル、こんなにいろいろ料理ができるんだったら、もっと前からやってくれたらよかったのに」

			「それは言わない約束だよ。もうしばらくは俺が料理当番をするからさ」

			「それはそれで、ちょっと複雑な気分。シリルのために料理を作るの好きだったし……。ちょっとずつだけど、シリルの料理も覚えてきたから、たまには私にも作らせて。今は負けてるけど、ちゃんと追いつくから」

			「ルシエのことだから、毎日作るって言い出すかと思った」

			「私が意地張って、まずいもの食べさせるわけにはいかないもん。それにシリル、いろんな料理を作りたそうだし。作りたいものがなくなるまでは、たまに私が作るぐらいがちょうどいいと思ったの」

			「まずいなんてとんでもない。俺はルシエの料理好きだよ。毎日でも食べたいぐらいだ」

			「ありがとう。でも、今はシリルの知っている美味(おい)しい料理をいっぱい覚えたいの。そしたら作ってくれた料理を私なりにアレンジして作るから。それならきっと、美味(おい)しいものを出せるよ」

			「楽しみにしてる」

			　ルシエが作ってくれるというだけで、最高の調味料だ。今から楽しみで仕方がない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ほら、焼けたよ」

			　俺は、石(いし)竈(かまど)からパンを取り出す。パンは焼く前と比べると２倍程度に膨(ふく)らんでいた。

			　俺は、そのパンの中央にナイフを入れて、半分には干しクランベリー、もう半分には、干したシカの肉を挟んでいく。

			「本当に、おっきくなった。シリル、食べていい？」

			「ああ、良いよ」

			　俺がそう言うと、ルシエは干しクランベリーが入ったパンを手に取り、ほおばる。

			「柔らかい。それにいつもより甘い。パンって、こんなに美味(おい)しいものなんだね」

			　もふもふとルシエがパンを頬張っているのを見ると、無性に頭を撫(な)でたくなる。

			「この村で作ってるのと比べれば美味(おい)しいけど、少し物足りないかな」

			　そう。水と小麦と酵(こう)母(ぼ)だけなので、パンチが足りない。せめて卵かバターがあれば、もっと美味(おい)しいものが作れるのだが、この村には家畜がいない。

			　一応、農耕用と移動手段を兼ねる馬はいるのだが、馬の乳は量が取れないし、奴らはなかなか妊娠しないので、常用するのが厳しいのだ。

			　今後のことを考えると、安定した塩の供給ルートの開拓と並行して、家畜を得ることが重要だろう。

			　コストパフォーマンスと、村でかけられる人手を考えれば、飼うのはヤギ以外ないだろう。そうすれば、ヤギ乳とバターが手に入るようになる。

			「これでも十分すぎるほど美味(おい)しいと思うよ。どうして、シリルの言ってた酵(こう)母(ぼ)っていうのを入れると、パンが大きくなるのかな？　酵(こう)母(ぼ)が小麦を増やしてるの？」

			「さすがに、小麦を増やすことはできないよ。ただ、空気がいっぱい入ってるだけさ。ほら、こうしてパンをさくと、隙間がいっぱいあるだろ。その分大きくなるし、柔らかくなる」

			「そうなんだ。でも、毎回酵(こう)母(ぼ)を作るのは面倒だね。クランベリーを水につけて１週間だよね？」

			「そうだよ。ただ、気温が低いと酵(こう)母(ぼ)が活性化しないから、温度にも気を付けないといけないかな。今はいいけど、冬場はとくにね」

			「悲しいね。冬になると、クランベリーが採れなくなるし、この柔らかいパンともお別れか……」

			　ルシエが名残惜しそうにパンを撫(な)でている。

			「その心配はないさ。酵(こう)母(ぼ)液の原料は生クランベリーじゃなくてもいい。干しクランベリーは作りだめしておく予定だ。それに、酵(こう)母(ぼ)液を毎回作る必要もないんだ。これが何かわかるかい？」

			「焼く前のパンのたねだよね」

			「正解」

			　俺は、手の平で、一欠けらだけとっておいたパンのたねを転がしながら、ルシエに微笑(ほほえ)みかける。

			「この小さなかけらの中で、酵(こう)母(ぼ)は生きているんだ。だから、次にパンを作るときにこの一欠けらを足して練り上げれば、さっきと同じようにパンは膨(ふく)らむよ」

			「わかった。じゃあ、その次作るときも、一欠けらだけ残しておけば、ずっと柔らかいパンが食べられるんだね」

			「正解。たまに酵(こう)母(ぼ)が別の菌にやられちゃうことはあるけど、基本はこれで大丈夫だよ」

			「でも、こんなの誰に聞いたの？」

			「父さんが村長だった時代に、街へついて行ったことがあってね。そのときに知ったんだ」

			　これは嘘だ。

			　地球で酵(こう)母(ぼ)を利用する術が広まり出したのは19世紀だ。せいぜい16世紀程度の文明しかないこの世界では、未知の技術だろう。

			　酵(こう)母(ぼ)の使い道はパンだけではない。

			「そっか。これ、みんなに教えてあげないとね。少ない小麦でおっきなパンが作れて、しかも美味(おい)しいなんて最高だよ」

			　俺は、この作り方を村の皆に広めて欲しいとルシエに頼もうとしたが、その前に自ら言い出してくれた。

			　今日、食べたパンがいつもより美味(おい)しい。

			　ささやかだが、それだけでも人は幸せを感じられる。

			　ルシエは、俺と違って打算ではなく、心の底から、皆にこのパンを楽しんで欲しいという善意で提案している。

			「ああ、頼むよ。酵(こう)母(ぼ)液の入ったビンは物置きにいくつかあるから、それを使って広めて欲しい」

			「うん、任せて。明日自分で作ってみてうまくいけば、みんなにシリルが見つけた方法だって言って回るよ」

			「別に、俺の名前を出す必要はないよ」

			「ううん、駄目。私は、シリルが、皆からすごいって言ってもらえると、嬉しいから」

			　ルシエの屈(くつ)託(たく)のない笑みに胸がときめく。ルシエと一緒にいると、どんどん彼女が好きになっていく。

			「ありがとう。俺はルシエに愛想を尽かされないように頑張るよ」

			「その心配はないよ。だって、私は情けないときのシリルもいっぱい知ってる。今更、嫌いになるなんてことはないから」

			　俺は我慢しきれずに、ルシエの頭を強く撫(な)でた。

			「最近、シリルって私のこと、子供扱いしてない？」

			「そんなことないよ。今、ルシエにしていいのはここまでだから、こうしているだけで、本当は、もっと大人なこともしたいんだよ」

			　それは切実な願いだが、自分の中である程度の線引きをしながらルシエと接している。歯止めが利かなくなるのが、怖い。

			「大人なこと？」

			「キスとか、抱きしめたりとか、子供作ったりとか」

			　俺の言葉を聞いたルシエは、顔を真っ赤にして後ずさる。

			「シッ、シリル」
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			　目を白黒させながら、戸惑いの声をルシエはあげた。

			「変かな？　好きな人とそういうことしたいと思うのは、自然だと思うけど」

			「そのね、変じゃないけど、そういうふうにさりげなく言われると、気持ちの準備ができないの！」

			「いつものことじゃないか。俺は挨(あい)拶(さつ)代わりに、ルシエに好きって言ってるし」

			「その、そういう具体的なことはまた違うの」

			「ごめん。こんなにルシエが驚くとは、思わなかったからさ。でも、約束通り村を救ったあと、ルシエが俺を受け入れてくれるなら、今言ったことを毎日のようにするよ」

			「うう、ずるい。なんで私ばっかり、こんなにドキドキしないといけないの」

			「俺もドキドキしているよ。さすがにこんなキザなことを言うのには、勇気がいるんだ」

			「ぜんぜん、そうは見えない」

			「ルシエの前だから、かっこつけているんだよ」

			　俺はそう言って微笑(ほほえ)む。俺だってこんなこと言うのは照れるし、恥ずかしい。

			　早く村の危機を救って、告白の返事を聞きたい。

			「ねえ、シリル。本当に毎日？」

			「ああ、もちろん。だからそれを踏まえて、俺の告白に返事をしてくれ」

			　そんなことを言いながら、にぎやかに昼食の時間は過ぎていった。

			　俺は、この１分１秒を噛みしめる。

			　こうしていられる時間は、きっともう残り少ない。

			　きっとこの平穏は、嵐(あらし)の前の静けさだから……。

		

	
		
			　

			第19話　戦い

			　

			「親愛なる同(どう)胞(ほう)よ！　戦いのときは来た！」

			　俺は、村の広場に集まった村人の前で声を張り上げる。

			　６日ほど前、補給基地から帝国の兵士が５００人ほど出撃したとの情報を掴んだ俺は、それからの数日間を準備に費やしてきた。

			　あと半日もしないうちに、帝国の兵士たちはこの村にたどり着くだろう。

			　ヨセフから拷(ごう)問(もん)で聞き出した情報によると、帝国の連中はこの村を滅ぼすつもりのようだ。男は皆殺しにして魔石にし、女は攫(さら)うつもりだという。

			　異種族間で子供を作る場合、出生率は落ちるが、一部の種族を除いて母親と同じ種族が生まれる。

			　ようするに、女さえ残していれば、いくらでもエルフは増やせる、という考えなのだろう。

			　今までは、税と魔石、両方を手に入れるために村としての体(てい)裁(さい)を保つことが許された。税をあきらめることで魔石の入手量を上げて、穴埋めするつもりだろう。

			「俺たちは、もう屈しない。奪わせない。全力をもって帝国に抗(あらが)おう。風、そして友と一緒に。これは、俺たちが明日を生きるための聖戦だ！」

			　俺の言葉が、エルフの１人１人に沁(し)み渡る。

			　あたりの静けさが、心地よい。

			「特別なことはいらない。ただ、俺の言葉に従い、訓練通りの動きをすれば勝てる。俺が勝たせてやる。だから皆の力を貸してくれ！　戦いが終わったら、全員でこの場所に戻ってきて、俺たちの明日を祝い、宴(うたげ)をしよう！」

			　エルフたちの顔に悲(ひ)壮(そう)感はない。１人１人が、勝てると信じている。

			　この戦いに俺たちが勝てば、帝国はより大規模な軍を編成して、攻撃してくるだろう。

			　だが、もうひと月もしないうちに雪が積もり始める。

			　雪山の行軍は危険でできないため、今回勝てば、次の戦いは春以降になる。

			　それだけの時間があれば、この村をより豊かに、そして強くできる。

			「みんな、勝つぞ！」

			　最後に叫ぶように、祈るように、俺は締めくくった。

			　すると、

			「「「おう!!」」」

			　エルフたちの声が重なる。

			　俺は笑みを浮かべた。負ける気がしない。

			　そして、１００人の弓士たちが、クロスボウと専用の矢筒を持って、村の外に出た。

			　今回の戦いでは、俺は【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使用しない。

			　これはエルフの戦いだ。自分たちの力で勝たなければ、意味がない。

			　俺がいないときに襲(しゆう)撃(げき)されて全滅するようでは、駄目だ。この戦いに勝ち、エルフの民に、経験と自信を与える。

			　それに、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を残しておけば、予想外の増援などにも対応できる予備戦力となる。最後の最後、本当に追い詰められたときの保険にとっておくことにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　帝国からエルフの村に続く道は、１本しかない。道幅は30メートルほどだ。

			　もともと、エルフの村は森の真ん中にあり、そこに続く道などなかった。

			　５年前は、俺の父が森に潜み、ゲリラ戦法で戦っていた。それを煩(わずら)わしく思った帝国は、森を焼き、木を切り払い、村まで一直線の見通しの良い道を作った。そして、その道を通って村に入り、蹂(じゆう)躪(りん)した。

			　その後、地面を踏み固めて作ってできたのが、この舗(ほ)装(そう)路(ろ)の前身だ。

			　そういった経緯もあり、この舗(ほ)装(そう)路(ろ)は森に囲まれている。

			　帝国の兵は、重い全身鎧(よろい)を着込んでいるため、舗(ほ)装(そう)路(ろ)以外の侵攻ルートをとることは考えられない。森の土は柔らかいため、すぐに足をとられる。奴らの重量では、まともに進めないし、木々が密集していて満足に剣も振れないだろう。

			　帝国の兵士たちは、村から５キロほどのところに陣をはっている。９割を占める歩兵が先行し、１割の騎兵がその後ろにつき従う形で進軍してきている。

			　後ろの騎兵が、指揮官たちだろう。

			　現状で、帝国兵の先頭部隊との距離は１キロ程度。ほぼ一直線の、見通しのいい道の先にいる。この距離でも、エルフの視力はその姿を的確に捉(とら)えていた。顔まで識別できる。

			「俺の合図があるまで、絶対に撃つな」

			　俺はエルフの村人に命じる。

			　人間側には、弓を装備した兵も魔術師もいない。

			　風を操るエルフに対して、弓は役に立たない、エルフたちは逆風を起こせるので、矢を届かせることができないのだ。それに、人間の魔術師など、せいぜい20メートル先の相手を２～３人焼くのがせいぜいなので、戦力にならない。

			　それを考えれば、適切な判断と言えよう。

			　馬を指揮官たち以外が使わないのは、鎧(よろい)で矢をはじけても、馬は守れないからだ。あの鎧(よろい)を着たまま落馬すれば、かなりのダメージを受けてしまう。

			　５００人近い兵士が、全身鎧(よろい)姿で進軍する姿には威圧感があるが、それに動じるエルフたちはいなかった。むしろ、毎日、的に使っていた兜(かぶと)を実際に目にして、平常心を取り戻していた。

			　５００メートルほど進んだところで帝国兵士の行進が止まった。

			　先行していた歩兵が道を開ける。馬に乗った一目で特注だとわかる豪華な装飾が入った鎧(よろい)を着た恰(かつ)幅(ぷく)のいい男が、前に出てくる。

			　手には拡声器を持っていた。

			「やぁやぁ、我こそは、武家の名門、ハーレングルク家の二男、メリッサーク！　帝国に仇(あだ)なす蛮(ばん)族(ぞく)に鉄(てつ)槌(つい)を下すべく、【聖剣騎士団】ローエン支部の勇敢なる兵５１１名を引き連れて、やってきた」

			　何をするかと思えば、名乗り口上を上げている。わざわざ、自らの大義とともに兵の数を伝え、伏(ふく)兵(へい)がいないことまで明言していた。

			　こちらでカウントした人数と親切にも教えてくれた人数は、一致している。これがブラフでない限り、奇襲の心配をしなくていい。

			　そんな馬鹿なことをするのは、たかが戦いに、誇(ほこ)りと名誉を求めている証(しよう)拠(こ)だ。

			「頭に蛆(うじ)でも湧いてるのか？」

			　俺は嘲(ちよう)笑(しよう)を浮かべつつ、クロスボウを上空に向けると、引き金を引いた。

			　風の加護により、風の影響を一切受けない矢は、山なりに綺(き)麗(れい)な放物線を描きながら、間抜けな貴族様に向かって飛んでいく。

			【プログラム】で計算した通りの弾道だ。

			「聞け！　蛮(ばん)族(ぞく)どもよ。おとなし、ああああああああああああイタァァァァァアぁい」

			　わざと急所を外して矢が醜(みにく)い腹に突き刺さる。

			　もちろん矢には、強力な毒が塗ってある。死ぬほどの激痛と、麻(ま)痺(ひ)毒(どく)のダブルパンチだ。この毒が血液に入ると、たとえクマでも２日は立てない。

			　拡声器で何倍にも増幅した悲鳴が、あたりに響き渡る。

			　それは、帝国の兵士たちの士気を著(いちじる)しく低下させた。

			　隣にいた副官らしき男が、拡声器を拾い上げる。

			「撃ったな！　まだ『名乗り』の途中なのに撃ったな！　卑(ひ)怯(きよう)だ！　卑(ひ)怯(きよう)だぞ!!」

			　この男、この距離で矢を当てたことに驚いているのではなく、御大層な『名乗り』の途中に攻撃されたことに対して怒っている。

			　しかも、卑(ひ)怯(きよう)？　よりにもよって戦場で卑(ひ)怯(きよう)だと？

			　なにを言ってるんだ？　命のやり取りをしているんだ。生きるために努力をすることの、何が悪い。これはスポーツではない。

			　俺は、サポート役のエルフから矢のセットされたクロスボウを受け取り、無造作に放った。

			　さきほど、貴族様を撃ったときのリプレイ。同じく兵の腹に矢が突き刺さる。悲鳴があたりに響き渡り、兵が馬から落ちる。

			　今度は興奮した馬が暴れ出し、周りの兵を蹴(け)り飛ばすおまけつきだ。

			「次！」

			　短く俺はそう言うと、新しいクロスボウが渡される。

			　今回、俺は専属のサポートのエルフを２人つけた。

			　俺の命中精度は飛び抜けており、５００メートルまでなら必ず当てられる。

			　そのため、少しでも俺が多く矢を放つために、２人のサポートに矢のセットを任せ、俺は矢を射ることだけに集中する。

			「さあ、わめけ。わめけ！」

			　俺は、家紋が鎧(よろい)に彫られている兵を優先して狙(そ)撃(げき)する。

			　時速３６０キロの矢は人間の目では捉(とら)えることができず、次々に帝国の兵に突き刺さる。兵たちは毒矢の激痛により、戦闘不能になっていく。

			　動き回れば逃れることができるのだが、みな恐怖で硬直している。馬鹿な奴らだ。

			　たとえ、目で矢を捉(とら)えられなくても、弾着まで５秒はかかるうえに弾道は山なりの弾道なのだ。少しでも前に進めば助かるのに。

			「これで、家紋付きが４人目！」

			　俺が家紋付きの兵を狙っている理由は、２つ。

			　１つは、指揮を執(と)っているのは貴族だろう、という推測から。指揮官が倒れれば、兵は統率を失い、組織立った行動がとれずに現場はパニックになる。実際、兵たちは指揮系統の混乱に戸惑い、俺が続けて狙(そ)撃(げき)しているというのに、まだその場から動けずにいる。

			　もう１つは、金になる貴族様を殺さずに、戦闘不能にしておくためだ。クロスボウを持った１００人のエルフは、俺ほど射撃がうまくない。うっかり、狙った相手の急所に矢を当てて殺してしまいかねない。

			　俺が６人ほど射抜いた頃、ようやく兵士たちが動き出した。

			「突撃ぃ！　突撃ぃ！」

			　その言葉で、全員が、重い鎧(よろい)を着込んだまま走ってくる。

			　愚(おろ)かな。これだけ容易(たやす)く鎧(よろい)を貫(つらぬ)くところを目の当たりにしても、まだ力押しで来ようとするのか。

			　もしかすると、俺の持つ弓だけが特別だとでも思っているのかもしれない。

			「前列、構え！」

			　俺はエルフたちに指示を出す。

			　訓練通り、エルフたちは４、５人ずつの２列に分かれている。日頃から狩りをしている精鋭の10人には別の仕事を頼んでいるので、今は90人が運用できるエルフの数だ。

			　道幅が30メートルしかないので、割と手(て)狭(ぜま)だ。

			　みんなよく集中している。

			　正直なところ、１人２人は、恐怖に負けて射程外から矢を放ってしまうかと思っていたが、よく我慢してくれている。

			「まだだ、まだ、引きつけろ。よし、今だ！」

			　帝国の兵士たちが３００メートルほどの距離に迫ったところで、一斉に矢が放たれた。

			　一斉に放たれた矢の半分ほどが、命中する。

			　この距離だと、ろくに狙いをつけられないが、それでも殺傷能力を持った弾幕を形成できる。

			　前列と後列を入れ替えながら、連射をする。

			　前を走っていた兵士たちの悲鳴が、何重にも響き渡る。

			　毒矢の副次効果だ。仲間の悲鳴は足を鈍らせる。

			　恐怖が伝(でん)播(ぱ)しパニックになる者、苦(く)悶(もん)の声をあげる仲間を救おうとする者など、お互いに味方の足を引っ張る。

			　さらに、倒れた仲間は障害物となる。それを乗り越えようとして余計な時間をとられ、距離を詰めるのに時間がかかってしまうのだ。

			　１００メートルを進むのに２分以上かかっている。

			　もたもたしている間に、矢は雨のように降り注いでいた。

			「いてぇ、いてぇよ」

			「なんだよ。帝国の鎧(よろい)は無敵じゃなかったのかよ」

			「おい、トナム、死ぬな、死ぬなよ！　肩を担いでやるからな」

			　帝国の兵士たちは、今までは一方的に敵を葬(ほうむ)るだけで、反撃を受けたことはなかったのだろう。

			　まともな軍隊であれば、今やらないといけないことは、１歩でも前に進むことだと判断して、鉄の意志で進軍するか、この無(む)謀(ぼう)な突進をやめて、撤退をするかのどちらかだ。

			「後列前へ、構え……撃て！」

			　エルフの弓兵は、列を入れ替え、再び一斉射を浴びせた。

			　矢が放たれ、無数の死傷者を生み出した。

			　この段階で、帝国の兵士たちはかなり近づいてきていた。

			　帝国兵との距離が１００メートルを切ったところで、村人たちにきちんと狙いをつけるように指示した。

			　この距離ならば、ほぼ全員必中での狙(そ)撃(げき)ができる。

			　帝国の被害は跳ね上がる。

			　通常であれば、帝国の兵士もこんなむやみな突撃はしないだろう。

			　まっすぐ突っ込めば壊(かい)滅(めつ)的な被害を受けることなど、簡単に予想がつく。それでも突撃をやめないのは、指揮する人間が、早々に俺によってリタイヤさせられたからだろう。

			「まあ、それでも少しは頭を使う奴が出てくるか」

			　一歩間違えれば、命令無視で処罰されかねない判断をする兵士たちが現れた。

			　たとえ動きづらくても、矢が降り注ぐ見晴しのいい舗(ほ)装(そう)路(ろ)より、森の中のほうがマシだ。

			　森の中に入った兵士たちは、迂(う)回(かい)して俺たちの側面をつくつもりだろう。

			　エルフには弓兵しかいない。２段撃ちは、極めて多方向からの攻撃に弱い陣形だ。

			　確かに森からの迂(う)回(かい)攻撃は、非常に有効な戦術だ。

			「だが、それを予想してないわけがないんだよ」

			　さきほどから、風の魔術、【知覚拡張】で森の様子は見ている。

			　森の中では、毒液の溜まった落とし穴に落ちる者、罠(わな)にかかり宙吊りになっている者、そして、気配を消し森と一体になった狩りにたけたエルフたちにクロスボウで鎧(よろい)を貫(つらぬ)かれる者など、さまざまな兵士たちの悲惨な末路が見て取れた。

			　森の中には無数のトラップが仕掛けてあるし、左右両側に、５名ずつだが熟(じゆく)練(れん)の狩人たちを配置している。

			　彼らは、獲物を狩るために気配を殺すことに慣れており、物音で敵の位置を掴むことに長(た)けている。

			　そんな彼らに、ガチャガチャとうるさい音をたてながら、鎧(よろい)の重さと柔らかい森の土のせいで動きがひどく鈍重になった兵士たちが敵うはずもない。１人、また１人と音もなく忍び寄った狩人たちに、至近距離からのクロスボウの矢を受けて狩られていく。

			「森の中で、人間がエルフに勝てるわけがないだろう？」

			　それでも、統率のとれた集団行動ができていれば、まだ可能性はあっただろう。それこそ、舗(ほ)装(そう)路(ろ)に残った本隊が、仲間の死体を盾にしながら防御に徹し、１００人程度がいっせいに森に入れば、こちらも対処しきれない。

			　正面の敵を無視できず、かといって森に入った隊に対しては矢の射線を確保できないので、早急な対処は不可能だ。大人数相手には、気配を消して近づき、１人ずつ始末するという手法は取れない。

			　だが、この指示を出せる人間は、もうどこにもいなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　いつの間にか、距離を70メートルほどにまで詰められた。

			　１００メートルを切ってからは、狙(そ)撃(げき)に切り替えたおかげで帝国の被害が跳ね上がったというのに、それでも兵士たちの勢いが落ちない。

			　戦闘不能になった兵士は２２０人。残り、約３００人だ。

			　敵の過半数は残っているが、十分許容範囲内だ。むしろここまでで敵の３分の１以上を戦闘不能にしたのは大きい。

			　歩兵部隊の場合、負傷者１人の護送に２～４人の兵員が必要であることから、死傷者が３割を超えると部隊は全滅したと判断し撤退する。

			　だが、人間たちは仲間の面倒を見る気はないらしい。徹底抗戦するつもりだ。いくらなんでも、あまりに帝国の兵に恐怖がなさすぎる。

			　これだけ仲間が苦しみ、死んでいるのに、なぜ攻めてこられるのだ？

			　普通の人間であれば、これだけ一方的に蹂(じゆう)躪(りん)されれば、戦う気力をなくすはずだ。

			　まるで、【見えない何か】に、背中を押されているようだ。

			「進め、進めぇえええええ！　仲間の無念を晴らすには、それしかねええ」

			　兵士たちが仲間の屍(しかばね)を乗り越え、まっすぐに突っ込んでくる。

			　愚(おろ)かな。たとえ勝ったとしても、仲間を見捨てるしかない状況で、なぜ戦うのか。ここで逃げていれば、全滅せずに済むのに。

			　そんな俺の思惑をよそに、兵士たちとの距離はどんどん詰まっていく、あと数分で、刃が俺たちの元に届く。

			　次の瞬間、突如、無数の木の棒とそれに巻き付けられた針付きの鉄線が現れ、兵士たちの行く手を阻(はば)んだ。

			「なんだ、この細い鎖(くさり)は？　ぶったぎってやる」

			　それは有(ゆう)刺(し)鉄(てつ)線(せん)だ。過去の戦争で猛(もう)威(い)を振るったトラップだった。

			　ただ、木に尖(とが)らせた鉄の糸を巻き付けただけのもの。

			　それが行く手を阻(はば)む。有(ゆう)刺(し)鉄(てつ)線(せん)の高さは１メートル30センチほど。それは、鎧(よろい)を着て乗り越えるには高く、また弓の軌(き)道(どう)を邪魔しない高さだった。

			　最低限の材料と手間で、効果的な足止めができる有(ゆう)刺(し)鉄(てつ)線(せん)は、俺の期待通りの効果を発揮してくれた。

			「なんだこれ、切れねえ。まっ、待て、まだ来るな、前がつかえて！」

			　先頭が止まったところで、後ろに続く兵士たちは止まれない。当然、先頭は押しつぶされる。

			　鎧(よろい)がなければ、有(ゆう)刺(し)鉄(てつ)線(せん)の針が身を切り裂いていただろう。そうならなくても、十分すぎるほどの時間を稼(かせ)いでくれた。

			「放て！」

			　矢をセットするには十分な時間だった。

			　その場で立ち尽くしていた兵士たちに矢が降り注ぎ、数十人の兵士たちが戦闘不能に追い込まれる。

			　先頭にいる有(ゆう)刺(し)鉄(てつ)線(せん)にもたれかかった兵士は、より強固な壁となり進軍を妨げた。

			　俺は、特にクロスボウの命中精度が高い、ルシエをはじめとした10人の精鋭に、一斉射をする列から外れるように指示を出した。各自の判断で、有(ゆう)刺(し)鉄(てつ)線(せん)にもたれかかった兵士をどかそうとする兵士へ、優先的に狙いをつけるように言う。

			「放て！」

			　その間にも、エルフたちの一斉射は続く。

			　帝国兵たちは阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の嵐(あらし)だ。誰１人、エルフたちのいるところにたどり着くことなく、次々に倒れていく。何人かは気持ちが折れて、その場にへたり込んでいる。背中を向けて逃げ出す者も現れた。

			　もはや、帝国兵の８割以上が戦闘不能となっている。撤退しないことが不思議な状況だ。やはり、撤退指示を出せる人間が誰もいないのだろう。

			「死体や怪(け)我(が)人を踏み台にしろ！　そうしなきゃ、俺たち全員が死ぬぞ！」

			　帝国兵の中にも、頭の回る奴がいた。

			　帝国の兵たちは、傷つき倒れた仲間を積み重ねて階段状にし、有(ゆう)刺(し)鉄(てつ)線(せん)を乗り越えてきた。

			　当然、エルフたちは乗り越えてくる敵を撃つが、全員は捉(とら)えきれない。

			「あと80人程度か」

			　帝国兵は戦場のセオリーを無視して、最後の１兵まで戦うつもりらしい。

			　もっとも、恐(きよう)慌(こう)状態になって逃げ出さず、まだ向かってくる勇気は褒(ほ)めてやりたい。

			　だが、俺たちのところにたどり着いてももはや勝てる人数ではないのだ。これはもう、ただの自殺だ。

			　残りの距離は、40メートル。

			「くそエルフども、殺す！　殺してやるぅぅ！　仲間の仇(かたき)だ！　思い知れ!!」

			　怨(えん)嗟(さ)にまみれた声が鼓(こ)膜(まく)を震わす。

			　距離が近くなった分、こちらの弾道は完全な水平に近くなり、一斉射の効果はさらに跳ね上がる。

			　そんなことは承知しているはずなのに、兵士たちは仲間をやられた怒りからか、鬼の形相で突っ込んでくる。

			　その気持ちはわかる。なぜなら……。

			「ああ、俺たちはこの５年、ずっとそんな気持ちだったんだ。撃て！」

			　再びの一斉射。30人ほど蹴散らした。

			　それでも仲間の屍(しかばね)を踏み越え、後続が迫ってくる。

			　この距離では、前列と後列が入れ替わり射撃を撃つ前に、何人かは到達するだろう。

			　通常であれば。

			「ひいい、なんだこれ」

			「沈む、沈む」

			「脱げ、鎧(よろい)を脱げ」

			　だが、帝国兵がここまで接近してくることは、想定済みだった。兵士たちは、次々と深い泥沼にはまっていった。

			　エルフには風だけではなく、水の適性もある。土はあらかじめ粘質の高いものに変えており、水を注ぎさえすれば泥沼化するように、数日前から仕込んでいた。

			　背後にある瓶を操作して水を流し込むだけで、あっという間に泥沼ができた。

			　怒りに突き動かされ、全力で走っていた兵士たちが次々に泥沼に突っ込んで溺れていく。勢いづいた兵士たちは、急には止まれない。

			　そして、運よくその場で立ち止まれたものにも、先はない。

			「放て！」

			　矢をセットし終わったエルフたちの一斉射で、一(いち)網(もう)打(だ)尽(じん)にされる。

			　もはや、帝国の兵士たちは壊(かい)滅(めつ)状態だ。まともに戦える人間は、数人しかいない。その数人は、必死に逃げていく。この戦いは……。

			「俺たちの勝ちだ！」

			　俺が宣言した。

			　エルフたちから歓声があがる。

			　そう、これは５年ぶりのエルフたちの勝利だった。

		

	
		
			　

			第20話　戦後処理

			　

			　戦いが終わり、俺は後片付けを始めた。

			　村人たちは全員、村に帰した。ここには絶対に戻ってこないように言いつけてある。

			　今頃、祝杯の準備をしているだろう。

			　食料がぎりぎりのエルフの村に、本来ならそんな余裕はないが、臨時収入があったのだ。やつらの作った陣に、食料と酒が残されていた。質も量も相当なものだった。どうやら、偉い貴族が手軽に武(ぶ)勲(くん)を得られると踏んで、観光気分で来ていたようだ。どうりで、たった５００人の中に６人も家紋持ちの貴族がいたわけだ。

			「死体の処理をしないとな」

			　俺はため息をつきながら、村から帝国へ続く舗(ほ)装(そう)路(ろ)を見た。

			　そこには、おびただしい数の死体の山がある。

			「人の体は腐るし、病原菌のキャリアになるからな」

			　そう。死体は、きちんと処理しなければ酷(ひど)いことになる。

			　野犬や野鳥が現れて、食い散らかして散乱するわ、腐って異臭を放つわ、病原菌を繁(はん)殖(しよく)させるわ。それはもう、様々な害悪を生み出す。

			　籠(ろう)城(じよう)戦を攻略するために、死体を塀の中に投げ入れ、衛生環境を悪化させると言われるほどだ。

			「今回は、俺１人でやろうか」

			　だが、シリルのままでは一晩中やっても終わらないだろう。

			　死体の処理のために、俺は【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使う決心をする。

			　念のため、【知覚拡張】を使って、周りにエルフ、そして敵の伏(ふく)兵(へい)がいないかを徹底的に確認する。

			「解放、我が魂。時の彼方(かなた)に置き去りにした軌(き)跡(せき)、今ここに」

			　体内の魔力(オド)が活性化する。魂が揺れ動く。

			「我が望むは、虚(きよ)栄(えい)の世界で高(こう)潔(けつ)であり続けた騎士、その名は……」

			　かつての名。懐かしい名前を朗(ろう)々(ろう)と読みあげる。

			「ディート！　【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】！」

			　全身を光が包む。

			　すると、俺の体はプラチナ製の鎧(よろい)に包まれた騎士のものとなった。

			「レベル24か、装備がランクアップしてるな。さすが、60人以上、喰っただけはある」

			　前回の【魂喰い】により魔力が上がった影響で、呼び出したディートの力も上がっているようだ。

			「これなら、割とすぐに終わりそうだな」

			　安(あん)堵(ど)の息を吐きながら、死体に近づく。

			「【アイテムボックス】」

			　発動するのは、ディートの固有魔術の【アイテムボックス】。死体の体と装備品を分けて、収納する。

			【アイテムボックス】は生物以外、４０００キロまで、収納できる。

			「こいつはまだ、生きてるっと」

			　俺は、毒のせいでのたうちまわる兵士の頭に剣を落とす。

			　それと同時に【魂喰い】が発動し、青い光が俺の体に吸い込まれる。

			　これは、ゲーム時代の俺を再現するために顕(けん)現(げん)した、特殊能力。殺した相手の魂を食らうことで、自らの魂を強化し、魔力を高めるのだ。

			　ざっと見たところ、死んだ兵士と毒でのた打ち回っている兵士の割合は、１：１といったところだ。

			　まあ、そんなものだろう。急所に当たらない限り、矢が一本刺さっただけではなかなか死ねない。本当は、殺しそこなった兵士はもっと居たはずだが、苦痛に耐えかね、最後の気力で自ら命を絶ったようだ。

			　むごいとは思うが、これほどの苦痛を与えないと無力化はできない。

			　俺は、殺すことで兵士たちを苦しみから解放していく。

			　身代金の取れない一般兵でも、奴(ど)隷(れい)にして売り飛ばすことはできるかもしれない。しかし、買い取ってくれる国までの道のりは、長く険(けわ)しい。

			「そろそろ、ボックスがいっぱいか」

			　さすがに、４０００キロ制限の【アイテムボックス】だと、装備込みゆえに40人ほどで容量がいっぱいになる。

			　兵士の数は５００人以上だ。全員を回収することはできない。

			「一度捨てるか」

			　俺は森の中に入る。

			　そこには、深さと直径が20メートルほどの大穴が蓋(ふた)で覆(おお)われていた。

			　これは、ドワーフだった頃の俺を呼び出して作っておいたものだ。壁が煉(れん)瓦(が)で補強されている。そこにアイテムボックスから取り出した死体を次々と落とす。

			「それで、装備は工房にっと」

			　装備品には金属が使われているので貴重だ。周囲に鉱山がないので、金属を手に入れようとすれば買うか、奪うしかない。帝国の製鉄技術で作られた鎧(よろい)なんて到底手が出ないので、大事にとっておかないと。

			　俺は、工房の床に剣と鎧(よろい)を並べていく。こういうことを考えて、大きな工房にしたのだ。

			　俺は黙(もく)々(もく)と、死体置き場、工房、戦場を往復した。途中で、野犬を追い払ったりといろいろと苦労したが、10往復ほどで、死体はすべて片付いた。そこら中に血が飛び散ってるが、これは雨が洗い流してくれるだろう。

			「それにしても、随(ずい)分(ぶん)食ったなぁ」

			　結局、２００人ほどにとどめを刺して、【魂喰い】を行った。

			　これほどの人数を食う機会はあまりないので、ラッキーだ。まだまだ魔力が足りない。魔力を蓄えれば、その分だけ強力な俺が呼べる。

			「俺も興奮しすぎているのか」

			　今日は、エルフの皆を勝たせてやれて良かった。

			　１番確実に勝つ方法は、俺１人が奇襲をかけて、敵を壊(かい)滅(めつ)させることだった。５００人程度が相手なら、それができた。

			　だが、あえてやらなかったのは、今後を見据えてだ。

			　ときには、俺のいないときに襲われることがあるだろう。自分たちで村を守る力。それがないと意味がない。

			　エルフたちにとって、戦いの練習にちょうどいいレベルの襲(しゆう)撃(げき)だったので、利用したのだ。

			「ゴミは片付いたし、あとは交渉かな」

			　俺は【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を解いてシリルの姿に戻ると、戦いの初期段階で狙い撃ちにした貴族たちのもとに行った。

			　処分した一般兵とは違い、こいつらは情報を持っているし、金になるのでちゃんと回収しないといけない。

			　自殺していないといいが。

			「ひっ、ひぃ、ひぃ、」

			「あ、あっ、あああ、ああ」

			　最初に名乗りをあげた男は、地面に打ち付けられて馬に蹴(け)られたのか、腕が変な方向に曲がっているが、一応は生きていた。

			　副官らしい人間も、無事だった。

			　残念なのは、残り４人のうち２人が死んでいたことだ。苦痛に耐えかねて、自殺したのだろう。

			　俺が、指揮官に刺さっている矢を引き抜くと、血が噴(ふ)き出てきた。

			　矢は刺さっているだけではあまり失血はしないが、抜くときに大量の血が出る。

			　死んではもとも子もないので、【ヒーリング】で傷を塞(ふさ)ぐ。

			「毒も消してやりたいけど、そっちは危ないから許してくれ」

			　免(めん)疫(えき)系の強化による解毒は、かなりの体力を奪う。風邪をひいたときは発熱して全身に倦(けん)怠(たい)感(かん)があるが、それは体内の免(めん)疫(えき)とウイルスが戦っているせいだ。

			　それを魔術で意図的に加速させると、当然副作用である苦しみも倍増する。平時なら耐えられるかもしれないが、弱っている状態でそれをすると、トドメになってしまいかねない。

			　俺は胸元から解毒薬と痛み止めの丸薬を取り出し、指揮官の口に突っ込む。

			　矢に塗った毒は拷(ごう)問(もん)用としても使っているので、解毒剤は作っていた。

			　指揮官は驚いた顔をしたが、少しだけ楽そうになった。

			　これを飲めば、半日もすれば毒が消えるだろう。

			「眠っておくといい」

			　せめてものなさけで、脳を揺らし意識をとばす。

			　残りの生き残った３人も同様に、薬を与えてから意識をとばした。これで、起きる頃には毒が抜けているだろう。

			「失敗したな。ディートの【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を解くんじゃなかった」

			　俺は、目の前に転がっている２つの貴族の死体を見て、重いため息をついた。

			　仕方ないが、鎧(よろい)を脱がして死体を捨てよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　森の中に転がっている死体をすべて穴に放り込んだ俺は、帝国軍が暖を取るために持ってきていた油を、惜しみなく注ぎ込む。

			　死体が油に浸かったのを確認すると、火打ち石で火花を散らし着火。

			　さらに、風のマナに呼びかけて空気を送り込み、火の勢いを強くする。

			　もちろん、煙が自分のところに来ないように、周囲の風を制御するのを忘れない。

			　人間は焼くと臭いし、油が混じった煙を浴びると体がべたついて不快だ。だが、こうしてきちんと処理をして、初めて無害になる。

			　かつては、放置した死体によって引き起こされた流行病や害虫の大量発生が、死者の祟(たた)りとして恐れられていたらしい。

			「悪く思うなよ。もし、おまえたちが勝っていれば、こうなっていたのは俺たちだ」

			　それが戦争だ。尊(そん)厳(げん)を守るためには、戦って勝つしかない。

			　今回はたまたま、こっちが強かっただけだ。

			　俺は、死体が焼けるまでの間、揺れる炎をじっと見ていた。願わくは、この炎を２度と見ることがないように。

			　そう、祈りながら。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　死体の処理を終えた俺は、まだ息のあった３人の貴族の鎧(よろい)を脱がせて、担ぎ上げた。

			　常日頃から魔術を使って鍛(たん)錬(れん)していたことに加えて、魔力の強化がそれを可能にした。

			　身代金を受け取るためには丁重に扱わないといけないので、そこらに捨て置くこともできない。

			「シリル村長！　本当に片付け、１人でよかったのか？」

			「俺たちも手伝うよ」

			　村の入口まで来ると、村一番の力持ちのロレウと幼(おさな)馴(な)染(じみ)のレックが駆け寄ってきた。

			　彼らは、俺が村に戻るように命じたときも手伝う、と言ってくれたが、ディートの姿を見せたくなかったので断った。

			　あくまで、エルフの力だけで勝ったと思わないと自信につながらない。俺はエルフではない自分の姿を村人たちに見せたくなかった。

			「もう、終わったよ。あとは、このお偉いさんたちを罪人用の部屋に入れて、寝かしつけるだけだ」

			「マジで？」

			「さすがに嘘だろ？　あれだけの死体の処理が２時間もかからずに終わるわけがないじゃないか」

			　ロレウとリックは、疑いの目で俺を見てくる。

			　その気持ちはわからなくはない。「だったら今から見てこい」と言って、自分の目で確認させるのもいいが、もうすぐ祝杯が始まる時間だから、さすがにそれはかわいそうだ。

			「だって、俺だぞ？」

			　俺は、きわめて端的に説明する。

			　すると２人は、苦笑いをした。

			「確かにシリル村長ならやってしまいそうだ」

			「シリル村長のやることを、常識で考えるのがおかしいんだな。それじゃ、村長、早く村に戻ってくれ、祭りが始められない」

			「別に、俺がいなくてもいいだろう」

			「駄目だ。主役がいないと始められないだろう。こいつらは、俺たちが運んでおくから」

			　そう言うと、ロレウとレックは、貴族たちを担いで村の奥に消えていった。

			　俺は１度家に戻ってから服を着替え、水を浴びてから広場に向かう。

			「村長！」

			「やっと主役が来た」

			「こっち、こっち、料理はもうできてるぜ！」

			　俺が広場に着くと、村の皆が駆け寄ってくる。

			　勝利に浮かれているエルフもいれば、人を殺したことに怯(おび)えているエルフもいる。

			　ひとまずは、誰も死なずに済んだことを喜ぶしかない。

			　俺より１つ年下の少女が、顔を赤くして、皿に小分けにした料理を運んできてくれた。乗っているのは干し肉やパンだが、帝国兵から奪った酢(す)で味付けされており、ちょっとしたぜいたくだ。

			「ありがとう。いただくよ」

			「どっ、どうぞ。シリル村長。あの、私、コンナって言います」

			　コンナは美人とは言えないが、ショートカットの可愛(かわい)らしい女の子だ。

			　顔を真っ赤にしている。

			　たぶん、俺はモテているのだろう。村を救った英雄で、若い村長だから。

			「知ってるよ。狭い村だからな」

			　俺は照れて顔を真っ赤にするコンナに、微笑(ほほえ)みかける。

			　すると、頭から煙を出してコンナはフリーズした。

			「そう言えばルシエは？　さっきから探しているんだけど、見つからないんだ」

			「えっと、その、ルシエは舞の準備を」

			　そんなコンナに付き合っているわけにもいかない。こちらから話を振ると、コンナは口ごもりながらも答えてくれた。

			　どうやら、今日、ルシエは神楽(かぐら)を舞うらしい。

			　神楽(かぐら)は、祝い事の席で巫(み)女(こ)が舞うものだ。

			　ルシエの家は代々、その舞を受け継いでいる家系だ。

			　とはいっても、帝国に支配されてからは１度も披(ひ)露(ろう)されたことがない。最後に見たのは、ルシエが９歳のとき。

			　そのときは美しい、ではなく、可愛(かわい)らしい、という印象を持った。

			　ルシエがちゃんと舞を覚えているか、不安になった。

			「特設のステージか」

			　村の中央に、簡易だがステージが設けられている。

			　楽器が得意な村人たちが、笛のような伝統楽器を持って座っている。

			　舞台袖(そで)から、３人の女性がやってきた。

			　２人の女性が、大きな布で１人の女性を覆(おお)い隠している。

			　２人の女性は村の中でも古株で、様々なしきたりを取り仕切っていた。布で隠されているのが、ルシエだろう。

			「これより、陽光の舞を行う。今(こ)宵(よい)のシュラノ様は、ルシエが務める」

			　布を持っていた女性の１人が宣言すると同時に、布を持っていた女性が手を離す。

			　布によって隠されていたルシエの姿が、露わになる。

			　俺は、言葉を失った。あまりのルシエの美しさによって。

			　ルシエは儀礼服を身にまとっていた。これは、かつて彼女の母親が身に着けていたものだ。エルフたちは誇(ほこ)りを失っても、この服だけは隠してきた。

			　薄く、光沢と透明感がある布を何重にも重ねた、不思議な衣装。それが、魅(み)惑(わく)的なシルエットを作り出している。

			　そして、今日のルシエは薄く化粧をしていた。それが、彼女の可(か)憐(れん)さを際立たせる。

			　最高級の素材を磨き上げると、ここまでになるのか。

			　他のエルフたちも同じことを思っているのか、ひそひそ話をやめて食い入るようにルシエを見ている。

			「これより、私はシュラノ様となります。では、舞を」

			　ルシエの言葉で、音楽が鳴り響き、舞が始まった。

			　これは、ただの舞ではない。

			　遠い時代から言い伝えられてきた、この村の始(し)祖(そ)シュラノ様の伝説を再現するものだ。

			　それは、まだ魔王が存在し、魔物を生み出していた時代。

			　魔王を倒して世界を救い、大魔術師とともに、二度と魔王が復活しないように封印の旅をした物語。

		

	
		
			　

			エピローグ　建(エル)国(シエ)

			　

			　ルシエが軽やかなステップを踏む。ゆったりとした衣装がひらひらと舞う、幻想的な光景。
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			　ルシエの舞に合わせて、周りの女性が朗(ろう)々(ろう)と、エルフの村の言い伝えを読み上げる。

			「かつて、この世界は闇(やみ)に覆(おお)われていた。魔物たちが地平を埋め尽くし、魔王が君臨し、ありとあらゆる街を飲み込んでいった」

			　魔物と魔王。

			　本来、マナが存在する世界には必ず現れる、自然現象。

			　マナは恵みの力だ。その反動として、エルナと呼ばれるマイナスの力が現れる。

			　それは、純粋な災(さい)厄(やく)の力。誰も制御できず、ただ周りに破壊と恐怖を撒(ま)き散らす。

			　エルナは、人々の恐怖を感じ取り、その恐怖を形にすることで、力に指向性を得る。

			　獣(けもの)が怖い、悪魔が怖い、自然が怖い。その感情により形を持ち、それらが魔物と呼ばれる存在になる。やがて、魔物の中から、それを統率する存在、魔王が生まれる。

			　大抵の場合、魔王は人型だ。なぜなら、人がもっとも恐れるのは、人だからだ。

			　そして、人の形になったエルナは知恵を持つ。知恵を持てばより強い恐怖を得て、さらなる力を手に入れようとする。その結果、魔王は人間以上の知恵を用いて効率的に恐怖を与える存在となってしまうのだ。

			「世界は絶望に満ちていた。人々は怯(おび)え、やがて無気力になっていった」

			　何を作っても壊される。どうせ死ぬ。

			　そんな世界では、文明は発展しない。街から１歩出れば魔物が溢れている。そんな状況では、街同士の交流もない。

			　閉(へい)塞(そく)し、衰退していく世界。そんな世界をいくつも見てきた。

			　そうならないように、マナの恵みを捨てた世界も数多くある。マナがなければ、エルナが生まれず、魔物も発生しない。だが、そうした世界は魔術そのものがひどく使いにくくなる。例えば、地球のように。

			「そんな中、立ち上がった者たちがいた。人間の騎士、猫人族の戦士、２人のハイ・エルフ。そして鋼鉄の体を持った天使」

			　この５人は有名だ。帝国にも、そして多民族が共生するコリーネ王国にも、世界中に逸話が残っている。

			「さまざまな困難を乗り越え、やがて魔王を討(とう)伐(ばつ)する。統率者を失った魔物たちはちりぢりになった。だが、代償は大きかった。戦(せん)禍(か)の中でいくつもの街が滅び、英雄たちも１番幼いハイ・エルフの少女を残して死んでしまった。その少女こそが、我らが始(し)祖(そ)シュラノ様」

			　文献では、大切な仲間を失い街に戻ったシュラノ様は、「もう大丈夫、心配しないで」と言って微笑(ほほえ)んだらしい。

			　絶望の淵で、それでも誰かのために笑みを浮かべたシュラノ様。

			　なぜか、その少女の顔が脳裏にちらついた。俺が魂に刻み付けた、光景。

			　脳裏にノイズが走る。おかしい。俺は魂に焼き付いた記憶はすべて明(めい)瞭(りよう)に思い出せるはずだ。

			　なのに、知っているかもしれないという、おぼろげな感覚。

			　こうなる原因は１つしか考えられない。【俺】が、意図的に隠している。

			「シュラノ様は、魔王がやがて復活することに気付いていた」

			　それも当然だ。魔王が滅びたことで、エルナは発散された。

			　だが、いずれエルナは再び満ち、恐怖を読み取り新たな魔王が生まれるだろう。マナのある世界では、そうならないように日頃から魔物を積極的に狩り、少しでもエルナを発散させるのが常だ。

			「シュラノ様は、もう２度と悲劇が繰り返されないように、旅をすることに決めた。そこに１人の大魔術師が現れる。名前をシュジナ。その大魔導師はシュラノ様に惹(ひ)かれ、共に旅をしたいと申しでた」

			　音楽が激しくなり、ルシエの舞も、動きの大きなものに変わる。

			「シュラノ様とシュジナ様は、世界を回り、世界樹を触(しよく)媒(ばい)とした９つの封印を施(ほどこ)した。それは、邪悪な力を集め、その力を対消滅させるもの。それ以来、魔物も魔王も現れることはなくなった」

			　俺は、その封印の話を聞いて、面白いと思った。

			　マナと違って、エルナはまともに制御できないし、発生を止めることもできない。

			　なら、エルナをなんらかの外部の力で誘(ゆう)導(どう)して集め、それらをぶつけ合うことで消滅させるという発想は、理に適っている。俺もそうするだろう。

			　非常に高度で複雑な術式だが、世界樹という最高クラスの触(しよく)媒(ばい)があれば、俺と同等以上の魔術師なら不可能ではないだろう。

			「封印の旅を終えると、シュラノ様は１人で戻られ、迫(はく)害(がい)されていたエルフたちを集め、１つの村を作った。それこそがこの村の始まり。シュラノ様は生(しよう)涯(がい)、この村を見守り続け、誰とも結ばれることなく、静かに眠りにつかれた」

			　音楽がもの悲しくなり、ルシエの舞が終わった。

			　エルフたちの拍手の音が鳴り響く。

			　シュラノ様が封印から戻られたとき、大魔導士の男はともにいなかった。

			　その理由は誰にもわからない。封印を終えてともにいる必要がなくなったのか、当時、人間に迫(はく)害(がい)を受けていたエルフたちに気を使ったのか、推測はできるが、明確な答えはない。

			　ただ、シュラノ様によく似た人間の女の子とともにいるところが、目撃されている。

			　シュラノ様の娘だという説もあるが、それはありえない。子供は母親と同じ種族になる。エルフのシュラノ様から、人間は生まれない。

			　そうだ、あの子はそんなまともなものじゃない、あの子は、世界樹とシュラノの一部でできた封印の要で、修(しゆう)繕(ぜん)機(き)能(のう)。そして、届かない彼女の代用品。俺が作ったシュラノの亜(にせ)流(もの)、その名は……。

			『それは素晴らしい。もう悲劇には飽(あ)きたんだよ。それに、今回の世界は俺にとって特別な世界だ。願わくは、置き去りにしたあの子を……いや、いい。どうしたって、俺にあの子は救えな……』

			　夢の中の俺が最後に言った言葉が、なぜか脳裏に浮かんですぐに消えた。大魔導士とともにいた女の子への疑念も。

			　まるで、漏れ出てしまった記憶を、慌てて誰かが消したかのように。

			　頭に鈍(どん)痛(つう)が走る。

			「なんだ、立ちくらみか」

			　思わず声をあげる。妙に頭が重い。少し記憶が混(こん)濁(だく)する。数十秒間の記憶がない。

			　シュラノ様が生(しよう)涯(がい)独身を貫(つらぬ)いた理由については、いくつかの文献で次のように書かれてある。

			　けして結ばれることのない禁(きん)忌(き)の恋に身を焦がし、その恋に生(しよう)涯(がい)を捧(ささ)げた。

			　もしかしたら、大魔導士は、自分ではない誰かに恋い焦がれるシュラノ様とともにいることが、辛くなったのかもしれない。

			「我らエルフは、どれだけの年月が流れようとも、シュラノ様のことを忘れてはならぬ。今の世界があることをシュラノ様に感謝し、次の世代に伝えていく。それこそが我らの使命だ」

			　その言葉を最後に、舞が終わった。

			　ルシエと目が合う。表面上は笑顔だが、その裏にある不安が、俺には見て取れた。

			　久しぶりの舞がうまくできたか、心配なのだろう。

			「綺(き)麗(れい)だよ」

			　小さな声だけど、口の形を大きくして言った。

			　ルシエの笑顔が輝く。十分伝わったのだろう。家に帰ったら、いっぱい褒(ほ)めてあげよう。本当に綺(き)麗(れい)だったから。きっと、本物のシュラノ様に負けないぐらいに。

			　やがて、拍手が終わり、ルシエたちが舞台から降りてきた。

			　すると、村人たちに取り囲まれてしまい近づけなくなった。

			　村長権限を使えば無理やりルシエを連れ出せるだろうが、そんな無(ぶ)粋(すい)なことはしない。この祭りは村人たちのためのものだ。幸せな気分に浸っておいてもらおう。

			　それが、明日の活力になる。

			　村人たちはルシエを褒(ほ)めたり、ナンパしたり、求婚したりしていた。

			　いい度胸だ。顔は覚えたから、後でひどい目にあわしてやろう。

			　場の空気が一層盛り上がる。５年間、ずっと披(ひ)露(ろう)されることのなかった神楽(かぐら)。それが披(ひ)露(ろう)されたことで、やっとこの村が自由を取り戻したのだと、実感したのだろう。

			　俺は、酒を舐(な)めるように飲みながら、この空気を楽しんだ。

			　村の皆が笑っている。たったそれだけのことが喜ばしく、誇(ほこ)らしかった。

			「さて、今日の最後の仕事をするか」

			　そろそろ頃合いだと考え、俺は１人舞台に上がる。

			　そして、村人たちのほうを向いた。

			「みんな、聞いてくれ。大事な話がある」

			　大いに盛り上がっていたのに、俺がそう言うと、皆、意識をこちらに向けてくれた。

			「今日の戦いで、完全に帝国と手を切ったかたちになった。どうやっても戻れないところまで、来た」

			　そう。それだけの大きな戦いをした。そして、勝ってしまった。帝国は、俺たちを絶対に許さないだろう。

			「もうこの村は、帝国が支配する１つの村じゃない。だからこそ、必要なことがある」

			　強く、希望を持って、前向きに、俺の持てるエネルギーをすべて込めて、言葉にする。

			「ロレウ、それがわかるか？」

			　たまたま舞台に近いところにいたロレウに質問をした。

			　ロレウはいきなりのことで、少し慌てていた。

			「えっ、あ、強くなることか？」

			「それは大事だけど違う。それじゃ、コンナは？」

			　次は、それなりに可愛(かわい)いエルフの少女に問いかけた。

			「えっと、食料を確保する？」

			「それも大事だけど、１番じゃない」

			　俺は首を振って否定する。

			「今、１番にしないといけないことは、自分たちが何者かを言葉にすることだ。ここはもう、帝国から自立した１つの共同体だ。この村は、既に１つの国なんだ！」

			　口調を強めて言うと、エルフたちは、驚き、目を丸くした。

			「シリル村長、こんな小さくても国なのか？」

			「ああ、そうだ。誰の庇(ひ)護(ご)も受けず、自分たちの力ですべてを決める。そう決めた瞬間、そこは１つの国だ。だから、ここで俺は建国を宣言する。俺たちの国、その名は……」

			　身振り手振りで、村人たちの注目を集める。

			　途中でチラッとルシエのほうを見て、悪戯(いたずら)じみた表情を浮かべた。

			「エルシエ。この村は、今日から、ただのエルフの村じゃない。俺たちの国、エルシエだ。それを今、ここで俺は宣言する！」

			　エルシエは、一晩考えて俺がつけた名前だ。

			　祝福を意味する【エル】そして、ルシエの名前。その２つを掛け合わせて作った造語。

			　単純に訳すと、ルシエに祝福を。……もしくはルシエの祝福だ。

			　俺にとっては、後者の意味合いのほうが強い。

			「国、俺たちの国、エルシエ」

			「もう、帝国とは関係ない、私たちの国」

			「いい響きだ」

			　村人……いや国民の皆が、その名前を噛みしめる。

			「これからさまざまな困難があるだろう。今日で戦いが終わったわけじゃない。まだ始まったばかりだ。だが、俺たちなら、どんな困難も乗り越えられる。この、エルシエの皆なら！」

			　エルフたちの歓声と拍手、口笛の音が響き渡った。漠(ばく)然(ぜん)とした気持ちや覚悟を、この場でかたちにした。

			　さあ、ここからが始まりだ。

			　俺たちの国、エルシエと帝国の戦いの。

		

	
		
			　

			番外編　幼い日の約束

			　

			　昔の夢を見ていた。

			　５年前、エルフの村が帝国に支配されるまえ、父さんも母さんもいて幸せだった頃の夢。

			　その日は年に１度の収穫祭で、今はもう会えない大事な友達が遊びに来ていた。

			　俺は、懐かしさを感じながら夢の中に沈んでいった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「シリル、遅いよ。今日はクウちゃんたちが来る日なのに！」

			　狩りから戻ってきた俺をルシエが膨(ふく)れっ面で出迎えた。

			　畑仕事を手伝っていたのか、手が泥で汚れている。

			「シカが捕れるか捕れないかの瀬戸際だったんだよ。ほら見て、大物のシカだ。今日の祭りで振る舞うんだ」

			　俺は、今日の獲物であるシカを誇(ほこ)らしげに指さす。

			「どうせシリルはお手伝いしただけでしょ？」

			「違うよ。ルシエちゃん。今日はシリルがとどめを刺したんだ。見事な一矢だったよ。顔は母親似だけど、弓の腕は俺に似てくれた。いい狩人になれる」

			　エルフの村の長……俺の父親が頭に手を当ててわしゃわしゃと撫(な)でてくる。

			「父さん、狩人になるつもりはないよ。俺は長になるんだ。狩りの腕だって村一番になるけど、ほかだって負けるつもりはない」

			　父親のあとをついで長になる。そのために努力を積み上げてきた。

			　勉強だって狩りだって、魔術だって同年代のだれにも負けない。

			「シリルがこんな大きなシカを狩ったんだ……すごい」

			　ルシエがきらきらと憧れの目で俺を見てくる。

			　少し照れくさくなってしまう。

			「だろ！　これだけの獲物は大人でも捕れないさ！　火狐たちが来たら、クウにも自慢するんだ」

			　クウは火狐の女の子で友達だ。火狐はキツネのような耳と尻尾(しつぽ)が生えた種族で、エルフの村では採れない塩を持ってきてくれる。エルフはその塩を毛皮や肉と交換することで手に入れている。

			　クウとは定期的に会っているので、いつの間にか仲が良くなっていた。

			　しかも今日は収穫祭だ。火狐たちにも祭りを楽しんでもらう。いつもより長く一緒に居られるだろう。

			「クウちゃんが来るからシリルは狩りを頑張ったんだ……」

			　ルシエが再び膨(ふく)れっ面になった。

			「棘(とげ)のある言い方だね。友達のクウに自慢したいと思うのっておかしい？　それとも、ルシエってクウのこと嫌いだった？」

			「クウちゃんのことは好きだよ。でも、シリルがクウちゃんのために頑張ると、変な気持ちになる」

			「なんでだよ」

			「わからないよ！」

			　今日のルシエは少しおかしい。

			　どうしたものかと悩んでいると、父さんがくすくすと笑いだした。

			「シリル、ルシエちゃん。大人になったらその感情の意味がわかるさ。あはは、まだまだ子供と思っていたのに。やっぱり女の子は成長が早いな。……そっか、ルシエちゃんには悪いことをしたかな」

			　父さんは苦笑いしつつ、俺たちを見つめている。

			　俺は子ども扱いをする父さんにイラッとしながらも、ここで怒れば余計に子供っぽいことに気が付いて黙った。

			「おじさん、私が困るって何？」

			「……ここではまだ言えないかな。まあ、直接ルシエちゃんをどうこうするっていう話じゃないよ。ただ、シリルがちょっとね」

			　父さんは言い辛そうにして言葉を濁(にご)した。

			「シリルに？　そんなこと言われると余計に気になる。教えておじさん」

			　ルシエはよほど気になるようで、父さんに何度も、教えてとせがんでいた。

			「ルシエ、それぐらいにしとけ。父さんだって今はって言っただろう？　時期が来たら教えてくれるさ」

			「でも、気になる。すっごくいやな予感がするの」

			「そんなことより、ルシエはその泥だらけの手をなんとかしてこいよ。今日は舞を披(ひ)露(ろう)するんだから、それだと格好がつかない」

			「確かにそうだね。でも、シリルだってすっごく汗臭いし泥まみれだよ。一緒に川に水浴びに行こう。おじさん、いいでしょ？」

			「うん、いいよ。シリルを連れて行ってあげてくれ。俺たちも体を洗うつもりだけど、村の水浴び場は狭いし、連れて行ってもらえると助かるよ」

			「ありがとう。おじさん」

			　ルシエは、そう言うなり俺の手を引いて走り出そうとする。

			「待ってくれ、獲物の解体とか、まだ仕事が」

			　俺は、ルシエに抵抗しようとするが、意外に力が強くたたらを踏む。

			「シリル行ってこい。あとはこっちでやっとくから」

			「父さん。でも最後までやりたいよ。こんな大物初めてだし」

			「うだうだ言ってないで行ってこい。今のうちだぞ。女の子と一緒に水浴びできるのは」

			「父さんはいつも母さんと入っているじゃないか」

			「夫婦だからな。……思春期に入ってから、夫婦になるまで長いぞ……ほんとうにな。ほら、さっさと行ってこい」

			　結局、抵抗もむなしく、俺はしぶしぶルシエと一緒に水浴びに行った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「シリル！　ほらはやく来て、気持ちよさそう」

			　今の季節は秋だが、今日はそれなりに暖かい。

			　ルシエは農作業、俺は狩りで体を動かしたあとだから、体が火(ほ)照(て)っている。

			　川の透き通る水がひどく魅(み)力(りよく)的にうつる。

			「ルシエ、恥ずかしくない？」

			　ルシエはいつもの簡素な服を脱ぎ捨てると川にダイブする。

			　もちろん、全裸だ。

			「変なの、いつもこうしているのに」

			「でも、次の誕生日で10歳になるし。そろそろ気になるんだよ」

			　なんとなく照れくさい。

			　ルシエの体はまだまだ子供で、胸も言われてみればというぐらいにしか膨(ふく)らんでない。

			　それでも、やっぱり男の体とは違って意識をすればするほど変な気分になる。

			　最近、俺はルシエの前で服を脱ぐことが気恥ずかしくなってきている。

			「そうかな？　私は気にならないよ。それより、いつまでそこで立ってるつもりなの。クウちゃんたちが来るまで時間がないよ」

			「……すぐに行く」

			　ゆっくりと川に近づいていく。

			　川の淵で服に手をかけると、しびれを切らしたのかルシエが川から上がり抱き付いてきて、そのまま、川に倒れ込む。

			　不意打ちのうえに、ルシエの肌の感触と温かさに意識が向いたせいでろくに抵抗できなかった。

			　バシャンと盛大に水しぶきが上がる。

			「げほっ、げほっ、急に何するんだよ」

			　川の深さは胸元より少し低いぐらいでけがはしないで済んだが、肺に水が入ってしまい苦しい。

			「だって、シリルが遅いんだもん、あはは、シリル、変な顔」

			　俺から離れたルシエは、咳き込む俺を指さして笑う。

			「ルシエ、やったな」

			「シリルが悪いんだよ」

			　いたずらっぽい笑みを浮かべて逃げていく。

			「待て！」

			　仕返ししてやろうと追いかけるとルシエが泳いで逃げ始めた。

			　浅瀬にきて水位が腰ぐらいになると泳ぐのをやめて、水をかき分けて走る。

			　水を吸った服は重くてルシエとの差が開くばかり、このままでは追いつけない。

			　もう恥ずかしさは、どうでもよくなっていた。

			　勢いよく服を脱ぎ捨て、水をかき分けて走る。

			　ルシエに追いついて押し倒し、盛大に水しぶきを上げさせてやりたい。

			「シリル、速い！」

			「鍛(きた)え方が違うんだ！」

			　毎日の鍛(たん)錬(れん)は欠かしていないし、狩りにも出ている。

			　女の子のルシエに負けるわけがない。

			「捕まえた」

			　ルシエに飛びつき、その勢いのまま倒れ込む。

			　盛大な水しぶきが上がる。

			　水中でルシエと目が合った。なぜかたったそれだけのことがおかしくて、２人で笑い合う。

			「ぷはっ」

			　水面に顔を出して、頭を振り髪に纏(まと)わりついた水滴を払う。

			　ルシエのきれいな髪が日の光を浴びて輝き、それが宝物みたいに見えた。

			「ルシエのせいで、もう裸とかぜんぜん気にならなくなったな」

			「シリルが気にしすぎなんだよ。赤ちゃんのときから一緒だし、裸なんて見飽(あ)きてるもん」

			「それもそうか」

			　俺が気にしすぎていただけかもしれない。

			「でも、ルシエ。母さんが言ってたよ。胸が大きくなって、大事なところに毛が生えたら急に恥ずかしくなるんだって」

			「それなら、まだ私は大丈夫だね」

			　ルシエはほんのわずかしか膨(ふく)らんでいない自分の胸を撫(な)でて、微笑(ほほえ)む。

			「まあね。でも、ルシエもあれぐらいになると、恥ずかしくなると思うよ」

			　俺はルシエの後ろにいた女の子を指さす。

			　追いかけっこをしているうちに、ずいぶんと移動していたようだ。気が付いたら別の場所で水浴びしていた女の子のところにまで来てしまっていた。

			　その子は、ルシエよりも暗い色の金髪で、髪と同じ色のキツネ耳と尻尾(しつぽ)が生えていた。火狐の特徴だ。当然、水浴びをしているので全裸だった。

			「うん、私もあれぐらい成長したら恥ずかしくなるかも」

			「なっ、なっ、なっ」

			　顔を真っ赤にして震えるその女の子は……俺たちの友達のクウだった。
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			　いつも利発で優しそうに微笑(ほほえ)んでいるクウのこういう表情は初めてなので、新鮮に感じる。

			「クウ久しぶり。ひと月ぶりかな？　もう、エルフの村に着いたんだ。こんなところで会うなんて偶然だね」

			「クウちゃん、私と同い年なのにすごいよね。もう膨(ふく)らんでるし、ちょっとだけ生えてる」

			「えっ、あの、その」

			「クウちゃん、触らせて」

			「女の子同士でも、それは失礼だろ」

			「それはクウちゃんが決めることだよ。いいでしょ、クウちゃん？」

			「そっ、その、ルシエちゃん、ちょって待ってくださいね。それより……なんでそんなに冷静なんですか、シリルくん！」

			　クウは顔を真っ赤にして両手で胸を隠してしゃがみ込んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「クウ、ごめん。のぞくつもりはなかったんだ」

			　クウのおかげで、あっという間に乾かすことができた服を着て、俺は謝った。

			　いつもは木につるして風の魔術で乾かすが、火狐はその名の通り火の魔術のエキスパート。かたく絞って火をかざすことで、風の魔術よりも素早く乾かすことができた。

			「ううう、見られた。お嫁に行けないです」

			「クウちゃん気にしすぎだよ。私もシリルに見せているけど、ぜんぜん気にしてないし」

			　ルシエはもう少し気にしろと、内心で突っ込みを入れる。

			「それはルシエちゃんにとって、シリルくんが兄妹みたいなものだからです。ルシエちゃんだって、シリルくん以外の男の子に見られたらいやですよね」

			「それは確かに嫌かも」

			「ルシエにそんな感情があったなんて驚きだ。全裸で村の中を走っても平気だと思ってた」

			「シリル、そこまで言われたら私も怒るよ。うん、でも、よくよく考えるとシリルだから裸を見られても恥ずかしくないのかも」

			「反応に困るな。喜んでいいのか、男として見られていないことを悲しめばいいのかわからない」

			「シリルは私に男として見て欲しいの？」

			　きょとんとした顔でルシエは問いかけてきた。

			「えっと、その、どうだろう？」

			　改めて問われるとよくわからない。

			　仲のいい兄妹のような関係でずっといたいという気持ちもあるし、それだけじゃ嫌だと思う自分もいる。

			「私も、シリルのことをどう思っているのか自分ではよくわからないけど、ずっと一緒にいたいな。この気持ちだけは間違いない。シリルがいなくなるのはやだ。だれかにとられたくない」

			　とられたくない。

			　その一言に、共感を覚えた。

			　ルシエが自分以外のだれかと一緒になって、距離が離れるのが嫌だった。

			「そうだね。俺も、ルシエと一緒にいたいし、だれにもとられたくない。それは言い切れる」

			「シリル」

			　俺はルシエと視線を交わしてうなずく。

			　ふと、クウのほうを見ると、ふさふさの自分の尻尾(しつぽ)に顔を押し付けて悶(もん)絶(ぜつ)していた。

			「はううう、甘いよぅ、すっぱいよぅ、ラブコメが、目の前で甘酸っぱいラブコメがぁ。見ているこっちが恥ずかしくなりますぅ」

			　言っている意味はわからないが、俺とルシエはクウの言葉で急に照れくさくなって、２人で顔を真っ赤にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「それで、どうしてクウはこんな場所で水浴びをしていたんだ？」

			「日が昇り切る前には村の近くに着いていたのですが、旅でだいぶ汚れちゃったし、臭くなっていたので、体を洗って、服を着替えてから村に入ろうとしていたんです。個人的にもシリルくんと会う前にきれいにしておきたかったですし」

			「クウ以外はどうしたんだ？」

			「男性の方は少し離れたところで洗ってます。女性の方は男性の方ののぞきを警戒して見張ってくれています」

			「どうして？　クウみたいな子供の裸をのぞこうとするような人はいないだろう」

			　クウはまだ俺と同じく９歳。少し発育はいいが、それでも興味を持つような人はおかしい。

			「一応、私、火狐のお姫様ですからね。いろいろとあるのです。ただ、見張りのいない方向からシリルくんたちが来るのは想定外でしたね。もし、ほかの火狐のみんなにシリルくんが私の裸を見たことが知られたら、シリルくん、八つ裂きにされてましたよ？」

			「……クウ、黙っていてくれないか」

			「もちろんです。シリルくんは大事な友達で同じ夢を持つ仲間ですからね。いなくなれば困ります」

			「夢、か……。クウのほうは順調か？」

			「厳しいですね。兄様が優秀すぎます。極度のシスコンってこと以外は完(かん)璧(ぺき)で、今のところ父が私を選ぶ要素はゼロですね」

			　同じ夢というのは、長になることをさしている。

			　俺が父のあとをついでエルフの村の長になることを目指しているように、クウも火狐の村の長を目指している。

			　クウとは村長の子供という立場と将来の夢が同じなので、話していると楽しい。

			　ただ、クウの場合は女性で、しかも優秀な兄がいるというひどく厳しい状況だ。

			　それでも、クウはあきらめずに夢に向かって努力している。

			「あの人、ドン引きするぐらいのシスコンだから、クウが頼めば長の座を譲ってくれるんじゃないか？」

			　俺がそう言った瞬間、クウの視線がきつくなり、尻尾(しつぽ)がぴんと立った。

			「怒りますよ。そんな形で村長になっても意味がないです。父様は１番火狐の村のみんなを幸せにできる人を村長に選びます。そこで選ばれないと……選ばれる私ではないと、ダメなんです。無理やりその決定を捻じ曲げることは、みんなの幸せを壊すのと同じです」

			「悪かった。確かにその通りだ。２度と言わないよ」

			　俺はクウのこういうところが気に入っている。

			　熱意があって、それでいて村のみんなのことを第一に考えている。幼くても十分に村長としての資質がある。

			「シリル、クウちゃん、また２人だけの世界に入ってる」

			　クウと俺が長の話で盛り上がっていると、ルシエがつまらなそうにしていた。

			「ごめんごめん。クウ、この話は夜にしよう。俺の家に泊まっていくんだろう？」

			「はい。２日ほどお世話になる予定です」

			「なら、時間はたっぷりある」

			　火狐たちは、塩を持ってきてすぐに帰るわけじゃない。

			　エルフの村との情報交換をしていく。今日は祭りだってある。

			　その間は、エルフの村で１番大きな俺の家に泊まってもらう。

			「クウちゃん、ずるい」

			「何がずるいんだ？」

			「シリルの家にお泊まりなんて」

			　さきほどから、仲間外れにされていると思っているルシエがご立腹だ。

			「なら、ルシエちゃんも泊まればいいじゃないですか。私もルシエちゃんと一緒にいられる時間が増えるとうれしいです。父様と、シリルくんのおじ様にも頼んでみます」

			「俺からも頼んでみる。たぶん、大丈夫だと思うよ。父さんはクウのこと気にいってるし、クウのお願い事は断れないはずだから」

			　父さんは、クウのことを弟子のように思っている。

			　クウはこっちに来る度に、父さんを質問攻めにしている。クウの父親とまったく違う父さんの長に対する考え方と、村の統治方法に興味を持っているらしい。いつも、かなり細かいところまで聞いていた。

			　父さんは教えながら教わることも多いと、クウのことを高く評価している。

			　俺もよく隣で聞いているが、すでに教わった内容でもクウは俺とは違った視点で聞いてくるので、とても参考になっていた。

			「本当！　クウちゃんありがとう」

			「いえいえ、大事なお友達のためですから」

			　ルシエがクウに抱き付く。

			「あとね、クウちゃん」

			「なんですか、ルシエちゃん」

			「おっぱい触らせて」

			「……理由を聞いていいですか？」

			「私と同じ年なのに、そんなにあるって不思議だもん。触ってみて、お母さんと違うのか試してみたい」

			　クウは俺のほうをちらちらと見て、顔をほんのり赤く染める。

			「俺は後ろを向いているよ」

			「シリルくん、ありがとうございます。さすがの私もシリルくんが見ている前で胸をもまれるのは抵抗がありました。……ルシエちゃん、いいですよ」

			「じゃあ、いくよクウちゃん」

			「はやく終わらせてください」

			　俺が後ろを向くと、ルシエがクウの胸を揉みはじめたのか、布きれの音が聞こえてくる。

			「お母さんより、硬い」

			「その、成長中は硬い、という噂です」

			「へえ、そうなんだ」

			「ルシエちゃん、強すぎです。痛い」

			「あっ、ごめんね。それじゃあ、下も見せて！　大人の毛、クウちゃんうっすらと生えてたよね？」

			「それは絶対いやです！」

			　そうして、５分ほどたっただろうか。ルシエが終わったよと言ったので、俺が振り向くと、クウが赤い顔でぐったりとしていた。

			「……ふふ、ルシエちゃんも大きくなったら、同じことをしてあげます。今日のことは絶対に忘れないですからね」

			　クウが小声でそうつぶやく。幸い、ルシエには聞こえていないようだ。

			「それでは、シリルくん、ルシエちゃん、これ以上長居するとみんなが心配するので、先に戻ります。また、後で会いましょう」

			「また、後で」

			　クウが去っていく。

			　後姿を見ていると、どうしても揺れる尻尾(しつぽ)が気になる。

			　ふさふさでボリュームがある尻尾(しつぽ)。どうしてもあれを触ってみたい。できれば顔をうずめたい。

			「クウ！」

			　俺はたまらなくなって呼び止める。

			「なんですか？　シリルくん」

			「尻尾(しつぽ)を触らせてくれないか」

			「責任をとってくれるなら、考えます。火狐の尻尾(しつぽ)を握っていいのは家族と、伴(はん)侶(りよ)だけです。シリルくんにはその覚悟がありますか？」

			　俺はそれを聞いて後ずさる。

			　さすがに、まだ結婚とか言われてもピンとこない。

			「シリル、どうするの？」

			　真剣な目でルシエが顔をのぞき込んできた。

			　クウは優しげな笑みを浮かべつつ、挑発するように尻尾(しつぽ)を振っている。

			「……前向きに検討させてください」

			　結局、俺はへたれて逃げた。

			「はい、わかりました。検討した結果が出たら、教えてくださいね」

			　その返事を予想していたのか、クウはしてやったりといった表情を浮かべて軽やかな足取りで消えていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ルシエちゃん、シリル、おかえり」

			　村に戻ると、母さんが出迎えてくれた。

			　母さんは、年齢よりも若く見えるエルフの中でも、とくに若々しく美人で、俺の自慢だった。

			「ただいま、母さん」

			「シリル、こっちに来て」

			　母さんに言われるがままに近づくと、くんくんとにおいをかがれた。

			「うん、ちゃんときれいになったみたいね。家に戻って父さんと一緒に火狐の皆さんを出迎える準備をしてきなさい」

			「わかったよ。母さん」

			「ルシエちゃんは今日の祭り、フェイナの前座で舞を披(ひ)露(ろう)してくれるのよね」

			「はい、おばさん！」

			「そうよね、お祭りの料理の仕込みのお手伝いをお願いしようと思ったけど……それじゃ悪いわね」

			「ううん、大丈夫。手伝わせて。手を動かしてないと緊張でおかしくなりそう」

			　今日は村の収穫祭だ。

			　そこで、エルフの村の巫(み)女(こ)であるルシエの母親がエルフの村に伝わる舞を披(ひ)露(ろう)するのだが、その前座をルシエが務める。俺もそこで楽器を演奏して盛り上げる予定だ。

			　いずれルシエは、彼女の母親のあとをついで村の巫(み)女(こ)になる。この前座は、その予行練習も兼ねている。

			　ルシエは日頃から母親に舞を教わっているが、公式の場での披(ひ)露(ろう)は初めてなので、かなり気合を入れているようだ。

			「うれしいけど、本当に大丈夫？」

			「大丈夫。お祭りとかじゃないと、ごちそうを作る機会なんてめったにないから。おばさんに特別な料理を教わるのが楽しみだったの」

			「うれしいことを言ってくれるわね。さすが、私の一番弟子」

			　母さんはルシエを抱きしめて、頭を優しく撫(な)でる。

			　母さんは、村一番の料理の腕前を持っている。

			　よく村のみんなに料理を教えており、料理が苦手なルシエの母親の代わりに、ルシエにも料理を教えていた。

			「一番弟子って言ってくれて、うれしい」

			「ルシエちゃんほど要領のいい子はなかなかいないわよ。素直でかわいいし。ルシエちゃんが本当の娘になってくれたら、私はうれしいのだけれど」

			　そう言いながら、母さんが意味ありげに俺を見てくる。

			「母さん、そういうのはルシエが本気にする」

			「私はいつも本気よ。でも、シリルにルシエちゃんはもったいないかしら」

			「そんなことない！　シリルはすごいよ。むしろ、私が釣り合わないぐらい」

			「そう、ルシエちゃん。この子のことそんなふうに思ってくれてるのね。なら、結婚式はいつがいいかしら」

			　母さんの言葉を聞いて、ルシエが顔を真っ赤にした。

			「話が飛びすぎだよ、母さん。いったい俺たちがいくつだと思ってるんだ。成人まであと５年ある」

			「それもそうね。でも、５年なんてあっという間よ。……ほんとうにあの人。シリルにはこんなかわいい子がいるのに、あんな話を持ってくるなんて」

			　母さんの言葉で、父さんが言っていたことの内容が想像できてしまった。

			　おそらくだが、クウと俺を婚約させるつもりなのだろう。

			　父さんはクウのことをすごく気にいっているし、火狐の村と良好な関係を築くためにと考えれば十分ありえる。

			　母さんはルシエのことを実の娘のように思っているから、クウと俺を婚約させようとすることが気にいらないのだろう。

			　では、俺自身の気持ちはどうだろう。考えてみたがわからない。ただ、ルシエの泣き顔もクウの困った顔も見たくないと思った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ようこそ、火狐の皆様、よく来てくださいました」

			「いえいえ、収穫祭に招いていただけるとは光栄です」

			　父さんと火狐の長が握手をする。

			　火狐の村から来た一団は、馬車２台に塩をいっぱいにしてやってきた。

			　全員で10名ほどだ。

			　火狐の村長はクウと同じ金色のキツネ耳と尻尾(しつぽ)を持つ、いかにも厳しそうな大男だ。だが、厳しそうなだけでなく、器の大きさも感じた。

			　火狐の村長の後ろに隠れていたクウと目が合った。彼女は俺に向かって小さく手を振る。

			「ほら、クウも挨(あい)拶(さつ)しなさい」

			「はい、父様。このたびは収穫祭にお招きいただき、ありがとうございます。今(こ)宵(よい)は噂に名高いエルフの舞が披(ひ)露(ろう)されると父から聞いておりまして、この日を心待ちにしておりました」

			「エルフの長として君たちを歓迎する。クウちゃん、また会えてうれしいよ。うん、期待は裏切らないから安心してくれ。エルフの村の巫(み)女(こ)、フェイナの舞は世界一だ」

			「はい、ますます楽しみになりました」

			　クウは上品な大人の笑みを浮かべる。話し方もしぐさも到底子供のものとは思えない。

			　そんな娘の様子を見て満足気に頷(うなず)いてから、火狐の長が口を開く。

			「ただ、こちらばかり楽しませていただくのも申し訳ないので、火狐側も歌を披(ひ)露(ろう)させていただきたいと思っておりましてね。今日は、妻を連れてきました。火狐の中でも最高の歌い手です」

			「ああ、それはありがたい！　実は、１度彼女の歌を聞いたときにすっかり魅(み)了(りよう)されてしまって。ずっとファンだったのですよ」

			　エルフが音楽と舞を得意としているように、火狐たちは歌を得意としている。

			　火狐は村の近くで採れる岩塩のほかにも、さまざまな村に請われて金銭や食料と引き換えに歌を披(ひ)露(ろう)することもあるぐらいだ。

			　中でも、クウの母親は火狐の至宝と呼ばれている。

			「クウちゃんは歌わないのかい？　この前、君のお父さんが妻以上の才能があるとベタ褒(ぼ)めしていたよ。ぜひ、聞いてみたい」

			「父様が褒(ほ)めすぎなだけです。まだ、公式の場で火狐の歌として披(ひ)露(ろう)するには力不足です。子供のお遊(ゆう)戯(ぎ)として、個人的に尊敬するおじ様の前で歌うのであれば、喜んで披(ひ)露(ろう)させていただきますが……」

			　クウがやんわりと断った。

			　俺は残念に思う。クウならきっと素敵な歌を披(ひ)露(ろう)してくれるはずなのに。

			　しかし、父さんはあきらめきれないのか、クウに歌わせるために考え込んでいるようだ。しばらくして、ぽんと手を叩いて口を開く。

			「そうだ！　実はフェイナの前座に、彼女の娘が舞を披(ひ)露(ろう)するんです。我々が火狐の皆さんに贈った曲を、私の息子のシリルが演奏して、それに合わせて踊る。そこにクウちゃんの歌を加えるというのはどうかな？　もともと子供が披露する前座だから、そこならクウちゃんも気兼ねなく歌えると思うんだ。どうですか？　火狐の長」

			「それならクウが歌っても問題ないな。それに、あの曲か！　クウも歌い込んでいるから、いい歌を披(ひ)露(ろう)できる」

			　火狐は歌がうまいが、曲を作るのはあまり得意ではない。

			　彼らが披(ひ)露(ろう)する歌の中には、エルフが作曲した曲も多々ある。

			　今日ルシエが前座として舞うのは、エルフが作曲した中でも、エルフと火狐の友好のために作られた曲だ。だからこそ、今日の演目に選ばれた。

			「クウ、できるな」

			「はい、父様。ただ、演奏者との息を合わせる時間が必要です。最低１時間。それだけいただけるなら、歌わせていただきます」

			「よし、じゃあ、取引が終わってから祭りが始まるまでの間に、シリルくんと練習しろ」

			「かしこまりました、父様」

			　クウがぺこりと頭を下げる。

			　そして俺に向き直った。

			「シリルくん、今日はよろしくお願いします。まだ自信はないので、シリルくんとルシエちゃんが一緒で心強いです」

			「うん、俺もクウがいると心強い。今日はよろしく」

			　俺とクウは握手をする。

			　そんな俺たちを、父さんとクウの父親が微笑(ほほえ)ましそうに見ていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「塩の件はこれで」

			「いつも助かります」

			　大人たちの話はまとまった。

			　話し合っていたのは、塩をどれだけの物資と交換するか、だ。

			　たまに、火狐はずるいと思う時がある。

			　村の近くにある岩を掘り起こすだけで、俺たちが苦労して仕留めた獲物と交換できるのだから。

			　父さんに言わせれば、塩のような生きていくのに必須なものを足元を見ずに交換してくれるだけ、火狐は良心的らしい。火狐の村のほかにも岩塩の産出地を押さえている村はあるが、もっと高いのが普通だそうだ。

			「では、今日の本題に入りますか」

			　父さんがいつも以上に真剣な表情を浮かべている。

			　この場には塩との交換の交渉をするだけでは来ないような、村の重要人物のほとんどが集まっていた。

			「シリル、クウちゃん。２人は今日から婚約者だ。成人すればシリルが火狐の村に行ってクウちゃんのところに婿(むこ)入りする」

			「父さん！」

			　俺は思わず立ち上がって声をあげた。

			「シリル、火狐の方々の前だ。取り乱すな」

			「だけど、どうして俺が婿(むこ)入りするんだ」

			　クウとの婚約の話は予想していた。

			　だが、俺が火狐の村に行くことは想像すらしていなかった。

			「俺は父さんのあとをついで長になる。それが夢でそのために頑張ってきた！　なのにどうして!?」

			「……おまえは、この村にいても長にはなれない。俺の次は、俺の年の離れた弟が継ぐことに決まっている。そして、その次はその子供だ。これは長老たちの決定だ。長の俺でも覆(くつがえ)すことはできない」

			　俺は言葉を失う。

			　なんのために、今まで頑張ってきたか、わからなくなってしまった。

			「だけど、俺が火狐の村に行ってどうなるんだ。火狐の長には立派な息子がいる」

			　俺がそう言うと、火狐の長が少しだけ疲れた表情をした。

			「ずっと隠してきたんだけどね。あいつは体が弱い。才能も実力もあるから、周りに気取られてはいないが、長く生きても30までだ」

			　俺はもちろん、クウもそのことを知らなかったのか、言葉を失った。

			「シリルくんは優秀だと聞いている。クウとも仲がいい。クウと結婚して２人で火狐たちを率いてほしい。もちろん、俺も息子も協力する。シリルくんにとっても、悪い話じゃないはずだ。エルフの村にいても長にはなれない。だが、火狐の村に来れば、クウと２人で夢を叶(かな)えられる」

			　心臓が、嫌な音を立てる。視界がぐらぐらする。

			　そんな中、必死に考えをまとめる。

			　クウと結婚する話は悪い話じゃない。

			　だけど……頭にルシエの顔が浮かんだ。

			「俺は……」

			　からからに乾いた喉で、必死に続く声を絞り出そうとした。しかし……。

			「シリルくんとの結婚はお断りします。シリルくんが何と言おうと、私が嫌です」

			　クウが先に話し始めたとで、そこから先、声を出すタイミングを失う。周りの大人たちの視線がクウに集中した。

			「クウ、何を言っているのか、わかっているのか」

			「はい、父様。私は火狐の長の命令に逆らいます」

			「理由を言ってみろ」

			「私は、シリルくんの助けがなくても火狐のみんなを率いられるようになってみせます、シリルくんの助けは不要です」

			　クウは無表情なまま、父親の目をまっすぐに見つめて言った。

			「それに私は、好きでもない人と結婚しろと言われて納得できません」

			「クウ、おまえは俺の……火狐の長の娘だ。感情だけで話をするな」

			「それでもです。私は譲りません。無理にこの話を進めるなら、父様のこともおじ様のことも嫌いになります」

			　その口調に、クウの絶対に了承しないという強い意志が表れていた。

			「嫌いになってどうする」

			「わかりません。ですが、私が本気で拒絶すれば力を貸してくれる人は多いと思います。まずは兄様に嫌な人と無理やり結婚させられると泣きつきます」

			「また、面倒なことを……」

			　クウの父親が嫌そうに顔をしかめた。

			　クウの兄は極度のシスコンだ。妹のためならなんでもするし、実力と人望もある。

			　妹がそんなことを言って泣きついてくれば、火種が大きく燃え広がる。そもそも、嫌がる娘を無理やり結婚させるというのは体面が悪い。

			「クウちゃん、そんなにうちのシリルとの結婚が嫌かい？　２人は仲がいいとずっと思っていたから、ここまで拒否されるとは思ってもみなかったんだが」

			　父さんがクウに問いかける。

			「少なくとも、今は」

			「わかった。じゃあ、婚約はなしにしよう。だが、許嫁にはなってもらう」

			「それは、婚約とどう違うんですか？」

			「許嫁は親がそう言っているだけ、本人たちが了承していないから本当の意味で婚約じゃない」

			「それなら、いいです」

			　そこで会話が終わった。重苦しい空気が流れる。

			「シリル、これからもうしばらく、大事な話をするから、クウちゃんを連れて散歩でもしてくれ。……クウちゃんもシリルと２人で話したいだろう。歌と演奏を合わせる必要もあるだろうしな」

			「……おじさま。ありがとうございます」

			「いやいや、こちらこそいきなり変なことを言ってすまない」

			　クウのありがとうには、さまざまな感情が含まれていたのだろう。

			　父さんには、それが伝わったらしい。俺は自分が、その何かをわからないことが悔しかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「シリルくん、ごめんなさい！」

			　外に出て２人っきりになったとたん、クウが勢いよく頭を下げた。

			「頭を下げる必要なんてないよ」

			「ううん、シリルくん、気持ちよくないですよね。あんなふうに、私に振られたみたいになったら」

			「それは別に構わない……いや、本音を言うと、クウに嫌われていたのはショックだった」

			　俺はクウに好意を持たれていると思っていたが、違っていたらしい。

			「別に、シリルくんとの結婚自体は嫌じゃないですよ。少なくとも、私が知っている男の子のなかでは１番好きですし、一緒に火狐の村を治めていくのは、すごく幸せじゃないかって思います」

			　クウがはにかみながら言った。

			「そんなふうに思ってくれるのは嬉しい。なら、どうしてあの場でああ言ったんだ？」

			「私が断らなかったら、シリルくんが断っていたからです」

			「俺は……」

			「そんな顔をしていましたよ。私だって、シリルくんと結婚するにしても、シリルくんが未練を残したままいやいや夫婦になるのは嫌です。それで一緒に暮らしていくなんて、息がつまります」

			　あのとき、脳裏に浮かんだのは長になるという夢のことと、ルシエのことだった。

			「でも、それより大事なこともあって、シリルくん。私が断ったのは、シリルくんに長になるという夢をあきらめて欲しくなかったからです」

			「その気持ちは嬉しいよ。だけど……俺は」

			　それでも、現実は非情だ。

			　父さんは息子の俺ではなく、弟が次の長になると言い切った。

			　それが長老たちの決定で、覆(くつがえ)ることがないとも言った。

			　クウと結婚しなかったとしても、あの場で俺の夢はついえた。

			「シリルくん、もしかしてですけど、たったあれだけのことであきらめちゃいました？」

			　クウが挑発するように言ってくる。

			「そんなわけないだろ！」

			　反射的に俺は答えた。彼女はそんな俺を見て笑みを浮かべる。

			「ですよね。私と同じ夢を持つライバルが、あれだけのことであきらめるはずがありません。今は頭の固い老人がわめいているだけです。そんなのいくらでも手はあります。おじ様だって本当はシリルくんを長にしたいって思っているのが伝わってきました。シリルくんがあきらめなければ、まだちゃんと可能性は残っています」

			　クウの言う通りだ。あの場でダメと言われたから、なんだというのだ。クウはもっと苦しい状況だ。女であること、優秀な兄の存在、様々な障害を抱えて、それでもずっと戦っている。

			　それに比べれば、俺の問題なんてたいしたことじゃない。

			「でも、私があの話を受け入れた途端、シリルくんが長になるのは、どうにもならなくなってしまうんです。火狐の村に来たら終わりです。付け加えるなら、あの場で長に逆らうなら、シリルくんより私です。シリルくんがエルフの長の決定に逆らうのは心(しん)証(しよう)を悪くしますし、シリルくんが私を拒絶すると、父が怒って、火狐との関係が悪くなります。おじ様は私のことを理解してくれているので、ましです。２人が夢を叶(かな)えるためには、あれが最善だと考えました」

			「俺のために、そこまで考えてくれたのか」

			「友達ですから」

			　何気ないことのように、さらりと言う。

			「それに、あのとき、ルシエちゃんの泣きそうな顔が浮かんだんです。ルシエちゃんが悲しんで、それを見たシリルくんが悲しんで、そんな２人を見た私が悲しむんです。そんなのごめんです」

			「クウ、本当にありがとう。自分が恥ずかしくなるな。あの場で、俺は自分のことしか考えてなかった」

			「私も似たようなものですよ。友達の夢を叶(かな)えたい。友達の悲しい顔は見たくない。どっちも私のことです。あと、１番大事なことなのですが」

			　クウが一歩距離をつめる。そして、下から上目づかいに俺を見上げた。

			「シリルくんのこと、好きですけど、恋はしていないってあの場で確信しちゃったんです。母様から聞きました。本当に恋したら、それ以外見えなくなるって。もし恋をしていたら、シリルくんの夢とかルシエちゃんの涙とか、全部無視してシリルくんのことを手に入れたいと願うはずなんです。でも、とてもそうは思えなかった。だから、夢のため、みんなの幸せのためにああしました」

			　クウの匂いがして、鼓(こ)動(どう)が高鳴る。

			「本当の恋を知らないで結婚なんて嫌です」

			「クウは女の子なんだな」

			「はい、実は私、最高に乙女なんです」

			　クウがいつもの距離に戻る。

			　友達の距離に。

			「だから、覚悟しておいてくださいね、シリルくん。もし私が本当にシリルくんに恋をしたら、それこそルシエちゃんが泣いても、全力で突っ走りますから」

			「クウだったら大歓迎だよ。今日ようやく気が付いたんだけど、クウはいい女だ」

			「それはプロポーズですか？」

			「いや、ただの褒(ほ)め言葉だよ。俺もクウの言うような恋はしていないしね。ただクウのことは前よりずっと好きになったよ」

			　俺もまだ、夢とみんなの笑顔のほうが大切だ。

			「クウ、今日のことは忘れない。クウが俺の夢とルシエの笑顔を守ってくれたことを忘れない。だから、１つ誓いをさせてくれ」

			　俺はクウの手を取り、親指の腹同士を合わせる。

			　略式だが、エルフの誓いの儀式だ。

			「世界樹の祝福のもと、親友である火狐の姫君に誓う。俺はエルフの村の長になる。そして、クウが俺に助けを求めたとき、いかなる困難の中であろうと、必ず救いの手を差し伸べる」

			　言い終わってから、ゆっくりと親指を離す。

			　クウが自分の親指を、まるで宝物のように胸に抱き寄せた。

			「シリルくん、その、うれしいです。いつか、本当に困ったときはシリルくんの力を貸してください」

			「もちろん、なにがあってもクウを助けるよ」

			　これは誓いだ。たとえ何があっても俺はクウが助けを求めれば手を差し伸べる。

			　それが、俺の夢とルシエの笑顔を守ってくれた恩に報いることだから。

			「それでは、お祭りが始まるまで練習をしましょう。シリルくん、楽器はありますか？」

			「もちろん。ちゃんと準備しているさ」

			　俺は、エルフの伝統楽器を懐から取り出す。横笛の一種で、心に沁(し)みわたる音を鳴らすことができる。これを吹く父さんの姿にあこがれて、必死に練習してきた。

			「今日は前座ですけど、みんなの度(ど)胆(ぎも)をぬいて驚かせてやりましょう。それこそ、母様たちがかすむぐらいに目立って」

			「当然、そのつもりだ。俺が奏(かな)でて、クウが歌って、ルシエが舞う。絶対に成功するさ」

			　こぶしを合わせてやる気を出して、それからひたすら練習を繰り返した。

			　クウと合わせるのは初めてなのに妙にしっくり来て、とても気持ちよかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　日が暮れてから収穫祭が始まった。

			　今年の豊作を祝い、村の中心で大きな火を焚(た)き、ごちそうを食べて、酒を飲んで笑い合う。

			　普段、質素な生活をするエルフや火狐たちも、こういう場では羽目を外して精いっぱい楽しむ。

			　村中に、陽気な笑い声が響いていた。

			　そんな中、俺とルシエとクウの３人は今日の俺たちの出番に備えて、舞台の裏に集まっていた。

			「緊張するね。シリル、クウちゃん」

			「はい、結局、２回ぐらいしか３人で練習できませんでしたし」

			「ルシエがなかなか来ないから」

			「だって、クウちゃんが参加するなんて直前まで知らなかったもん」

			　ルシエは、ぎりぎりまで料理の手伝いをしていた。

			　俺たちから急(きゆう)遽(きよ)クウが参加することを聞いて、初めてルシエは慌てた。

			「でも、ばっちりでしたよ。私たちは相性がいいかもしれません」

			「それは当然だろ。俺たちは親友なんだ。相性がいいに決まっている」

			「あれ、シリル。なんかクウちゃんとの仲が、かなりよくなってないかな？」

			「そんなことないよ？」

			　ルシエの勘はするどい。何気ない会話から、いろいろと気が付く。

			「そろそろですね」

			　舞台に俺の父と、クウの父が立つ。

			　そして、エルフと火狐の友好をこれからも続けたいと話をする。

			　さらにルシエの母親の舞のほかに、クウの母親の歌が披(ひ)露(ろう)されると話を続け、場の空気がより温まった。

			　そして、前座として俺たち３人の演目が行われることも話した。

			　それを聞いたみんなは楽しそうにはしているが、ルシエとクウの母親のときとは違い、それは出し物そのものへの期待ではなく、子供たちの頑張る姿を見たいという、どちらかというと微笑(ほほえ)ましいものを見る空気だった。

			　それが許せない。

			　２人を見ると、俺と同じことを感じ取ったのか、気合が入っていた。

			　目にものを見せてやる。そう二人の目が言っていた。

			「行こうか、ルシエ、クウ」

			　父さんの俺たちを呼ぶ声が聞こえた。立ち上がり、二人に声をかける。

			「はい、シリルくん。最高の舞台にしましょう」

			「うん、みんなを驚かせないとね」

			　そして、俺たち３人の出番がはじまった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「疲れたね」

			「ああ、疲れた」

			「でも、楽しかったよね、シリル、クウちゃん」

			　出番が終わり、俺たちは祭りの席につき料理を楽しんでいた。

			　お酒は成人していないので飲むことができない。周りの大人たちはほんとうに美味(おい)しそうに飲んでいるので、少しうらやましい。

			「今できる最高の舞台だったな」

			「ええ、それは間違いないです」

			　俺たちの舞台は大成功だった。

			　子供のお遊(ゆう)戯(ぎ)ではなく、どこに出しても恥ずかしくない出来だった。

			　たくさんの拍手をもらえたし、みんなが喜んでくれた。

			　だが……

			「でも、やっぱり前座でした。ルシエちゃんのお母さんや、母様には全然勝てません」

			「だね。わかってはいたけど、すごすぎるよね」

			　そう、メインの２人がすごすぎた。ルシエの母の舞は見ている者の魂を揺さぶり、クウの母の歌は聞いていると自然に涙がこぼれていた。

			　格が違う。そう思ってしまった。

			「でも、今日は負けたけど、次は勝とうよ。お母さんたちより、もっとすごいことができるようになろう」

			　ルシエは、もうリベンジに燃えていた。

			　確かに、彼女の言うとおりだ。今は勝てなくても努力をし続ければ、いずれは追い抜ける。

			「ルシエちゃん、いいこと言いますね。私は母様より歌がうまくなってみせます」

			「私も、お母さんよりうまくなる。そしたらね、今度は私たちが主役になろう」

			「きっと、ルシエとクウならなれるさ」

			　心の底からそう思える。２人とも、素質は間違いなくある。

			「何を言っているんですか」

			「そうだよ。シリルも一緒だよ」

			「いや、２人の母さんは、別々に舞って、歌っていたじゃないか。俺の出番なんてないよ」

			「それがどうかしました？　私はシリルくんが一緒のほうが、ずっと力が出ます」

			「私も私も。シリルが一緒のほうがいい。それに、私もクウちゃんも、お母さんよりすごくなるんだから、そこにシリルが来たらもっともっと、すごいのができるよ」

			「ルシエちゃん、いい考えです。シリルくんもそう思いませんか？」

			　ルシエとクウ、２人の少女にきらきらとした瞳を向けられて、俺は頷(うなず)いた。

			　ちゃんと自分の意思で決めた。こんな楽しそうなことを見逃すわけにはいかない。

			「約束だ。次の祭りは３人で、主役になる！」

			「シリル、次なんて早すぎるよ」

			「そっ、そうですよ。せめて、３回先にしましょう。３年後ならなんとか」

			「いや、次だ。目標は高いほうが面白いだろう？」

			　俺がそう言うと、ルシエとクウは微苦笑する。

			「わかったよ。じゃあ来年」

			「私も覚悟を決めました。来年までに母様を超えます」

			　クウが右手を出し、親指を突き出す。

			「エルフの誓いは親指を合わせるんですよね。ここでやりましょう。決意が揺るがないうちに」

			　ついさっき、俺とやったおまじない。それをクウが求めてきた。

			「うん、いいよ」

			「じゃあ、やろうか。……ルシエ、クウ。世界樹の祝福のもと、俺達は誓う。１年間、それぞれ頑張って、腕を磨く、そして次の祭りは俺たちが主役だ」

			　３人の親指が、強く重ねられた。

			　ルシエもクウも……そして俺も、満面の笑顔を浮かべている。

			　こんな時間がずっと続けばいい。そう思った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夢が覚める。

			　結局、この約束が守られることはなかった。

			　このあと、すぐにエルフの村が帝国に支配されてしまい、火狐との交流がなくなったからだ。

			　火狐もエルフと同じく魔石を宿す種族であり、帝国に狙われているが、風よりも攻撃的な火の魔術を駆使して今も抵抗しているらしい。

			　クウはどうしているだろう。無事、長になれたのだろうか。

			　そんなことを考えながら俺は目を開く。

			　今は、無性にクウの歌が聞きたかった。
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